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Language Commissionの出版物やPe Maung Tin (1953, 1953)、Khin Min (2007)などがあるもの
の、いずれもが学習の観点からの説明に過ぎず、単なる意味の解説にとどまっている。中で





























Ci (Cm ) V (Cf ) / t 
例 1：မြန် /myàɴ/「速い」 
 
弱音節：頭子音 + ă 
例 2：အမြ /ʔămè/「母」 
 
例 1 の/myàɴ/という単語での/m/は頭子音、/y/は介子音、/a/は母音、/ɴ/は末子音であり、









表 1 子音の音素体系 
調音法 
調音位置 











pʰ- tʰ- kʰ- 
破擦音 








































   
弾き音   r- 
[ɹ~ɾ] 





表 2 末子音（2 種） 
 声門閉鎖 鼻音 
 -ʔ -ɴ 
 








表 3 単母音（7 種） 
 



















   -a 
[a] 
   
 
表 4 二重母音（4 種） 
 前舌 後舌 
半狭口 → 狭 口 -ei[ëᶦ] -ou[öᶷ] 








表 5 声門閉鎖音/-ʔ/との結合パターン（8 種） 




















表 6 鼻母音/-ɴ/との結合パターン（7 種） 






















表 7 声調（3 種） 
 
 低平調 (22) 高平調 (44) 下降調 (41) 









無声音 p-, pʰ- t-, tʰ- s-, sʰ- c-, cʰ- k-, kʰ- t-̪ 
 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 































































ဒီဆ  မ ျားတ ့် စ အုပ် 
[dì sʰăyà yé-tɛ̬]̂ sàʔouʔ 
this.DET teacher write-attr.RLS book 
この先生が書いた本 
 
ဒီဆ  မ ျားတ ့် စ အုပ် ／ ဆ  မ ျားတ ့် ဒီစ အုပ် 
dì [sʰăyà yé-tɛ̬]̂ sàʔouʔ ／ [sʰăyà yé-tɛ̬]̂ dì sàʔouʔ 
this.DET teacher write-attr.RLS book ／ teacher write-attr.RLS this.DET book 
この、先生が書いた本 ／ 先生が書いたこの本 
 
【属格／下降調化（名詞句）+N】 
ဒီဆ    ့်စ အုပ် 
[dì sʰăyà-yɛ]̂ sàʔouʔ 
this.DET teacher-GEN book 
この先生の本 
 
ဒီဆ    ့်စ အုပ် ／ ဆ    ့်ဒီစ အုပ် 
dì [sʰăyà-yɛ]̂ sàʔouʔ ／ [sʰăyà-yɛ]̂ dì sàʔouʔ 
this.DET teacher-GEN book ／ teacher-GEN this.DET book 
この、先生の本 ／ 先生のこの本 
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ဒီဆ  ့် စ အုပ် 
[dì sʰăyâ] sàʔouʔ 
this.DET teacher.OBL book 
この先生の本 
 
ဒီဆ  ့် စ အုပ် ／ ဆ  ့် ဒီစ အုပ် 
dì [sʰăyâ] sàʔouʔ ／ [sʰăyâ] dì sàʔouʔ 
this.DET teacher.OBL book ／ teacher.OBL this.DET book 
この、先生の本 ／ 先生のこの本 
 
1.4.2. 名詞分類 








(1) a. bà=φ sʰauʔ=tă̪=lɛ ́ ― cáuɴ=φ/dà=φ sʰauʔ=tɛ ̀
 何=ABS 建てる=vs.RLS=Q ― 学校=ABS/これ=ABS 建てる=vs.RLS 
何を建てたか？ ― 学校を／これを建設した。 
 
b. bɛ=̀φ tw̪á=mă=lɛ ́ ― cáuɴ=φ/hò=φ tw̪á=mɛ ̀
どこ=ABS 行く=vs.IRR=Q ― 学校=ABS/あそこ=ABS 行く=vs.IRR 
どこへ行くの？ ― 学校へ／あそこへ行く。 
(ibid.: 240) 
 
岡野 (2010)によれば、上記 a.では ‘cáuɴ’「学校」に対応する代名詞は ‘dà’「これ」、疑問












(2) a. tù̪「彼／彼女」, bădù̪「誰」等と交替可能 
b. dà「これ」, bà「何」等と交替可能 
c. dì「ここ」, bɛ「̀どこ」等と交替可能 
d. dì=ʔăcʰèiɴ「この時」, bɛ=̀ʔăcʰèiɴ「どのとき；いつ」等と交替可能 
(ibid.: 240) 
 
岡野 (2010: 240)は、(2)の a.を人間名詞、b.を無生物名詞、c.を空間名詞、d.を時間名詞と
呼んでいる。 
 
従って、岡野 (2010)で述べた名詞分類のことを次の表 8 のようにまとめることができる。 
 
表 8 岡野 (2010)によるビルマ語の名詞分類 
名詞 
非位置名詞 位置名詞 

















b) 文語では、口語の単音節語を 2 音節語に、2 音節語を 4 音節語にひきのばす。 
(ibid.: 593) 
 





























































第 4 章では、文語体ビルマ語における指示詞の記述的考察を行う。 
第 5 章では、指示詞の周辺的な用法などについて触れる。 
第 6 章では、日本語との対照を試みる。 
第 7 章は、本論の結論である。 




























































2.1.2. Diessel (2005)の記述 
指示詞について Diessel (2005)は次のように定義している。 
 
Demonstratives serve important pragmatic functions in the communicative interaction between the 
interlocutors. They are primarily used to orient the hearer in the speech situation, focusing his or her 
attention on objects, locations, or persons, but they also serve a variety of other pragmatic functions. 





Diessel (2005: 93)の筆者訳 
 







岡野 (2011: 77)は指示語という用語を用い、ビルマ語の指示語の分類を a.指示詞と b.指示
名詞とにした上、更に後者をⅰ)位置指示名詞、ⅱ)非位置指示名詞とに分け、「ビルマ語の
名詞はその文法的振る舞いから非位置名詞（ [-locational, -animate] ）と位置名詞
（[+locational, -temporal]）の 2 種類に大きく分けられる。非位置名詞は動詞の表す事態の参
加者になる名詞であり、位置名詞は動詞の表す事態の時間的・空間的位置を表す名詞である。
モノ名詞は非場所名詞の一種で、無生物の名詞を指す」としている。ただし、岡野 (2011: 77)



































詞を考える際には、吉田 (2004)の分類に加えて拙論 (2016, 2018)で提案した「文脈参照現場指
示」用法を用いる。 










Language Commission20の出版物や Pe Maung Tin (1953, 1953)、Khin Min (2007)などがある。
以下にそれらの記述を概観するが、Pe Maung Tin (1953, 1953)はほぼ文語体指示詞の記述で
あるため、文語体指示詞を扱う第 4 章の方で述べることにする。 
 
2.4.1. Myanmar Language Commission (1978-1980)によるビルマ語辞典 
以下の表  11 は Myanmar Language Commission (1978-1980)に掲載されている指示詞
（ဟ /hà/や အ  /ʔăyà/などの形式名詞の要素が付加されていない、いわゆる基本形の形式を
含む）を抽出し、解説とともに整理したものである。 




ဒီ/dì/21 ဤ/ʔì/, သည်/t ̪ì̬/と同様。(Vol. 2: ဆ-န) p.172 
သည်/t ̪ì̬/22 近くにあるものを指す語。ဤ/ʔì/, ဒီ/dì/と同様。(Vol. 4:  -ဠ) p.218 
ဤ/ʔì/23 
近い過去や近い未来と近くにある有生物や無生物などを指す語。 
(Vol. 5: အ) p.198 
အ သည်/ʔɛt́ ̪ì̬/24 
示したいことやもの等または示したことやもの等を指す時に使用する
語。(Vol. 5: အ) p.165 
ထ ု /tʰò/25 
① 時間や場所において離れている有生物や無生物を指す語。 
② 有生物や無生物を表す語。(Vol. 2: ဆ-န) p.146 
ယင်ျား/yíɴ/26 
① あるものを再び指す時に使う語。၎င်ျား/lăɡáuɴ/, ထ ု /tʰò/と同様。 
② ထ ု အ  /tʰòʔăyà/, ၎င်ျားအ  /lăɡáuɴʔăyà/と同様。(Vol. 3: ပ-ယ) p.222 
၎င်ျား/lăɡáuɴ/27 
① （前略）ယင်ျား/yíɴ/の代わりに ၎င်ျား/lăɡáuɴ/を用いる。 
② ယင်ျား/yíɴ/と同様。(Vol. 4:  -ဠ) p.155 
ဟ ု /hò/28 
① 指したやや遠くにいる・あること。ထ ု /tʰò/と同様。 
② 過去時にいた・あったことあるいはなったこと。(Vol. 4:  -ဠ) p.243 
 
2.4.2. Myanmar Language Commission (2005)による『ミャンマー文法』 




指示代名詞について、ビルマ語の指示代名詞を、人称代名詞（私, あなた, 彼, 彼女など）、
指示代名詞（コ, ソ, アなど）、疑問代名詞（どこ、なに、だれなど）、数量代名詞（1 人, 2
人, 3 匹, 4 つ, 全部, 幾つ, 少し, 半分など）29という 4 つの代名詞の中に位置付け、「ひとつ
の名詞句を指し示す代名詞」30であると定義されている (ibid.: 46)。 
一方、指示形容詞については、ビルマ語の形容詞をその意味によって 1) 特徴を表す形容
詞（賢い, 良い, 悪い, 甘い, 苦いなど）、2) 指示形容詞（コ, ソ, ア, 何か, 他など）、3) 数
量形容詞（1, 2, 3, 3 つ, 2 つ, 3 つ, 幾つ, 全部, あらゆるなど）、4) 疑問形容詞（いくら, ど
れ, どこ, どの, など）31というふうに 4 つに分類され、指示形容詞は「名詞を指し示しなが
らその名詞を修飾する要素」32であると定義している (ibid.: 58-59)。 
また、指示詞形容詞について、ⅰ) ဤ/ʔì/, သည်/t ̪ì̬/は近くにある何かを指す、ⅱ) ထ ု /tʰò/は遠く
にある何かを指す、ⅲ) ထ ု /tʰò/, ၎င်ျား/lăɡáuɴ/,ယင ်း/yíɴ/, (ဤသ ု ့်မသ /ʔìt ̪ô̬t ̪ɔ̬/́、ထ ု သ ု ့်မသ /tʰòt ̪ô̬t ̪ɔ̬/́)は表
した名詞を指す33、というように 3 つに分けて説明を行っている(ibid.: 168)。 
 
2.4.3. Khin Min (2007)の記述 
Khin Min (2007: 34)は、「ဟ ု /hò/とသည်/t ̪ì̬/を昔はထ ု /tʰò/、ဤ/ʔì/として使っていた。今も文語
として使われている。口語の方はすでにဟ ု /hò/、ဒီ/dì/となっている。話し手から遠いものを
ထ ု /tʰò/(ဟ ု /hò/)で示し、近い所をဤ/ʔì/(ဒီ/dì/)で示すということは一般に知られていることで
ある」34と述べている。つまり、現代ビルマ語の指示詞は現場指示の場合、ဒီ/dì/とဤ/ʔì/はそ
れぞれ口語と文語の近称であり、ဟ ု /hò/とထ ု /tʰò/はそれぞれ遠称であるということである。 
 
2.4.1~2.4.3 で紹介した文献のうち、Myanmar Language Commission (2005)は、指示詞の分
類を行っているが、記述の方はほぼ Myanmar Language Commission (1978-1980)の内容を受け
ているため、以下では、主に Myanmar Language Commission (1978-1980)で概観された指示詞
表 11 を活かし、その性質を表 12 にまとめる。Myanmar Language Commission (1978-1980)
の記述で、近くないとされているものは遠称とみなす。 
なお、Myanmar Language Commission (1978-1980)では、အ ဒီ/ʔɛd́ì/が見出し語として掲載さ
れていないが、これはビルマ語の歴史的な事情により正書法上 ဒီ/dì/を သည်/t ̪ì̬/と書くのが正
しいとされているためで、意味的に ဒီ/dì/と သည်/t ̪ì̬/は全く同じである。同様に အ ဒီ/ʔɛd́ì/と
အ သည်/ʔɛt́ ̪ì̬/も意味的に同じである。 
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表 12 ビルマ語辞典での指示詞とその分析 
指示詞（見出し語） 口語体 文語体 現場指示 文脈指示 
近称 遠称 照応 
ဒီ/dì/ ○ × ○ × ○ 
သည်/t ̪ì̬/ × ○ ○ × ○ 
ဤ/ʔì/ × ○ ○ × ○ 
အ ဒီ/ʔɛd́ì/ ○ × ○ ○ 
အ သည်/ʔɛt̬̪́ì/ × ○ ○ ○ 
ထ ု /tʰò/ × ○ × ○ ○ 
ယင်ျား/yíɴ/ × ○ × ○ ○ 
၎င်ျား/lăɡáuɴ/ × ○ × ○ ○ 
ဟ ု /hò/ ○ × × ○ ○ 
 










日本語で書かれたビルマ語の指示詞に関する主な先行研究として、藪 (1992)、岡野 (2008, 
2011)の記述がある。しかし、藪 (1992)は大辞典の記述であり、ビルマ語の指示詞について
詳細に記述されている研究としては岡野 (2008, 2011)が唯一と言ってよい。この 2 つ以外に
も大野 (1983)や澤田 (1999, 2012)、加藤 (2015)などいくつかの記述はあるが、入門書など学
習の観点を中心に書かれているものもあり、辞書的な記述にとどまっている。日本語以外の








にあるもの (hɔd́ì, hɔh́ò)を指し示すはたらきをするというように、dì と hò の機能が拡大され
る36」と述べ、ʔɛd́ì とʔɛh́òはそれぞれ dì と hòの拡張形であると考えている。 
表 13 藪 (1992: 582r)によるビルマ語の指示代名詞 
 〈#+〉37 〈ʔɛ+́〉 〈hɔ+́〉 
近称 dì ʔɛ-́dì hɔ-́dì 
遠称 hò ʔɛ-́hò hɔ-́hò 
 
岡野 (2008, 2011)の記述 




表 14 岡野 (2011: 77)による指示語（基本形）の体系 
 近称 遠称 不定称 
指示詞 ဒီ- /dì=/ ဟ ု - /hò=/ ဘယ်- /bɛ=̀/ 
位置指示代名詞 ဒီ /dì/ ဟ ု /hò/ ဘယ် /bɛ/̀ 
非位置 
指示代名詞 
複合形 ဒီဟ  /dì=hà/ ဟ ု ဟ  /hò=hà/ ဘယ်ဟ  /bɛ=̀hà/ 
融合形 ဒါ /dà/ ဟဝါ /hăwà/ ဘ  /bà/ 
 
大野 (1983)の記述 







澤田 (1999: 8)はビルマ語の指示詞を以下のように分類している。 
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表 15 澤田 (1999: 8)による指示名詞の分類 
 指示 
疑問 





hòhà「あれ」 bɛh̀à「どれ」, bɛ「̀何」 
場所 dì「ここ」 ʔɛd́ì「そこ」 hò「あそこ」 bɛ「̀どこ」 
名詞修飾形 ʔɛd́ì-N「この N」 ʔɛd́ì-N「その N」 hò-N「あの N」 bɛ-̀N「どの N」, bà-N「何の N」 
 
澤田 (1999: 8)はものの指示名詞について、dà とʔɛd́àはそれぞれ dì+hà, ʔɛd́ì+hà が融合し









口語体と文語体の対応については澤田 (2012)の記述がある。澤田 (2012: 16)は指示詞を指




加藤 (2015: 37)は「ビルマ語の指示詞には、日本語の『コ・ソ・ア』の区別に似た 3 つの
系列がある」とし、次のような定義をしている。 
 
dì 「この」 自分の領域内にあるものを指す 
ʔɛd́ì 「その」 話し相手の領域内にあるものを指す 




Okell (1969)は dì と hò はいわゆる指示詞、dà と hăwà はそれぞれ dì と hò が派生した形で




Okell and Allott (2001) 
Okell and Allott (2001)は、dì を“this, that N, this place, here”とし、ʔɛd́ì, ʔɛd́à, ʔɛ ́hò などを“more 
emphatic than simple ဒီ၊ ဒါ၊ ဟ ု ”としている。また、hò を“that N; that place, there”として“usually 
at a distance from both speaker and listener”と記述されている。Okell and Allott (2001)では、文
語体指示詞についての記述もあるが、文語体についてはその都度言及することにする。 
 
Wheatley (1982)及び Myint Soe (1999)の記述 
Wheatley (1982: 101-102)39と Myint Soe (1999: 44-45)40は、dì を近称、hò を遠称と記述して
いる。 
 
Jenny and San San Hnin Tun (2016)の記述 
Jenny and San San Hnin Tun (2016: 144)によれば、dì は発話現場における話し手と聞き手の
近くにある人間や事物を直接指す。対象が話し手と聞き手の間にあって両者の近くにある








更に、Jenny and San San Hnin Tun (2016)は、口語体ビルマ語の指示詞の体系について、以
下のように述べている。 
 
Colloquial Burmese has a three-way system of demonstratives, indicating different degrees of remoteness, 
relevance to the speech situation, and specificity. The demonstratives are always attached to nouns or other elements 
and do not occur on their own. They occur as prenominal modifiers in noun phrases, or with postposed case markers 
or similar elements in adverbial phrases. 









立場（Okell 1969; Wheatley 1982; 藪 1992; Myint Soe 1999; 岡野 2008, 2011）もあれば、近称・
中称・遠称という 3 項対立と考える立場（澤田 1999; 澤田 2012; 加藤 2015）もある42。ま
た、Jenny and San San Hnin Tun (2016)のような、遠近性、発話状況との関連性、特定性とい
う 3 通りの体系を持っていると考える立場もある。 
表 16 ビルマ語以外の言語で書かれた先行記述の整理 
 dì hò ʔɛd́ì ʔɛh́ò 
Wheatley (1982); 
Myint Soe (1999) 
近称 遠称   
Okell (1969); 
Okell and Allott (2001); 






澤田 (1999); 加藤 (2015) 近称 遠称 中称  
澤田 (2012) 近称 遠称 照応  
Jenny and San San Hnin Tun (2016) 遠近性、発話状況との関連性、特定性  
 
いずれにしても以上で紹介した文献のうち、藪 (1992: 582-583)と岡野 (2008, 2011)の記述
以外は、学習の観点を中心に書かれているもの（大野 1983; 加藤 2015; 澤田 1999, 2012 な
ど）や、単なる分類にとどまっているもの（Okell 1969; Jenny and San San Hnin Tun 2016 な




口語体の指示詞には ဒီ /dì/、အ ဒီ /ʔɛd́ì/、ဟ ု /hò/とそれぞれの指示詞に形式名詞ဟ  /hà/が複
合した ဒီဟ  /dìhà/、အ ဒီဟ  /ʔɛd́ìhà/、ဟ ု ဟ  /hòhà/という形式と更に音声的に融合した ဒါ /dà/、
အ ဒါ /ʔɛd́à/、ဟဝါ /hăwà/あるいはဟဝ   /hăhwà/(以下、ဟဝါ /hăwà/)という形式があり、本論で
は、それらの形式についての記述を行う。ဒီ /dì/, ဒီဟ  /dìhà/, ဒါ /dà/(dì 系)は話し手に近い対
象を指す場合に用いるものであり、「近称」と呼ぶ。ဟ ု /hò/, ဟ ု ဟ  /hòhà/, ဟဝါ /hăwà/(hò 系)
とအ ဒီ /ʔɛd́ì/, အ ဒီဟ  /ʔɛd́ìhà/, အ ဒါ /ʔɛd́à/(ʔɛd́ì 系)はそれぞれ話し手から離れているあるいは
離れていく対象を指す場合に用いるので「遠称」と呼ぶことにする。この 2 系は近称と排他
の関係にあるという点で「非近称」と呼ぶ方がふさわしいかもしれないが、本稿では記述上
の混乱を避けるため、「非近称」は採用しない。第 3 章以降でみるように、ʔɛd́ì 系は使用場
面によっては hò 系とニュアンスが異なる場合や、ʔɛd́ì 系を hò 系とは単純に入れ替えられな








基本形 ဒီ /dì/ ဟ ု /hò/ အ ဒီ /ʔɛd́ì/ 
複合形 ဒီဟ  /dìhà/ ဟ ု ဟ  /hòhà/ အ ဒီဟ  /ʔɛd́ìhà/ 




(3) (a) dì-kò̬ là-p̬à-Ø. 
 here-ALL come-PLT-vs.IMP 
ここへ来てください。 
 
(b) dìhà pé-p̬à-Ø. / dà pé-p̬à-Ø. 




(4) (a) hò-kò̬ t̪wá-p̬à-Ø. 
 there1-ALL go-PLT-vs.IMP 
（あ）そこへ行ってください。 
 
(b) hòhà pé-p̬à-Ø. / hăwà pé-p̬à-Ø. 




(5) (a) ʔɛd́ì-kò̬ t̪wá-p̬à-Ø. 
 there2-ALL go-PLT 
(あ)そこへ行ってください。 
 
(b) ʔɛd́ìhà pé-p̬à-Ø. / ʔɛd́à pé-p̬à-Ø. 






がだんだん多くなってきているということを指し、(7)の Ɂɛd́ì はゆうべ寝たところを指す。 
 
(6) bwɛŷâ-tw̬è pyìɴnyàdaʔ-twè-k̬â tăpʰyébyé myá+là+nè-p̬ì. nàuɴ sʰò-yìɴ 
graduate-PL educated person-PL-NOM gradually many+come+stay-vs.INC future say-COND 
hmò-lò pauʔ-tɔ-̂mɛ.̀ dì já-t ̬ʰ ɛ-́hmà kò-k̬â mă-tʰújùɴ-yìɴ 







(7) mănê-nyâ-k̬âdɔ ̂ ʔăhyê-bɛʔ-káɴ-k̬â cauʔ-ɡù tă-kʰù-t ̬ʰ ɛ-́hmà ʔeiʔ-tɛ.̀ 
last-night-CNTR east-side-beach-ABL rock-cave one-CLF-inside-LOC sleep-vs.RLS 
ʔɛd́ì-k̬â lè-lɛ ́ te̪iʔ mă-taiʔ-pʰú cʰìɴ-kaiʔ-lɛ ́ tɛ̪ʔtà̪-tɛ̬.̀ 
there-ABL wind-DIS.also very not-blow-vs.NEG mosquito-bite-DIS.also better-vs.RLS 
ゆうべは東の海岸の岩穴で寝た。あそこは風もあまり吹かねえ。蚊に刺されるのもまし
だった。 




表 18 文語体の指示詞 
指示詞   
ဤ/ʔì/ 現場 近称 
文脈 あり 
ထ ု /tʰò/ 現場 遠称（遠称①／遠称②） 
文脈 あり 










(8) ʔì-tw̬ìɴ ʔăkʰáɴʔăná písʰóuɴ-c̬áuɴ cènyà-ʔaʔ-pà-t ̪ì̬. 
here-LOC ceremony finish-fact announce-AUX-PLT-vs.RLS 
これをもちまして閉会させていただきます。 
 
(9) yănê-yăkʰû pyû-ʔaʔ-tɔ̪ ́ ʔì káuɴ-hmû ʔăsûzû… 








(10) […]tʰò-hmà-ká hywɛɡ̀ùjí tʰò ʔăní-ká ta̪ʔbănyû[…] 
[…]there2-LOC-DIS.csubj NAME.temple that2.DET near-DIS.csubj NAME.temple[…] 
（前略）そちらにはシュエグージー、その近くにはタッビンニュ（後略）。 








のʔì は前述の「上品に食べる」ことを指し、(12)の tʰò は「インドにいるタキン・テインペ
ーから届けられた密書」を指す。(13)の yíɴ と(14)の lăɡáuɴ はそれぞれ、前に述べた和平交
渉協議と、青くて透き通った海底の珊瑚礁や魚など自然の美しさで有名なボッ島を指す。 
 
(11) tʰămíɴ sá-hlyìɴ ʔătà̪ɴ myì-ʔàuɴ mă-sá-yâ-Ø. yìɴyìɴcéjé sá-yâ-t ̪ì̬. 
rice eat-COND sound sound-PURP not-eat-AUX-vs.NEG-vs.IMP politely eat-AUX-vs.RLS 
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ʔì-t ̪ô̬ pyûmù-c̬ʰíɴ-t ̪ì̬ kòʔămùʔăyà yìɴcé-c̬ʰíɴ pʰyiʔ-tì̪. 
this.DET-as do-NMLZ-DIS attitude polite-NMLZ COP-vs.RLS 
ご飯を食べる時、音をたてて食べてはいけない。上品に食べるのだ。このようにするの
が丁寧な態度である。 
Grade-3, Lesson-15, p.25 
 
(12) […]tʰò sà-hmà 1944-kʰûhniʔ zùɴlâ-kòuɴ zùlaìɴlâ-s̬ʰáɴ-lauʔ-hmà yauʔ+là-t ̪ì̬. 




その手紙は 1944 年の 6 月下旬か 7 月上旬かに届いてきた。 
Kyaymon: 2016/04/01, p.6 
 
(13) […]yíɴ sʰwénwébwé-myá tâɴ+tw̪á-k̬ʰ ɛ-̂t ̪ì̬. 




Myanmar Time: 2015/12/31-2016/01/06, p.50 
 
(14) […]pyìdwíɴ síbwáyé-louʔŋáɴ-hyìɴ-myá-kâ̬-lɛ ́ lăɡáuɴ cúɴ-tw̬ìɴ hòtɛ-̀myá 
[…]domestic economy-business-owner-PL-NOM-DIS.also that.DET island-LOC hotel-PL 
tìsʰauʔ-nàiɴ-yàɴ seiʔwìɴzá-hmû myá+là-c̬áuɴ tî̪-yâ-t ̪ì̬. 



















としては ဒီ /dì/, အ ဒီ /ʔɛd́ì/, ဟ ု /hò/がある。指示代名詞は、更に位置指示代名詞の ဒီ /dì/, အ ဒီ 
/ʔɛd́ì/, ဟ ု /hò/と非位置指示代名詞の ဒါ /dà/, ဒီဟ  /dìhà/, အ ဒါ /ʔɛd́à/, အ ဒီဟ  /ʔɛd́ìhà/, ဟ ု ဟ  
/hòhà/(ဟဝါ/hăwà/)に分けられる。指示代名詞の dìhà, ʔɛd́ìhà, hòhà は指示限定詞と形式名詞
ဟ /hà/が複合した形式であり、「これ(＝この+もの)、それ(＝その+もの)、あれ(＝あの+も














指示限定詞 dì + N 
「この」 
ʔɛd́ì + N 
「その」 






dì + CM 
「ここ」 
ʔɛd́ì + CM 
「そこ」 




dà/ dìhà (+CM) 
「これ」 
ʔɛd́à/ ʔɛd́ìhà (+CM) 
「それ」 









会話文のせりふなどは“ ”で示し、日本語訳には「 」で示す。 
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3.2.1. dì/ dà 
dì/ dà は指示対象が話し手に近いと感じられる時に使われる。本論で紹介した全ての先行
記述・研究でも dì/ dà が話し手に近い対象を指す近称であるとしている。 
 
(15) ʔíɴ ʔăɡû-tɔ̬ ̂ t̪û-kʰămyà t̪è-hyà-pì̬. dì ʔeìɴ là-tó̬uɴɡâ ŋà-nɛ ̂
well now-CNTR [3].OBL-DIM die-AUX-vs.INC this.DET house come-when [1]-COM 
ʔătùdù hɔ-́hò ná-hmà tʰàiɴ-p̬í zăɡá-tw̬è pyɔ-́laiʔ-câ-t̬à. 





(16) dà-pɔ.̂ dì nèyà-hmà là-p̬í hnă-yɛʔ lóuɴlóuɴ mê+nè-tà̬ 
this-FP this.DET place-LOC come-SEQ two-CLF completely forget+stay-nc.RLS 
kàɴ+káuɴ46-tà̬-pɔ ̂ hò cauʔsʰàuɴ-já-hmà-t ̪à̬ lɛ+́nè-yìɴ yè-t ̬ʰ ɛ ́





(MTT1995: 120), (MDM1983: 110)一部改変 
 
(15)(16)は指示限定詞 dì を用いた例であり、発話時における話し手の存在している場所を





(17) “dì dá-c̬í-k̬ò bɛ-̀k̬â pyàɴ+twê+là-tà̬-lɛ ́ hìɴ.” 
this.DET knife-AUG-ACC where-ABL return+find+come-nc.RLS-Q INTERJ 
{yɛḿyîɴ-k̬â dá-k̬ò sʰâ-cî-ywê yáɴ-yíɴ mé-t ̪ì̬.} 
NAME.person-NOM knife-ACC scrutinize-test-SEQ wave-while ask-vs.RLS 
「ねえ、この刀、どこで見つけたんだ？」 
矯めつ眇めつ刀を振りながら、イェミンが尋ねた。 






(18) “cănɔ-̀tô̬-hmà dà hyî-p̬à-tɛ̬ ̀ ʔúlé-yâ.” 
[1m]-PL-LOC this exist-PLT-vs.RLS uncle-FP 
{yɛḿyîɴ-k̬â hɛʔ-kʰănɛ ́ tă-cʰɛʔ yì-p̬í báuɴbì-ʔeiʔ-tʰɛ-́hmâ 
NAME.person-NOM laugh-ONM one-CLF laugh-SEQ trousers-pocket-inside-ABL 




(MTT1995: 49), (MDM1983: 36) 
 
(19) {tà̪ɴjáuɴ-k̬â ti̪ʔywɛʔ-cʰauʔ-pʰyîɴ tʰouʔ+tʰá-t ̪î̬ ʔătʰouʔ tă-tʰouʔ-kò hláɴ+pé-t ̪ì̬.} 
NAME.person-NOM leaf-dry-INS wrap+put-nc.RLS parcel one-CLF-ACC step+give-vs.RLS 
“dà-kâ̬ bà-lɛ.́” 
this-NOM what-Q 
“sʰá-ʔăpʰyiʔ tó̪uɴ-p̬ʰô-lè wăyòuɴ-pyà.” 



















(20)は店員 A が現場にいる人全員（B, C, D）に対して話している場面であり、(21)は A と B
が話している場面である。(20)と(21)からも分かるように、A は自分の近くや発話の場所で




A: ʔăyouʔ-twè ʔăyouʔ-twè. dà-tw̬è sʰò ʔă-háuɴ, 
doll-PL doll-PL this-PL say NMLZ-old, 
dì-hmà dà-tw̬è sʰò ʔă-ti̪ʔ 





A: dà ŋà ʔùɴláiɴ-hmà yáuɴ+nè-tɛ̬ ̀
















A: ʔé mă-houʔ-pʰú dì-hmà-lɛ ́ là+wɛ-̀lô yâ-tɛ̬ ̀
INTERJ not-right-vs.NEG here-LOC-DIS.also come+buy-because get-vs.RLS 
dàbèmɛ ̂ ʔùɴláiɴ-hmà-lɛ ́ yâ-tɛ̬ ̀





このような物理的距離が近いと感じられる場合の dì/ dà を近称と呼び、近称の dì/ dà は常に












(22) “ʔăkò ʔɛd́ì tʰămèiɴ-sà̬-lé cămâ yù-mɛ-̀nɔ.̀” 
brother that2.DET htamein-fabric-DIM [1f] take-vs.IRR-FP 
{kòtʰwé-kâ̬ seiʔnyiʔlɛʔnyiʔ pyɔ-́mî-t ̪ɔ̬l̀ɛ ́ méiɴmâ-kâ̬ wèhmyâ-p̬í 
NAME.person-NOM unhappily say-AUX-although wife-NOM share-SEQ 
mă-kʰàɴzá-p̬è-Ø. tʰămèiɴ-kò̬ măsʰìmăsʰàiɴ sʰwɛ+́yù-t ̪ì̬.} 








(23) {pètó ʔáyâwáɴt̪à t̪àɴ-jeiʔ-hnîɴ lé-ŋá-hláɴ ʔă-kwà-k̬â lɛʔsʰîɴkáɴ+yù-yàɴ 
NAME.person happily iron-hook-INS four-five-step NMLZ-far-ABL hand.over+take-PURP 
lɛʔ ʔă-hláɴ} 
hand NMLZ-step 
“ʔɛd́ì páɴ-c̬ʰeíɴ-k̬ʰălé-k̬ò tù̪-nɛ-̂ʔătù yɔ+́tă̪jò+pé-p̬à-Ø.” 














(24) {yà-bɛʔ bé-hmâ ʔăkʰáɴ-kò̬ hnyúɴ-ywê} 
right-direction side-ABL room-ALL point-SEQ 
“ʔɛd́ì-hmà nyâ-nyâ bìdìyò pyâ-tɛ̬-̀lè.” 
there2-LOC night-night video show-vs.RLS-FP 
右側の部屋を指して．．． 
「あそこで毎晩ビデオを上映するの」 
(KMT2004: 14), (MDM1998: 35) 
 
(25) {tù̪-k̬â dá-t ̪w̬á-k̬ò lɛʔ-nɛ ̂ puʔ+sáɴ-yíɴ dăzòuɴtăkʰû 
[3]-NOM knife-blade-ACC hand-COM rub+test-while something 
càɴsì+nè-pòuɴ+yâ-tɛ̬.̀ nauʔ cămâ ʔăkʰáɴ-t ̬ʰ è-k̬ò myɛʔsî+ɡăzá-yíɴ} 
intend+stay-figure+get-vs.RLS then [1f] room-inside-ALL eye+play-while 
“ʔɛd́ì sàywɛʔ-twè-k̬â bà-tw̬è-lɛ”́{-tɛ̬}̂ 










(26) {dì méiɴmâ myàɴ-myàɴ seiʔ+pyɛʔ-yìɴ myàɴ-myàɴ 
this.DET woman quick-RDPL mind+destroy-COND quick-RDPL 
pyàɴ-hmà-p̬ɛ-́hû hyɛʔ́úzwà tă̪yɛʔpìɴ-k̬ò twê-lè-yà} 
return-nc.IRR-FOC-QUOT fast NAME.tree-ACC see-FP-place 
“ʔɛd́à tă̪yɛʔpìɴ kʰɔ-̀tɛ̬”̀ 




Po Kya ‘ရ ု ဇီခင်တင့် ်ထ ျား’「ロージーキンティントゥン」より 
 
(27) hê tà̪ɴjáuɴ ʔɛd́à bà-lɛ.́ 
INTERJ NAME.person that2 what-Q 
おいタンジャウン、あれは何だ？ 
(MTT1995: 122), (MDM1983: 112) 
 
(26)は庭を案内する場面の例であり、話し手はそれ以前に言及したことのないマンゴーの
木をʔɛd́à を用いて指しており、(27)のʔɛd́à は、突然耳に入ってきた何らかの音を指している。 
 
次の(28)はアンティーク雑貨屋での自然会話で、店員 A が C の質問に対応する場面であ
る。この時、A は B と D に違う話題について話しており、C は一人で店内を回りながら突
然、近くにある珍しいものを指して話しかけたのである。A はその指示対象の珍しいものが
自分から少し離れている場所にあるため、ʔɛd́à を用いて C の話に対応する。A は実際に物
理的に離れている場所にある珍しいものを指している。この珍しいものとは一度 C が指し






C: dì ʔouʔsà-lé-kâ̬ tʰúzáɴ-tɛ̬.̀ 




A: ʔíɴ, ʔɔ,̀ ʔɛd́à mă-houʔ-pʰú ʔɛd̂à ŋá pʰáɴ-tɛ̬-̂hà 
INTERJ, ADM, that2 not-right-vs.NEG that2.OBL fish catch-attr.RLS-FN 
うん、あ、それ違います。それは釣り具。 
（中略） 
ŋá pʰáɴ-tà̬-lè dàbèmɛ ̂ dì-hmà tù̪-k̬â mílóuɴ taʔ-pí ʔă-hlâ louʔ-tà 







3.2.3. hò/ hòhà (ʔɛh́ò) 
指示対象が会話参加者の視界内にあり、かつ話し手の手の届かないところにある場合、hò/ 
hòhà が用いられる。なお、ʔɛh́ò の表現は hò とほぼ同様である。ただし、岡野 (2011: 83)は




(29) “houʔ-tɛ ̀ ʔúlé cúɴ yauʔ-tɔ-̂mɛ.̀ hò-hmà hò-hmà” 
right-vs.RLS uncle island arrive-nearly-vs.IRR there1-LOC there1-LOC 
{yɛḿyîɴ-k̬â hláɴ+ʔɔ-̀t ̪ă̬pʰyîɴ kònàɴdà hláɴ+cî-laiʔ-tì̪.} 
NAME.person-NOM step+call-CAUS NAME.person step+look-AUX-vs.RLS 
「ほんとだ、小父さん。島に着くぞ。ほら、あそこ、あそこ。」 
イエミンが叫んだので、ナンダーは目を凝らして見た。 
(MTT1995: 90), (MDM1983: 79) 
 
(30) “hò-hmà hò-hmà myìɴ-yɛ-̂lá.” 
there1-LOC there1-LOC see-AUX-Q 
{tà̪ɴjáuɴ-k̬â lèdà̪ɴ-pʰyîɴ pyɔ-́t ̪ì̬. kònàɴdà tà̪ɴjáuɴ pyâ-yà-t ̪ô̬ cî-laiʔ-tì̪.} 










(31) “kòtà̪ɴjáuɴ hò-hmà hò-hmà pɔ+̀là-p̬ì. pé-Ø cănɔ ̀ pyiʔ-mɛ.̀” 
NAME.person there1-LOC there1-LOC float+come-vs.INC give-vs.IMP [1m] shoot-vs.RLS 
{yɛḿyîɴ-k̬â myú+nè-t ̪ɔ̬ ́ ŋămáɴ-kò̬ pyâ-t ̪ì̬.} 




(MTT1995: 209), (MDM1983: 198)一部改変 
 
(32) “ŋà-k̬â hò cauʔsʰàuɴ-já-t ̬ʰ ɛ-̀hmà lɛ+́nè-tà̬-kwâ.” 
[1]-NOM that1.DET rock mass-interval-inside-LOC topple+stay-nc.RLS-FP.M 
{kònàɴdà-k̬â pìɴlɛ-̀hláiɴ-tô̬ tăwóuɴwóuɴ yaiʔ+nè-tɔ̪ ́ cauʔsʰàuɴ-k̬ò 














A: hò-hmà hòhà-kâ̬-câdɔ ̂ hò-hmà siʔbăyìɴ hòhà paʔtălá48. 










近により、ʔɛd́ì や dì を用いることもできる。 
 
(34) dàpʰyîɴ-byà ʔɛh́ò couʔ saùɴ-c̬í-k̬ò yù+t ̪w̬á-Ø. 




(35) wúɴjí-k̬â mă-hyî-p̬à-p̬ʰú-kʰămyâ mă-hyî-p̬à-p̬ʰú. 
minister-NOM not-exist-PLT-vs.NEG-PLT.M not-exist-PLT-vs.NEG 
ʔăsíʔăwé tă-kʰû-t ̬ʰ ɛ ́ yauʔ+nè-p̬à-tɛ̬-̀byâ 
meeting one-CLF-inside arrive+stay-PLT-vs.RLS-PLT.M 




https://www.rfa.org/burmese/program_2/students-march-what-what-02062015134606.html (2018/7/7 取得) 
 
3.2.4. hòの交替可能性 
本小節では、hò の代替可能性についての考察を行う。(36)~(38)は hò との交替が不可能な
例であり、(39)~(41)は hò との交替が可能な例である。 
 
近称の例 





(37) （(3) (b)‐再掲） 





(38) dìhà (/dà) cănɔ ̂ tá̪-p̬à. 







(39) hò/ ʔɛd́ì-kò̬ tw̪á-p̬à-Ø. 
there1/ there2-ALL go-PLT-vs.IMP 
(あ)そこへ行ってください。 
 
(40) hòhà/ ʔɛd́ìhà pé-p̬à-Ø. 
that1/ that2 give-PLT-vs.IMP 
それを下さい。/ あれを下さい。 
 
(41) hòhà/ ʔɛd́ìhà cănɔ ̂ tá̪-p̬à. 






(39)のʔɛd́ì は hò と同様に話し手からも聞き手からも近くない場所を、何の前提もなしに指
示できると言える。(40)は見える範囲内のものを指す場合に hò とʔɛd́ì が交替できる例であ
り、話し手がやや離れているところにいる聞き手の近くにあるものを要求する場面である。
(41)は話し手から離れているところにいる人を直接指す場合に hò とʔɛd́ì が交替できる例で
あり、父親が隣にいる友人にやや離れているところにいる息子のほうを指して言う場面で
ある。(39)~(41)の hò とʔɛd́ì はいずれも同一の対象を指すことができる。 
 








する、という 2 項対立の立場を取る。用例を考察した結果、dì/ dà は話し手に近い対象を指





ように「コレ・ソレ・アレは triplet ではなくて、double binary である」という考え方もある。
東南アジアの言語においても、クメール語では 2 段階と考える学者もいれば、3 段階と考え
る立場もあり(上田 2009)、ラオ語も 3 つに分類しているのがみられる(鈴木 2002)。ベトナ
ム語は近称・中称・遠称という中称を認めて 3 つに分けているようである(安達 2009)。2 項
対立と、3 項対立のどちらが優勢とは言えない。 
ビルマ語の場合、上述の通り学者によって 2 区分と考える立場(藪 1992; 岡野 2008, 2011
など)と、3 区分と考える立場(大野 1983; 澤田 1999; 加藤 2015 など)とがある。ただ口語体
の指示詞に 3 形式あるといっても、上記の考察からは 3 項対立を積極的に支持する根拠は
みられなかった。また 2 項対立というのはほとんどのネイテイブの直観とも合致している。










章文脈」とする。「文章文脈」については文語体の指示詞を扱う第 4 章で述べる。 
ビルマ語については、岡野 (2011: 79)は「近称には前方照応と後方照応とがあり、遠称に
は前方照応がある。ただし、遠称の前方照応は『発話時の文脈において活性化されていない』
という特徴がある」と述べている。なお岡野 (2011)はʔɛd́ì/ ʔɛd́à を dì/ dà の拡張形としてい










3.3.1.1. dì/ dà 
dì/ dà は単に、先行文脈内に現れる事物や事柄を指す場合に用いられる。 
 
(42) （(6)‐再掲） 
bwɛŷâ-tw̬è pyìɴnyàdaʔ-twè-k̬â tăpʰyébyé myá+là+nè-p̬ì. nàuɴ sʰò-yìɴ 
graduate-PL educated person-PL-NOM gradually many+come+stay-vs.INC future say-COND 
hmò-lò pauʔ-tɔ-̂mɛ.̀ dì já-t ̬ʰ ɛ-́hmà kò-k̬â mă-tʰújùɴ-yìɴ 







(43) ...híɴ cʰò-p̬ʰôʔătwɛʔ băzùɴ-c̬ʰauʔ ŋăpî-nɛ ̂ ŋàɴbyàyè-k̬ò tó̪uɴ-c̬â-tɛ̬.̀ 
...cuisine sweet-sake shrimp-dry fish.paste-COM sauce-ACC use-mutual-vs.RLS 
ʔănyà-k̬â lù-tw̬è-ʔăpʰô dì tó̪uɴ-myó-k̬â míbòjàuɴ-tó̪uɴ 
upper.Myanmar-ABL man-PL-sake this.DET three-kind-NOM kitchen-use 






(44) hmyauʔ+pé-yâ-hmà-pɔ-̂kwâ. dà ʔămyód̪áyé. 




(45) míɴ-k̬ò káuɴ-pê sʰò-tɛ̬ ̂ cáuɴ-hmà tʰá-tɛ̬.̀ dàhà pʰèpʰè-tô̬ 
[2]-ACC good-EMPH say-attr.RLS school-LOC put-vs.RLS this father-PL 
paiʔsʰàɴ pɔ-́lúɴ-lô mă-houʔ-pʰú. 





(42)と(43)は指示限定詞 dì の前方照応であり、(44)と(45)は指示代名詞 dà の前方照応であ









(46) ʔé mă-taʔnáiɴ-p̬ʰú-tw̬è bà-tw̬è louʔ+mă-nè-nɛ ̂ míɴ tàwùɴ-p̬ɛ ́
INTERJ not-able-vs.RLS-PL what-PL do+not-stay-vs.IMP [2m] responsibility-FOC 
míɴ paiʔsʰàɴ-t ̬ʰ ɛ-́k̬â pyaʔ-yâ-lêiɴ-mɛ.̀ dà-p̬ɛ.́ 
[2m] money-inside-LOC cut-AUX-will-vs.RLS this-FOC 
ん？できないのなんのとほざくな。お前の責任じゃ。お前の金からさっ引くぞ。それだ
けだ。 
(MTT1995: 84), (MDM1983: 73) 
 
(47) kɛ ́ … kʰălé-tô̬-yè pòuɴbyìɴ-lé-k̬âdɔ ̂ dà-p̬à-p̬ɛ-́kwɛ.̀ 




3.3.1.2. ʔɛd́ì/ ʔɛd́à 




mănê-nyâ-k̬âdɔ ̂ ʔăhyê-bɛʔ-káɴ-k̬â cauʔ-ɡù tă-kʰù-t ̬ʰ ɛ-́hmà ʔeiʔ-tɛ.̀ 
last-night-CNTR east-side-beach-ABL rock-cave one-CLF-inside-LOC sleep-vs.RLS 
ʔɛd́ì-k̬â lè-lɛ ́ te̪iʔ mă-taiʔ-pʰú cʰìɴ-kaiʔ-lɛ ́ tɛ̪ʔtà̪-tɛ̬.̀ 




(MTT1995: 120), (MDM1983: 110) 
 
(49) ɡûnâ pyɔ+́t ̪w̬á-tɛ̬ ̂ ʔăyécí-tɛ̬ ̀ sʰò-tɛ̬ ̂ ʔăcʰɛʔ-kò hmaʔmî-tɛ̬-̀nɔ.̀ 
a.moment.ago say+go-attr.RLS important-vs.RLS say-attr.RLS fact-ACC remember-vs.RLS-FP 
ʔɛd́ì ʔăcʰɛʔ-kò tè̪cʰà laiʔnà-yâ-mɛ.̀ 





のʔɛd́ì は前に述べた大切な点を指す。(48)の例は dì と交替することができない。なぜなら
ば、発話時における発話者の位置が関与しているからである。文脈内に現れるゆうべ寝た場
所はあくまでも前述の文脈であり、発話時には話し手・聞き手の視界内の対象ではない。(49)
のʔɛd́ì は dì と交替できる。交替によって大きな意味の違いは生じないが、前に述べたこと
を更に展開する場合にはʔɛd́ì の方が用いられる傾向がある。 
 
(50) tù̪dăbá-kò̬ seiʔsʰíɴyɛ-́s̬è-yìɴ ʔɛd́à-nɛ ̂ nyìhmyâ-tɛ̬ ̂ seiʔsʰíɴyɛ-́hmû-myó 
others-ACC miserable-CAUS-COND that2-COM equal-attr.RLS miserable-NMLZ-kind 
kô-sʰì pyàɴ+yâ-s̬è-tɛ̬ ̀ sʰò-tà̬-lɛ ́ ŋɛŋ̀ɛ-̀k̬ădɛɡ́à 
myself.OBL-place return+get-CAUS-vs.RLS say-nc.RLS-DIS.also young-since 
swɛ+́là-k̬ʰɛ-̂tɛ̬ ̂ ʔăswɛ ́ tă-kʰû-p̬ɛ.́ 
believe+come-AUX-attr.RLS belief one-CLF-FOC 
他人を惨めにさせたら、それに等しい惨めさが自分の元に戻ってくるってことも、子供
の時から肝に銘じてきたモットーの一つよ。 
(KMT2004: 51), (MDM1998: 85) 
 
(51) pídɔ ̂ ʔămê seiʔ-tʰɛ ́ tì̪ɴkàyănâɴ mă-kíɴ-tà̬ tă-kʰû hyî-t ̪é̬-tɛ̬.̀ 
then mother.OBL mind-inside suspicion not-free-nc.RLS one-CLF exist-still-vs.RLS 
ʔɛd́à-k̬â ʔămè-tô̬ sá+nè-tɛ̬ ̂ sʰì-p̬à. 







(52) dăɡɛ ̂ pyaʔtă̪nà-k̬â ŋwè. houʔ-tɛ.̀ ŋwè. tû̪-yɛ ̂ sáwuʔnèyé-ʔăpyìɴ cáɴmàyé-nɛ ̂
real.OBL problem-NOM money right-vs.RLS money [3].OBL-GEN livelihood-besides health-COM 
pyìɴnyàyé ʔɛd́à-tw̬è-ʔătwɛʔ kòuɴcâ-mɛ ̂ ŋwè ʔɛd́ì ŋwè-k̬ò bɛd̀ù̪ pé-mă-lɛ ́







3.3.1.3. hò/ hòhà (ʔɛh́ò) 
hò/ hòhà は dì/ dà とʔɛd́ì/ ʔɛd́à とは異なり、直前の先行文脈内に現れる対象を指すことはし
ない。hò/ hòhà の用法には、1) 遠くにある文脈内の要素と照応する場合(53) (54)と、2) 規定
された場合での母語話者にとっての自分の身の回りの世界に関する知識・世界知識49や固有
名詞などの先行文脈内の対象を照応する場合(55) (56)の 2 つの特徴がある。なお、3.2.3 にも







(53) hò-câdɔ ̂ kòzɔẁíɴ-nɛ-̂lɛ ́ tàiɴbìɴ-ʔóuɴ-Ø-pɔ.̂ mă-twê-yìɴ twê-ʔàuɴ 
there1-CNTR NAME.person-COM-DIS.also consult-AUX-vs.IMP-FP not-meet-COND meet-PURP 





















(54) “ʔămè-tô̬ meiʔswè ʔămyód̪ămí tă-ʔú tû̪ tá̪-lé-nɛ ̂ ʔămê-sʰì 
mother-PL friend woman one-CLF [3].OBL son-DIM-COM mother.OBL-place 
ʔălɛ+̀là-c̬â-tɛ̬.̀” （中略） 
visit+come-mutual-vs.RLS （中略） 
“hò tá̪ʔămî-nɛ-̂tɔ̬ ̂ tʰaʔ+mă-twê-yâ-t ̪é̬-p̬ʰú…” 













(55) kàɴkáuɴ-lé-k̬â ŋɛŋ̀ɛ-̀k̬ʰălé hyî-t ̪é̬-t̬à ɡèhà-k̬ò-tɔ̬ ̂ tw̪á+mă-pô-laiʔ-pà-nɛ ̂
NAME.person-DIM-NOM young-DIM exist-still-nc.RLS home-ALL-CNTR go+not-send-AUX-PLT-vs.PROH 
ʔúkáuɴ-yɛ-̀nɔ.̀ hò-câdɔ ̂ tû̪-k̬ò bɛd̪̀ù-k̬â ɡăyû+saiʔ-hmà-lɛ.́ 





(56) yàɴɡòuɴ yauʔ-yìɴ-tɔ̬ ̂ míɴ-tô̬ louʔ-pʰô mă-lò-p̬à-p̬ʰú hò-hmà 
NAME.place arrive-COND-CNTR [2m]-PL do-PURP not-required-PLT-vs.NEG there1-LOC 
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ʔălouʔtă̪má ta̪ʔta̪ʔ hyî-tɛ̬.̀ 
labourer separately exist-vs.RLS 
ヤンゴンに着いたらお前等がする必要はない。あそこには別に人夫がおる。 






(57) …sʰò-p̬í tû̪-tá̪-k̬ʰălé-k̬ò tăyouʔ-kʰauʔsʰwɛ-́s̬ʰàiɴ kʰɔ+̀t ̪w̬á-p̬í 
…say-SEQ [3].OBL-son-DIM-ACC chinese-noodle-shop call+go-SEQ 
ʔɛh́ò myózòuɴ-híɴjò-k̬ò wɛ+̀taiʔ-tă̪-tɛ̬ ̂
that1.DET various.kind-soup-ACC buy+feed-vs.RLS-HS 
…と言って、彼女の息子を中華そばの店に連れて行き、その具沢山のスープとやらを飲
ませてやったそうだ。（岡野 2011: 82） 









(58) “hò hlàiɴɡáuɴ-c̬í-nɛ ̂ pìɴlɛ-̀cauʔsʰàuɴ-hmà” 
that1.DET cave-AUG-INS sea-rock.mass-LOC 



















れていない情報である」と指摘している。2.5 で紹介した、Jenny and San San Hnin Tun (2016: 













ビルマ語の場合も、用例を観察したところ、dì, ʔɛd́ì, hò の後方照応が用いられる際、吉田 
(2004)の言う通り、「センテンスか段落で示される長い語り」が多い。ただ、hò の照応には
揺れがあり、(64)のように、後方文脈内の要素が固有名詞であれば、長い話の場合ではなく
ても hò を用いることができる。 
以下にそれぞれ dì/ dà, ʔɛd́ì/ ʔɛd́à, hò/ hòhà の後方照応の例を挙げる。ただし、本論での分
析対象のデータからʔɛd́ì/ ʔɛd́à と hò/ hòhà が後方照応できる例として検出したのは以下
(61)~(64)がすべてである。 
 
3.3.2.1. dì/ dà の例 
(59) dì ʔăcáuɴ-nɛ ̂ paʔtɛʔ-lô kʰămyá-k̬ò pyɔṕyâ-yìɴ kʰămyá 
this.DET case-COM concern-CNSQ [2m]-ACC explain-COND [2m] 
yòuɴ-c̬ʰìɴ-hmâ yòuɴ-mɛ.̀ tăkʰà-k̬â cănɔ ̀ myíɴ tă̬-k̬àuɴ 






(KMT2004: 1)一部改変, (MDM1998: 15) 
 
(60) ʔɛ ́ tănídɔ ̂ tʰì pauʔ-tɛ ̀ sʰò-yâ-hmà-p̬ɛ.́ dì-lò-kwɛ.̂ 
INTERJ otherwise lottery win-vs.RLS say-AUX-FOC. this-as-FP 
ʔătɔ ̀ tʰú-dɛ.̀ măhniʔkâ-kwɛ.̀... 
quite strange-vs.RLS last.year-FP 
うん、ある意味、宝くじがあたったようなもんだ。こうだよ。（つまりね、）かなり珍し
い。去年だよ。（後略） 








3.3.2.2. ʔɛd́ì/ ʔɛd́à の例 
(61) “kòkò ʔăyìɴ tă̬-p̬aʔ-kâ pyàɴ+là-t ̪é̬-lá” 
NAME.person ahead one-CLF-NOM return+come-still-Q 
“pyàɴ+mă-là-p̬ʰyiʔ-pʰú. 
return+not-come-AUX-vs.NEG 
sàmébwɛ ́ ní-lô ʔămè-k̬â kʰănâkʰănâ pyàɴ+mă-là-nɛ-̂tɛ̬.̂ 
examination near-because mother-NOM frequently return+not-come-vs.PROH-HS 
ʔɛd́à pyɔ-́mă-lô kòkò sàmébwɛ ́ pí-tɛ̬-̂ʔătʰî tàuɴŋù-hmà nè-tɔ̬-̂hmà 
that2 say-vs.IRR-QUOT NAME.person examination finish-attr.RLS-TER NAME.place-LOC stay-soon-nc.IRR 
tʰátʰá-nɛ ̂ twê-nàiɴ-hmà mă-houʔ-pʰú kòkò pyɔ-́k̬ʰɛ-̂c̬ʰìɴ-tà̬-tw̬è hyî-tɛ̬”̀ 








(62) ʔɛ-́ʔɛ-́ʔɛd́à mé-mă-lô nyí pyɔ+́pyɔ+́nè-tà̬ hò pyé dì pyé-k̬âdɔ ̂
INTERJ-INTERJ-that2 ask-vs.IRR-QUOT [2f] say+say+stay-nc.RLS there run here run-CNTR 
tʰá-p̬à-tɔ̬-̂Ø ʔɛ-́ʔɛd́ì-ʔătʰouʔ sʰò-tà̬-k̬â 









ʔɛd́à はその文脈から考えるに、「ところで」という意味のအ ဒါန ့် /ʔɛd́ànɛ/̂という接続詞から န ့်




しかし、(59)と(60)の dì をʔɛd́ì と交替させると後方照応の読みができなくなることを考え
合わせると、本来ʔɛd́ì/ ʔɛd́à は先行文脈を受ける場合にのみ用いられると考えるべきかもし





3.3.2.3. hò/ hòhà (ʔɛh́ò)の例 
後方照応の hò/ hòhà は dì/dà やʔɛd́ì/ʔɛd́à のように単に後続文脈の長い語りを照応するだけ
ではなく、固有名詞を照応する例もみられる。 
 
(63) kʰìɴkʰìɴ-k̬âdɔ ̂ hò tă̪cʰíɴ-t ̬ʰ ɛ-́k̬â-lò câ+nè-p̬ì 
NAME.person-CNTR that1.DET song-inside-ABL-as fall+stay-vs.INC 
... sʰò-t̬ɛ ̂ tă̪cʰíɴ-k̬ʰălé-nɛ ̂ sâuɴ-laiʔ-yâ-tà̬ 














(64) {tû̪ daʔ mă-tî̪-t ̪ù̬-myá-k̬â-mù} dì lû-hnɛ ̀
[3].OBL nature not-know-person-PL-NOM-CNTR this.DET person.OBL-TOP 
ʔùtùdùcàuɴtàuɴdàuɴ-nɛ ̂ hò-k̬â pʰeiʔ-lô zăyeiʔ fărí yâ-p̬í 
foolish-INS there1-ABL invite-because cost free get-SEQ 
ʔìɴɡălàɴ yauʔ-pʰú-tɛ̬ ̂ dă̪díɴzà-sʰăyà làɴdàɴ-pó-myá tʰâ+nè-tà̬-lá{-hû 








(65) hò-ɡâ pwé louʔ-mɛ-̀lô-tà̬uɴ mă-pyɔ-́yâ-t ̪é̬-p̬ʰú hyɛẑóuɴ-ɡânè tw̪á-p̬ʰô 
there1-ABL event do-vs.RLS-QUOT-EMPH not-tell-AUX-AUX-NEG first-ABL go-PURP 
hàɴ-pyìɴ+nè-tɛ̬ ̂ sáiɴsáiɴ-yɛ ̂ ʔămàɡàɴ păreiʔta̪ʔ tă-yauɁ sʰò-tɔ̬ɡ̂à… 




以上、3.3.1 と 3.3.2 でみられるように、ビルマ語の指示詞には、前方と後方のいずれの照
応も有している。次の 3.3.3 では、ʔɛd́ì/ ʔɛd́à が hò/ hòhà と交替できる例についての考察を行
う。 
 
3.3.3. ʔɛd́ì/ ʔɛd́àが hò/ hòhàと交替できる例についての考察 
本小節では、ʔɛd́ì/ ʔɛd́àが hò/ hòhà と交替できる例において、使用場面によってニュアンス
が異なる場合の説明と、ʔɛd́ì/ ʔɛd́àと hò/ hòhà の違いについての説明を行う。ʔɛd́ì/ ʔɛd́àは話し
手から離れている、あるいは離れていく指示対象を指さし行為やそれに相当する行為を使
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って指し示すことができる。これに対し、3.2.3 で記述したように、hò/ hòhà は指示対象が会
話参加者の視界内にある場合であれば、話し手の手の届かないところからぼんやり見える
ところまでの範囲にある対象物を指し示すことができる。ただ、3.2.4 の(39)~(41)では hò と
ʔɛd́à が交替可能だが、物理的な距離の違いがない。このように現場指示に物理的距離の差が
みられない場合、hò/ hòhà とʔɛd́ì/ ʔɛd́àには以下 3.3.3.1 と 3.3.3.2 のような対立がみられる。 
 
3.3.3.1. 人称の要因 
hò/ hòhà とʔɛd́ì/ ʔɛd́àの選択は対象物に対する話し手の知識(所有者の有無や会話参加者の
所有物であることなど)によるものである。例えば、以下(66)と(67)で示したように聞き手が
所有している対象や手に持っているものを指して hò/ hòhà を用いて指すことは珍しいし、
(68)で示したように、話し手自身が所有している対象について聞かれた相手の質問に答える




は hò/ hòhà を用いる傾向があると言える。 
 
(66) 聞き手が所有しているものを指して発する場面 
?hòhà/ ʔɛd́ìhà bɛl̀auʔ pé-yâ-lɛ.́ 




*hòhà/ ʔɛd́ìhà bɛl̀auʔ pé-yâ-lɛ.́ 




*hòhà/ ʔɛd́à ŋát̬̪áuɴ pé-yâ-tɛ̬ ̀
that1/ that2 50,000 give-AUX-vs.RLS 








同一の話題で同一の対象物を指示する場合、初回は hò/ hòhà あるいはʔɛd́ì/ ʔɛd́àが選択さ
れても、二回目以降はʔɛd́ì/ ʔɛd́àを用いる傾向がある。話題を変えない限り、一度 hò/ hòhà で
指し示した対象をもう一度 hò/ hòhà で指すことは絶対しない。一度話題に登場した対象は
その話題が続く限りʔɛd́ì/ ʔɛd́àが用いられ、hò/ hòhà の使用は初回のみに限られる。もし、初
回以外で hò/ hòhà が用いられる時、hò/ hòhà が指す対象は最初に語ったものではなく、別の
対象を指すことになる。つまり、話題が変わったということを意味する。例えば、以下(69)A
と(70)A に対する答えは(69)B と(70)B で示したように hò/ hòhà を用いることができない。こ




(69) A: mănê-kâ̬ wɛ+̀là-tɛ̬ ̂ hò/ ʔɛd́ì lɛʔsuʔ bɛl̀auʔ pé-yâ-lɛ ́
yesterday-PAST buy+come-attr.RLS that1.DET/ that2.DET ring how.much give-AUX-Q 
きのう買ってきたあの指輪はいくらでしたか。 
B: *hòhà/ ʔɛd́à ŋát̬̪áuɴ pé-yâ-tɛ̬ ̀ / ʔɛd́ì lɛʔsuʔ ŋát̬̪áuɴ pé-yâ-tɛ̬ ̀
that1/ that2 50,000 give-AUX-attr.RLS / that2.DET ring 50,000 give-AUX-vs.RLS 
それは 50,000 チャットでした。／その指輪は 50,000 チャットでした。 
 
(70) A: hò/ ʔɛd́ì môuɴ sá-p̬ʰú-lá 
that1.DET/ that2.DET snack eat-EXP-Q 
あの菓子を食べたことがありますか。 
B: sá-p̬ʰú-tɛ̬ ̀ *hò/ ʔɛd́ì môuɴ ʔăyáɴ sá+káuɴ-tà̬-p̬ɛ ́
eat-EXP-attr.RLS that1.DET/that2.DET snack very eat+good-nc.RLS-FOC 
食べたことがあります。あの菓子はすごくおいしいです。 
 




3.3.4. 文脈指示の dì/ dàとʔɛd́ì/ ʔɛd́àの置き換え 
口語体文脈指示の dì/ dà とʔɛd́ì/ ʔɛd́à とが相互に置き換えが可能な理由は今のところ不明
である。dì/ dà は dì-lauʔ-pà-p̬ɛ「̀これくらいです」や dà-p̬à-p̬ɛ「̀以上です」などの話の締めく
くりの場面でしばしば使われるし、ʔɛd́ì/ ʔɛd́à も前に述べたことを更に展開する場面で使わ
れる例（(48)~(52)を参照）などがよく観察される。この dì/ dà とʔɛd́ì/ ʔɛd́à の使い分けについ
ては更なる考察が必要ではあるが、3.3.2.2 で述べたように、ʔɛd́ì/ ʔɛd́à には明確な後方照応
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の例が存在しない点や、3.3.3.2 で述べた同一の話題で同一の対象物を指示する場合に、二回
目以降でʔɛd́ì/ ʔɛd́à を用いる傾向があるという点がʔɛd́ì/ ʔɛd́à に前述のことを展開する機能が
あるということの裏付けの一つになると思われる。 














文脈指示として用いられる dì/ dà とʔɛd́ì/ ʔɛd́à が置き換え可能な要因についてはまだ不明












3.4.1. dì/ dàの現れ 
dì/ dà の表現は、馴染みのある事物や事柄、気にかかったこと、心配していること、親し
みを込めた話などを述べる場合や、自然に感情が露出した場合によくみられる。例えば、








hmyauʔ pé-yâ-hmà-pɔ-̂kwâ. dà ʔămyódá̪yé. 




(72) couʔ siʔtaʔ-tʰɛ ́ wìɴ-mɛ.̀ dà-hmâ myàɴmà pì-mɛ.̀ 
[1m] military-inside enter-vs.IRR this-the.very NAME.people prefect-vs.IRR 
dà-hmâ yauʔcá pì-mɛ.̀ 











(73) kʰɛʔ-tà-p̬ɛ-́nɔ.̀ màuɴcɔ-̀màuɴcɔ ̀ lù-yó-k̬ʰ ălé. míɴ bà-hmâ 
difficult-nc.RLS-FOC-FP NAME.person- NAME.person person-honest-DIM [2m] what-even 
mă-tî̪-p̬ʰú. ʔɛd́à míɴ tá̪-ʔăsiʔ mă-houʔ-pʰú… 





(74) ʔɛd́à-hmâ ŋâ tá̪-kwâ. 


















(75) ʔɛd́à-k̬â pyaʔtă̪nà mă-houʔ-pà-p̬ʰú. ʔădîkâ ʔăyécí-tà̬-k̬â 
that2-NOM problem not-right-PLT-vs.NEG main importance-nc.RLS-NOM 
ʔɛd́ì kʰălé-k̬ò pé-c̬â-mɛ ̂ myiʔtà nauʔpí ɡăyûnà-nɛ ̂ sèdănà. 




(76) “dì kʰăle-kò ʔéʔécʰáɴcʰáɴ cíbyíɴ+là-yâ-ʔáuɴ couʔ-tô taʔnàiɴ-mɛ ̀
this.DET child-ACC peacefully grow+come-AUX-PURP [1m]-PL able-vs.IRR 
tʰìɴ-p̬à-yɛ.̂” {tʰò-t ̪ô̬ pyɔ-́yíɴ t̪û yìɴ-t ̬ʰ ɛ-́tw̬ìɴ tʰîtʰîkʰaiʔkʰaiʔ pʰyiʔ+là-t̬̪ì.} 



















(77) {pʰèpʰè-k̬â cănɔ ̂ păkʰóuɴ-k̬ò sʰí-ywê sʰouʔ+kàiɴ-k̬à} 
father-NOM [1m].OBL shoulder-ACC toward-SEQ grasp+hold-SEQ 
“ʔɛd́à tá̪-ʔăcízóuɴ-p̬à ʔăkò-cí̬”{-hû tòtò-hyíɴhyíɴ-p̬ìɴ meiʔsʰɛʔ+pé-t ̪ì̬.} 
that2 son-eldest-PLT brother-AUG-QUOT short-clear-FOC introduce+give-vs.RLS 
父がおれの肩を掴んで「それは長男だよ、お兄さん」と手みじかに紹介してくれた。 
Ma Sandar (2012: 6) 
 
















































いは、距離を置きたいと思う場合には、ʔɛd́ì/ ʔɛd́à で指示することができる。つまり、ʔɛd́ì/ 
ʔɛd́à は対象に対する自己の関わりが強いと感じられない場合に用いられる。堀口 (1992: 77)
による「対象に対する話し手の関わりの気持しだい」である。また、あくまで筆者の直観で












3.5 で述べたように、一般的には、堤 (2012: 11)の言うように、現場指示用法は言語的先
行文脈が必要ではなく、文脈指示用法は言語的先行文脈が必要である。しかしながらビルマ
















次に dà、hò とʔɛd́à の性質を確認しながら、「現場指示」と「文脈参照現場指示」の違い





3.5.3.1. 現場指示用法 （近称） 







(78) {pʰèpʰè-k̬â cănɔ ̂ păkʰóuɴ-k̬ò sʰí-ywê sʰouʔ+kàiɴ-k̬à} 
father-NOM [1m].OBL shoulder-ACC toward-SEQ grasp+hold-SEQ 
“dà tá̪-ʔăcízóuɴ-p̬à ʔăkò-cí̬”{-hû tòtò-hyíɴhyíɴ-p̬ìɴ meiʔsʰɛʔ+pé-t ̪ì̬.} 
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this.DET son-eldest-PLT brother-AUG-QUOT shortly-clearly-FOC introduce+give-vs.RLS 
父がおれの肩を掴んで「これは長男だよ、お兄さん」と手みじかに紹介してくれた。 
Ma Sandar (2012: 6)一部改変 
 
(79) dà pʰyɛʔ-yâ-tɛ̬ ̂ bɔṕìɴ-p̬à. 
this.DET erase-AUX-attr.RLS ball.point.pen-PLT 
これは消せるボールペンです。 
 
(80) dà cănɔ ̀ tɛʔ-kʰɛ-̂tɛ̬ ̂ cáuɴ-p̬à. 








3.5.3.2. 現場指示用法 （遠称①／遠称②） 
次の(81)~(83)の例は、指示対象が話し手・聞き手から離れているところにある場面である。 
 
(81) hòhà/ ʔɛd́à tá̪-ʔăcízóuɴ-p̬à ʔăkò-cí̬. 
that1/ that2 son-eldest-PLT brother-AUG 
あれ／それは長男だよ、お兄さん。 
Ma Sandar (2012: 6)一部改変 
 
(82) hòhà/ ʔɛd́à pʰyɛʔ-yâ-tɛ̬ ̂ bɔṕìɴ-p̬à. 




(83) hòhà/ ʔɛd́à cănɔ ̀ tɛʔ-kʰɛ-̂tɛ̬ ̂ cáuɴ-p̬à. 















[…] “ʔɛd́à tá̪-ʔăcízóuɴ-p̬à ʔăkò-cí̬”{-hû tòtò-hyíɴhyíɴ-p̬ìɴ meiʔsʰɛʔ+pé-t ̪ì̬.} 
[…] that2 son-eldest-PLT brother-AUG-QUOT shortly-clearly-FOC introduce+give-vs.RLS 
[父がおれの肩を掴んで]「これが長男だよ、お兄さん」と手みじかに紹介してくれた。 
Ma Sandar (2012: 6) 
 
指示対象が物である場合 
(85) ʔɛd́à pʰyɛʔ-yâ-tɛ̬ ̂ bɔṕìɴ-p̬à. 

























52。ʔɛd́ì/ ʔɛd́à と hò/ hòhà について注目すべきことは、(39)~(41)のような現場指示用法の場合
ʔɛd́ì と hò が交替可能であるのに対し、(84)と(85)のような現在の発話の背景に文脈があると















































とも認め難い用法である。そのため、本論では、2.2 で採用した、竹内 (2003: 530)による文

































次の表 20 はビルマ語の純粋な現場指示と文脈参照現場指示を整理したものである。 







-lè/-pɔ̂ を伴う -lè/-pɔ̂ を伴わない 
近い 近称 dì dà dà ×  
遠い 遠称 
② ʔɛd́ì ʔɛd́à ʔɛd́à ʔɛd́à  








-lè/-pɔ̂ を伴う -lè/-pɔ̂ を伴わない 
近い 近称 dì dà dà × 親近感 
遠い 遠称 
② ʔɛd́ì ʔɛd́à ʔɛd́à ʔɛd́à 疎遠感 















語体ビルマ語の指示詞としては ဤ/ʔì/, ထ ု /tʰò/, ယင်ျား/yíɴ/, ၎င်ျား/lăɡáuɴ/の 4 つが挙げられる56。
本論ではこの 4 つの形式のみを考察の対象にする。限定詞のʔì, tʰò, yíɴ, lăɡáuɴ はいずれも
「（ʔì/ tʰò/ yíɴ/ lăɡáuɴ）＋N＋（CM）」の形で、名詞の前に置かれ、その名詞を限定する指
示限定詞として用いられる付属語である。これに対し、代名詞のʔì, tʰò, yíɴ, lăɡáuɴ は単独で
先行名詞句の代替表現として用いられる自立語である。代名詞の場合、空間的・時間的位置
を指す位置名詞を対象とする「位置指示代名詞」のʔì, tʰò, yíɴ, lăɡáuɴ と物名詞句や生物名詞
を対象とする「非位置指示代名詞」のʔì, tʰò, yíɴ, lăɡáuɴ とに更に分類される。 
 






指示限定詞 ʔì + N 
「この」 
tʰò + N 
「その」 
yíɴ + N 
「その」 
lăɡáuɴ + N 
「その」 
指示代名詞 位置指示代名詞 ʔì + CM 
「ここ」 
tʰò + CM 
「そこ」 
yíɴ + CM 
「そこ」 
lăɡáuɴ + CM 
「そこ」 
非位置指示代名詞 ʔì (+ CM) 
「これ」 
tʰò (+ CM) 
「それ」 
yíɴ (+ CM) 
「それ」 











新聞は、ビルマ語版の国営日刊紙である Myanma Alinn Daily (မြန်ြ ့်အလင်ျား)と Kyaymon 
(မက ျားြ ု )、民営週刊紙である Myanmar Time (မြန်ြ တ ု င်ျားြ်)と The Voice Weekly、民営日刊紙であ
 64 
る The Irrawaddy (ဧ  ဝတီ)の 5 紙を選択した。国営紙はいずれも 2016 年 4 月 1 日を用い、民
営紙は 2015 年 12 月 31 日-2016 年１月 6 日の Myanmar Time、2014 年 12 月 22 日-28 日の The 
Voice Weekly と、2015 年 03 月 29 日の The Irrawaddy を使用した。具体的な分析対象は投書












できる。更に、指示代名詞の yíɴ と lăɡáuɴ は直接人間や動物を指示できることが確認され
る。具体例は 4.6 の考察の際に挙げる。 
 
以下表 22~表 24 にそれぞれの対象資料の集計結果を示す。 
表 22 指示詞の出現数(キッサン文学集－Vol.1(上段)＋Vol.2(下段))58 
指示対
象 
空間・時間(接続表現の内数)59 物・事柄(接続表現の内数) 人間・動物(接続表現の内数) 
合計 ʔì tʰò yíɴ lăɡáuɴ ʔì tʰò yíɴ lăɡáuɴ ʔì tʰò yíɴ lăɡáuɴ 
限定詞 
36(7) 91(23) 8 0 45 46 23 0 8 28 10 0 295(30) 
58(10) 80(24) 8 0 48 68(24) 26 0 26 105 0 0 419(34) 
代名詞 
3 6 0 0 52(44) 62(62) 12(6) 0 0 0 28 0 163(112) 
2 2 0 0 103(88) 38(38) 5 0 0 0 4 0 154(126) 
合計 99(17) 179(47) 16 0 248(132) 214(124) 66(6) 0 34 133 42 0 1031(326) 
 
表 23 指示詞の出現数(国語教科書)60 
指示対
象 
空間・時間（接続表現の内数） 物・事柄（接続表現の内数） 人間・動物（接続表現の内数） 
合計 ʔì tʰò yíɴ lăɡáuɴ ʔì tʰò yíɴ lăɡáuɴ ʔì tʰò yíɴ lăɡáuɴ 
限定詞 77(11) 186(116) 11 1 169(1) 248(41) 2 9 70 177 0 3 953(169) 
代名詞 6 20(6) 0 0 206(160) 217(168) 7(3) 12(4) 0 0 0 14 482(332) 
合計 85(11) 207(122) 11 1 377(152) 474(213) 9(3) 21(4) 71 177 0 16 1449(505) 
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表 24 指示詞の出現数(新聞)61 
指示対
象 
空間・時間(接続表現の内数) 物・事柄(接続表現の内数) 人間・動物(接続表現の内数) 
合計 ʔì tʰò yíɴ lăɡáuɴ ʔì tʰò yíɴ lăɡáuɴ ʔì tʰò yíɴ lăɡáuɴ 
限定詞 37 36(9) 38(1) 6 61 48(18) 83(4) 18(7) 0 7 4 9(3) 347(42) 
代名詞 0 3 0 0 34(21) 88(88) 58(27) 5(2) 0 0 3 183 374(138) 









4.4.1. Pe Maung Tin (1953)の記述 
Pe Maung Tin (1953: 39)は指示形容詞について、「どの人、あるいは、ものを意味するかと
いうことを指し示す形容詞を指示形容詞と呼ぶ。名詞の直前に置く」62としている。 
 
ဤ/ʔì/ (သည်/t ̪ì̬/)については、「近くの名詞を指し示す場合にဤ/ʔì/, သည်/t ̪ì̬/を用いる (ibid.: 
40)」63と述べ、以下の例を挙げている。 
 
(86) ʔì ʔăyouʔ-ká ʔăbɛ ̀ ʔăyouʔ-ní 




(87) ʔì tù̪-t ̪ì̬ ʔì-ʔătá̪-kò sá-t ̪ă̬-lɔ ́




(88) ʔì ŋá-p̬á-tɔ̪ ́ tɛ̪ʔtè̪-tô̬-tw̬ìɴ… 
this.DET five-CLF-attr.RLS witness-PL-LOC… 




(89) t ̪ì̬ myauʔ-tì̪ ŋâ dăɡà-tá̪ mă-houʔ-lɔ ́




(90) t ̪ì̬ wɛʔ mă-tè̪-p̬ɛ-́k̬ò nèpyìdɔ-̀t ̪ô̬ mă-pyàɴ-p̬ì 




(91) t ̪ì̬ cúɴ-mùká lù-tɛ̪ʔtɛ̪ʔ-kíɴ naʔ-bălú-tô̬ sàɴ+nè-p̬ʰô-hû… 




ထ ို/tʰò/については、「既出の名詞を指し示す場合にထ ို/tʰò/を用いる(ibid.: 39-40)」68と述べ、
以下の例を挙げている。 
 
(92) tʰò ŋá-k̬ò tăŋà yâ-ʔî. tʰò tăŋà lɛʔsuʔ-kò myìɴ-hlyìɴ… 





(93) tî̪wăyiʔ-míɴ-c̬í míɴ+pyû-ʔî. 
NAME.person-king-AUG king+do-vs.RLS 
tʰò tî̪wăyiʔ-míɴ-c̬í-ʔî tá̪-tɔ̬-̀k̬á tì̪ɴzí ʔămyì hyî-ʔî. 





(94) tá̪-tɔ̬ ̀ hnă-pá hyî-ʔî. tʰò hnă-pá-tô̬-tw̬ìɴ tá̪-tɔ̬-̀ʔăcí 
son-royal two-CLF exist-vs.RLS. that.DET two-CLF-PL-LOC son-royal-older 
pʰyiʔ-tɔ̪ ́ ʔăyìtʰâzănăkâ-míɴd̪á-ʔá ʔeìɴhyê-ʔăyà-k̬ò pé-ʔî 






ယင်ျား/yíɴ/については、「ယင်ျား/yíɴ/の使用はထ ု /tʰò/と同様である (ibid.: 42)」72と述べ、以下の
例を挙げている。 
 
(95) yíɴ zăɡá-k̬ò-lɛ ́ pʰyè-nàiɴ-p̬è-myì 




(96) yíɴ ʔăcáuɴ-k̬ò tʰauʔ-hlyìɴ tì̪hò tă̬-c̬úɴ 
that.DET case-ACC point.out-COND NAME.place one-island 
lìɴkàdìpâ tă̬-c̬úɴ-hnîɴ tù-hlâ-s̬wà-ʔî 





၎င်ျား/lăɡáuɴ/については、「၎င်ျား/lăɡáuɴ/の使用は ထ ု /tʰò/と同様である(ibid.: 41-42)」75と述べ、
以下の例を挙げている。 
 
(97) lăɡáuɴ tì̪ɴɡà-tɔ̬-̀myá-k̬ò wùɴhyìɴtɔ̬-̀míɴ-c̬í-k̬â nàɴnɛʔ-sʰúɴ nêzìɴ kaʔhlù-ywê… 





(98) ʔeìɴhyêmíɴ pɛ-́wɛʔ ʔădă̪byà-kò ʔă-yù tw̪á-ywê ʔă-pyàɴ-tw̬ìɴ 
crown.prince CLF-half money-ACC NMLZ-take go-SEQ NMLZ-return-LOC 
lăɡáuɴ ʔeìɴhyêmíɴ-hnîɴ dăɡwâ múmaʔ-bòbà maúɴmâmeiʔtà̪ɴ cʰàɴyàɴ-hlyɛʔ… 






အက င်/ʔăcìɴ/については、「指し示している名詞をきちんと表さない場合に အက င်/ʔăcìɴ/を
用いる。多くの場合、အက င်/ʔăcìɴ/文をထ ု /tʰò/文で受けて終わらせる (ibid.: 42-43)」79と述べ、
以下の例を挙げている。 
 
(99) ʔăcìɴ méiɴmâ-tô̬-hnaiʔ ʔăpyiʔ cʰauʔ-pá hyî-tă̪tí 
some.DET woman-PL-LOC sin six-CLF exist-vs.RLS 
あの女たちに 6 つの罪がある。（マヌチェー：135）80 
(ibid.: 42) 
 
(100) ʔăcìɴ ʔăyaʔ-hnaiʔ ta̪ʔpouʔ-kʰouʔtʰiʔ-câ-ʔâɴ 




(101) ʔăcìɴ tù̪-ʔî lɛʔ-hmâ dăzó-kò mă-yâ-ʔâɴ 
some.DET person-GEN hands-ABL bribe-ACC not-get-vs.IRR 
tʰò tù̪-ʔî tà̪ɴhlyɛʔ-kò mă-káuɴ-Ø-hû kɛŷɛ-̂ʔî 





(102) ʔăcìɴ ʔăyaʔ-hnaiʔ ʔì tè̪-kò ŋà yâ-ʔî. tʰò ʔăyaʔ-t̪ô tw̪á-ʔâɴ 




4.4.2. Pe Maung Tin (1959)の記述 
Pe Maung Tin (1959)は lăɡáuɴ にまつわる問題や、tʰò、yíɴなどの交替について、lăɡáuɴ の
由来を踏まえた上で、現在は指示詞として使われるようになっている 1) 名詞を指す形容詞




(103) mwèbà-lɛ ́ sʰóuɴ tá̪-lɛ ́ sʰóuɴ 








更に Pe Maung Tin (1959: 77)は、「၎င်ျား/lăɡáuɴ/は လည်ျား/lɛ/́を မက င်ျား/káuɴ/で強調する
လည်ျားမက င်ျား/lăɡáuɴ/である。昔、လည်ျားမက င်ျား/lăɡáuɴ/を မလျားမက င်ျား/lékáuɴ/とも書く。ソーミン
ラッパヤー碑文85（碑文 41）86に yauʔcá-lékáuɴ, méiɴmâ-lékáuɴ87『男の人も女の人も』と書
いてあることを参照せよ。このように書く場合 မလျား/lé/の代わりに数字の ၄（4）を書き、




(104) ʔătɛ̪ʔ kʰùɴhnă-hniʔ hyî-t ̪ɔ̬ ́ tă̪dôtá̪ŋɛ-̀t ̪ì̬ tʰò-nê-lăɡáuɴ ʔăhyìɴyăháɴ+mù-ʔî 




例(104)での「lăɡáuɴ は前の nê を強調する (ibid.: 81)」としている。 
 
(105) nyìmâŋɛ-̀t ̪ì̬-k̬á tʰò-ʔătù-lăɡáuɴ naʔ-pyì-lû-pyì-tô̬-hnaiʔ cìɴlɛ-̀ywê… 









例(105)と(106)についても「lăɡáuɴは前の言葉である tʰôʔătùやʔìʔătùを強調する (ibid.: 81)」
としている。 
 






うにも lăɡáuɴ を使用していることがみられる」とし、次のような用例を挙げている。 
 
(107) cá-lɛ ́ hyìɴ-lè-ʔî. lăɡáuɴ cá-t ̪ì̬ cézú+mă-tî̪-Ø. 








ʔeìɴhyêmíɴ pɛ-̀wɛʔ ʔădă̪byà-kò ʔă-yù tw̪á-ywê ʔă-pyàɴ-tw̬ìɴ 
crown.prince CLF-half money-ACC NMLZ-take go-SEQ NMLZ-return-LOC 
lăɡáuɴ ʔeìɴhyêmíɴ-hnîɴ dăɡwâ múmaʔ-bòbà maúɴmâmeiʔtà̪ɴ cʰàɴyàɴ-hlyɛʔ 






である (ibid.: 82)」としている。 
 
lăɡáuɴ と tʰò については、「昔の碑文などには lăɡáuɴ を形容詞として使用しなかった。tʰò
は昔から使われてきたことがみられる (ibid.: 82)」93と述べ、このように lăɡáuɴ ではなく tʰò
を使用していたことについてミャゼーディー碑文（ヤーザクマーラ碑文あるいはラージャ
クマール碑文94としても知られている）での tʰò の実例が挙げられている。 
 
(109) tʰò míɴ-ʔî pɛ-̀măyá tă-yauʔ-tɔ̪-́ká tărîlɔḱâwătàɴtă̪kàdèwì myì-ʔî 
that.DET king-GEN beloved-wife one-CLF-attr.RLS-DIS.csubj NAME.person named-vs.RLS 
tʰò pɛ-̀măyá tá̪ tămù-lé yàzâkûmà myì-ʔî 
that.DET beloved-wife son as.for-DIM NAME.person named-vs.RLS 
tʰò míɴ-ká̬ cùɴ tó̪uɴ-ywà-té pɛ-̀măyá-ʔá pé-ʔî 













(110) …tʰò t ̪ù̬-t ̪ì̬ pʰótò̪uɴnyâ-p̬ìɴ pʰyiʔ-sè-k̬àmù ʔì swèzouɴcáɴ-c̬í-t ̪ì̬ 
…that.DET person-DIS M.zero-FOC COP-vs.IMP-although this.DET encyclopedia-AUG-NOM 
tʰò pʰótò̪uɴnyâ-kò̬ pʰóyàzà-ʔăpʰyiʔ-tô̪ pyáuɴlɛ-́p̬é-kò̬uɴ-lătâɴ… 








(111) yɔźâ-míɴd̪á-ká̬ wăyâyɔźâ-míɴ, lăɡáuɴ-ʔî tá̪-k̬á kălăyànâ-míɴ… 
NAME.person-prince-DIS.csubj NAME.person-king that-GEN son-DIS.csubj NAME.person-king… 
ヨーザ皇太子はワヤヨーザ王、その王の息子はカラヤーナ王(後略)。(マハーウン: 44)98 
(ibid.: 83) 
この (111)の場合、「lăɡáuɴ は前の wăyâyɔźâ-míɴ『ワヤヨーザ王』を代替する代名詞であ
る (ibid.: 82)」としている。 
ただし、「代名詞としての lăɡáuɴ も古文体期99にはみられなかった」100とし、「いずれ形容
詞として使うにせよ、代名詞として使うにせよ tʰòは lăɡáuɴより古い」101と述べている (ibid.: 
83)。 
 
tʰò と yíɴ については、yíɴ は tʰò の代わりとして使われるということを「もし、tʰò を使用
したくなければ、yíɴ を使用することも可能である (ibid.: 84)」102と述べ、「古文体期から yíɴ
が使われている」として碑文やコンバウン王朝の第 10 代のミンドン王時代の大臣であるキ
ンウンミンジーによるフランス旅行日記などの例を挙げている。 
Pe Maung Tin によれば、「1261 年（緬暦 623 年）アゾーラッ碑文の『アワンの 100 水田で
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あるその水田（ʔăyíɴ-lɛ）̀マカヤークインアワンという村に 50、ヤタプパトーピュという村
に 50、この 2 箇所組みをアワン 100 と言う』（碑文-91）ではʔăyíɴ-lɛ『̀その水田』は前にあ
る『アワン 100 の水田』を指す。ʔăyíɴ は現代ʔă-が表記されなくなり、yíɴ と表記される。
つまり、tʰò の代わりに使用される形容詞である (ibid.:83)」103。 
 
(112) yíɴ ʔăcáuɴ-kò̬ tʰauʔ-hlyìɴ… 






(113) 542kʰûhniʔ míɴʔòcʰáɴdà̪-myauʔ-pʰăyá-tw̬ìɴ lûyɛʔ+sá-t ̪ɔ̬ ́ tù̪-k̬á 
542year NAME.place-north-pagoda-LOC rob+eat-attr.RLS person-DIS.csubj 
ŋăyɛʔ́ăwìzî-ká ʔătʰɛʔ. ʔăyíɴ-tô̬-ká ʔauʔ-ʔătʰɛ-́hlyìɴ pʰyiʔ-sè-kòuɴ-t ̪ă̬tí̬. 
hell-DIS.csubj upper that-PL-DIS.csubj under-inside-LOC COP-vs.IMP-AUX-vs.RLS 





更に、1551-1593 年（緬暦 915-955 年）の間のミンパヤウン王時代に名のあるマハーピィ
ンニャジョーは自分自身の主張に tʰò-t ̪ô̬「そのように」の代わりに yíɴ-t ̪ô̬「そのように」を
よく使用していた。 
 
(114) ŋâ nyì náɴ-hyɛ-̂tw̬ìɴ míɴ-tɛ ́ sʰauʔ-sè 
[1].OBL brother palace-front-LOC King-hut construct-vs.IMP 
yíɴ tɛ-́tw̬ìɴ-p̬ìɴ ŋà-tô̬ nè+là-câ̬-ʔâɴ 
that.DET hut-LOC-FOC [1]-PL stay+come-mutual-vs.IRR 
我が弟、王宮の前に王用の小屋を建てろ。そこに我らが住みましょう。（マニポン：282） 
(ibid. : 84) 
 
4.4.3. その他の記述 
更に、ʔì (t ̪ì̬)、tʰò (ʔɛt́ ̪ì̬)、yíɴ、lăɡáuɴ のうち、ʔì と t ̪ì̬ は口語の dì に、tʰò は口語の hò に、
yíɴ と lăɡáuɴ は口語のʔɛd́ì に対応することから、それぞれ近称、遠称と照応用法があるよう
な分類(澤田 2012: 19)と、昔はʔì と tʰò が現場指示として使われていた可能性があるという
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記述(Khin Min 2007)もみられる。すでに 2.4.3 で述べたように、Khin Min (2007: 34)は、「hò
と t ̪ì̬ を昔は tʰò、ʔì として使っていた。今も文語として使われている。口語のほうはすでに
hò、dì となっている。話し手から遠いものを tʰò (hò)で示し、近い所をʔì (dì)で示すというこ
とは一般に知られていることである」と述べ、ヤーザクマーラ碑文を例に取っている。Khin 









よってそれぞれ分類の仕方が異なっている。第 2 章で紹介した Myanmar Language 
Commission (1978-1980, 2005)では指示詞を指示代名詞と指示形容詞とに分類し105、近称・遠
称を表す場合と先行文脈を指すときに用いる場合があると述べ、現場指示用法と照応用法
があるようなことを大まかに示している。Pe Maung Tin (1953)の記述では、単に形式と用例




1.1 にも触れたように、Pe Maung Tin (1953, 1959)は、参考書の中で最も優れた本であり、
指示詞の用例を包括的に扱ってはいるが、解説のほうは学習の観点からの説明にすぎず、辞
書的な程度にとどまっている。取り扱っている用例も本論で分析の対象としている現代ビ
ルマ語の例が少なく、ほとんどが 20 世紀以前のものである。 
Pe Maung Tin (1953)の記述によれば、ʔì, t ̪ì̬ は近くの名詞を指し示す場合に用いて、tʰò は
既出の名詞を指し示す場合に用いる。そして、yíɴ と lăɡáuɴ の使用は tʰò と同様である。つ
まり、ʔì (t ̪ì̬)は近称の現場指示であり、yíɴ と lăɡáuɴ の使用は tʰò と同様に先行名詞を指す文
脈指示であると解釈される。しかし、実例などを分析した結果、ʔì のほかに tʰò にも現場指
示用法が観察され(例(115)を参照)、ʔì と tʰò にみられない yíɴ と lăɡáuɴ の特徴も検出された
（例(116)を参照）。例(115)は tʰò が現場指示として用いられている例であり、例(116)は yíɴ
と lăɡáuɴ のみが用いられる場合の例である。 
 
(115) “ʔăcʰíɴ-tô̬ tʰò sùɴ cʰì-t ̪ɔ̬ ́ tá̪tiʔ-kò yăkʰû-p̬ìɴ cʰâ-s̬è-ʔâɴ. 
“friend-PL that.DET hawk carry-attr.RLS meat-ACC now-FOC drop-vs.IMP-vs.IRR 
tì̪ɴ-tô̬ myìɴ-lò-c̬â-tă̪-lɔ”́{-hû sʰò-ʔî.} 




Grade-9: Lessson-4, p.14 
 
例(115)では、話し手は会話参加者から離れている位置にいる鷹を指示限定詞の tʰò を用い
て tʰò sùɴ「その鷹」として直接指している。 
 
(116) “…”-hû yíɴ/ lăɡáuɴ/ *tʰò/ *ʔì-kâ̬ pyɔ-́t ̪ì̬ 
“…”-QUOT that/ that/ that/ this-NOM say-vs.RLS 
「…」とその人（／同氏）が言った。 
The Irrawaddy: 2015/03/29, p.6（一部改変） 
 
例(116)は新聞などでよくみられる表現であり、先行文脈で現れた人物の代替表現として
yíɴ と lăɡáuɴ が使用される。これに対し、ʔì と tʰò にはこのような用法はない。 
 
次に、Pe Maung Tin (1959)の記述について検討する。Pe Maung Tin (1959)は lăɡáuɴ の由来
を中心として述べており、指示詞の使い分けの対照として扱っている引用例なども 12 世紀







であるキンウンミンジー (1821-1908)（緬暦 1183-1270）の「キンウンとパリ」には lăɡáuɴ nê 


















ʔì-ʔătù lăɡáuɴ mé+p̬yàɴ-ʔî. 











ʔăcìɴ の説明についても、Pe Maung Tin (1953: 42-43)は「多くの場合、ʔăcìɴ 文を tʰò 文で受
けて終わらせる」、大野 (2000)は「後に tʰò を伴う」としている。しかし、Theippan Maung 












は Grade-1 では初めてʔì が導入されるが、すべてが現場指示用法である (120)~(122)。Grade-2
以降はʔì に加えて、t ̪ì̬ と、更に tʰò が導入される。lăɡáuɴ が導入されるのは Grade-4 以降の


















ʔì-tw̬ìɴ ʔăkʰáɴʔăná písʰóuɴ-c̬áuɴ cènyà-ʔaʔ-pà-t ̪ì̬. 










指示限定詞ʔì と tʰò には現場指示に相当すると思われる例も実際には観察される。例
(120)~(121)はそれぞれ旅の距離や家族、村などをʔì で限定しながら直示的に指し示している
例であり、例(123)は、話し手は会話参加者から離れている位置にいる鷹を指示限定詞の tʰò
を用いて tʰò sùɴ「その鷹」として直接指している例である。 
 
(120) ʔì kʰăyí ní-t ̪ă̬-lá （空間） 
this.DET trip near-vs.RLS-Q 
この距離は近いですか。 
Grade-1: Lessson-2, p.23 
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(121) ʔì mîtá̪zû pʰăyábú+là-ʔî （人間） 
this.DET family worship+come-vs.RLS 
この家族がお参りに来た。 
Grade-1: Lessson-3, p.25 
 
(122) ʔì ywà-k̬ʰălé tà̪yà-t ̪ì̬. （物） 
this.DET village-DIM pleasant-vs.RLS 
この村は心地よい。 
Grade-1: Lessson-11, p.49 
 
(123) （(115)‐再掲） 
“ʔăcʰíɴ-tô̬ tʰò sùɴ cʰì-t ̪ɔ̬ ́ tá̪tiʔ-kò yăkʰû-p̬ìɴ cʰâ-s̬è-ʔâɴ. 
“friend-PL this.DET hawk carry-attr.RLS meat-ACC now-FOC drop-vs.IMP-vs.IRR 
tì̪ɴ-tô̬ myìɴ-lò-c̬â-tă̪-lɔ”́{-hû sʰò-ʔî.} 
[2]-PL see-want-mutual-vs.RLS-Q-QUOT say-vs.RLS 
「皆さん、あの鷹が咥えている肉片を今落として見せる。皆さん、見たいですか」と
言った。 









(124) pʰăyáláuɴ tá̪-ŋɛ-̀t ̪ì̬ “mîɡìɴ ʔì-k̬á naʔ-sʰɛ-́tó̬uɴ-tí̬…”-hû[…] 
future.Buddha son-DIM-NOM “Mother this-DIS.csubj god-medicine-block-EMPH…”-QUOT[…] 
未来の仏陀/菩薩である息子が「お母さん、これは神の薬です。（後略）」と[言って母
親の手に載せた]。 
Grade-9: Lessson-1, p.3 
 
(125) … “ʔì-k̬á mwè-pʰò ʔì-k̬á mwè-mâ-hû tì̪ɴ-tô̬ hmaʔtá̪-ywê 
… this-DIS.csubj snake-male this-DIS.csubj snake-female-QUOT [2]-PL memorize-SEQ 
míɴ-c̬í-ʔá pôsʰɛʔ-lè-lɔ”̂-hû sʰò-ʔî. 










…tʰò-hmà-k̬á hywɛɡ̀ùjí tʰò ʔăní-k̬á ta̪ʔbănyû…. 
…there-LOC-DIS.csubj NAME.place that.DET near-DIS.csubj NAME.place…. 
（前略）そちらにはシュエグージー、その近くにはタッビンニュ（後略）。 












応する場合を後方照応と言う。第 2 章で述べたように、ビルマ語の文脈指示を吉田 (2004)
の分類方法に従って、口語体は話し言葉の「談話文脈」、文語体は書き言葉の「文章文脈」
とする。本小節で述べる文脈指示というのは吉田 (2004)による「文章文脈」のことである。






tʰămíɴ sá-hlyìɴ ʔătà̪ɴ myì-ʔàuɴ mă-sá-yâ-Ø. yìɴyìɴcéjé sá-yâ-t ̪ì̬. 
rice eat-COND sound sound-PURP not-eat-AUX-vs.NEG politely eat-AUX-vs.RLS 
ʔì-t ̪ô̬ pyûmù-c̬ʰíɴ-t ̪ì̬ kòʔămùʔăyà yìɴcɛ-́c̬ʰíɴ pʰyiʔ-tì̪. 




Grade-3, Lesson-15, p.25 
 
(128) mɛ-́k̬ò yètwɛʔ+pí-hlyìɴ màuɴlùʔé-k̬â ʔì-t ̪ô̬ cènyà-ʔî. 
voting-ACC count+finish-when NAME.person-NOM this.DET-as announce-vs.RLS 
màuɴtà̪páɴ 85-mɛ.́ màuɴhywècé 15-mɛ ́
NAME.person 85-CLF NAME.person 15-CLF 
票を数えたあと、マウン・ルーエーはこう発表した。 
マウン・ターパン 85 票。マウン・シュエヂェー15 票。 










(129) ʔì yàɴbòuɴŋwè-hmà109 sìmàɴɡéiɴ ʔănèʔătʰá-p̬ɔ ̀ mù+tì-ywê hniʔ-hyè 




る追加基金として EU 連合が 70,000,000 ユーロ (US ドル 76,000,000)を支援すると 12
月 21 日に発表した。（中略）] 
この基金は計画の状況に応じて（柔軟に）長期的に運用するものである。 
Myanmar Time: 2015/12/31-2016/01/06, p.11 
 
(130) ʔì dètâ̪-myá ʔì-t ̪ô̬ pʰyiʔ+nè-t ̪ì̬-hmà cà-pì. 
















(131) hyéʔăkʰà-k̬â cwáwà-ta̬ʔ-t̪ɔ ́ cí tă̬-k̬àuɴ hyî-lè-t ̪ì̬. 
long.long.ago-PAST flaunt-tend.to-attr.RLS crow one-CLF exist-AUX-vs.RLS 
tʰò cí-t ̪ì̬ dáuɴ-myá-k̬ò myìɴ-hlyìɴ dáuɴ-kɛt̂ ̪ô̬ hlâpâ-lò-ʔî. 
that.DET crow-NOM peacock-PL-ACC see-COND peacock-as beauty-want-vs.RLS 
昔々驕り高ぶるカラスがいた。そのカラスはクジャクを見ると、クジャクのようにき
れいになりたくなった。 
Grade-3, Lessson-7, p.8 
 
(132) （(12)‐再掲） 
tʰò sà-hmà 1944-kʰûhniʔ zùɴlâ-k̬òuɴ zùlaìɴlâ-s̬ʰáɴ-lauʔ-hmà yauʔ+là-t ̪ì̬. 




その手紙は 1944 年の 6 月下旬か 7 月上旬かに届いた。 
Kyaymon: 2016/04/01, p.6 
 
例(131)と(132)での tʰò はそれぞれ後ろに来るカラスや手紙を指す名詞の意味範囲を限定




yíɴ sʰwénwébwé-myá tâɴ+tw̪á-k̬ʰ ɛ-̂t ̪ì̬. 





Myanmar Time: 2015/12/31-2016/01/06, p.50 
 
(134) lɔḱouʔtărà-ʔătwɛʔ ʔăcó+myá-myì pʰyiʔ-tɔ̪ ́ seiʔbădí-tô̬, 
supermundane-sake advantange+numerous-nc.IRR COP-attr.RLS rosary bead-PL 
cézì-tô̬-kò̬ lɛʔsʰàuɴ pé-myì càɴ-t ̪é̬-ʔî. yíɴ ʔăcàɴ-lɛ ́





キッサン文学集: Theippan Maung Wa, p.232 
 
例(133)と(134)での yíɴ はそれぞれ後ろに来る協議や考えを表す名詞の意味内容を文脈内
の要素と関連付ける指示限定詞である。(133)の yíɴ sʰwénwébwé-myá は「（和平）交渉協議」
を指し、(134)の yíɴ ʔăcàɴ は「数珠や鐘をプレゼントしようとしたこと」を指している。 
 
(135) （(14)‐再掲） 
[…]pyìdwíɴ-síbwáyé-louʔŋáɴ-hyìɴ-myá-kâ̬-lɛ ́ lăɡáuɴ cúɴ-tw̬ìɴ 
[…]domestic-economy-business-owner-PL-NOM-DIS.also that.DET island-LOC 
hòtɛ-̀myá tìsʰauʔ-nàiɴ-yàɴ seiʔwìɴzá-hmû myá+là-c̬áuɴ tî̪-yâ-t ̪ì̬. 





Kyaymon: 2016/04/01, p.20 
 
(136) […]lêcîɴ-tì̪ɴcá-hmû myìhmyâ lòʔaʔ-tì̪-k̬ò lăɡáuɴ ʔăpʰyiʔʔăpyɛʔ-myá-k̬â 
[…]train-teach-NMLZ how many need-vs.RLS-ACC that.DET event-PL-NOM 







Myanmar Time: 2015/12/31-2016/01/06, p.11 
 
例(135)と(136)の lăɡáuɴ はそれぞれ後ろに来る島や出来事を表す名詞の意味内容を文脈内







示代名詞として用いられている例である。また、本論で扱っていない t ̪ì̬ にも空間的位置を
対象とする例110がみられる。 
 
(137) […] ʔì-tw̬ìɴ mă-pí-t ̪é̬-Ø. 






Grade-11, Lessson-35, p.39 
 
(138) màuɴnàiɴ-t ̪ì̬ máɴdălé-t ̪ô̬ tw̪á-t ̪ì̬. tʰò-hmâ tăsʰîɴ mèmyô-t ̪ô̬ kʰăyí 




Myanmar Language Commission (2005), p.46 
 
(139) […] yíɴ-tw̬ìɴ mîmî-hnîɴ naìɴŋàɴyé-ʔămyìɴ-hnîɴ kʰàɴyùc̬ɛʔ 
[…] there-LOC myself-COM politics-opinion-COM conviction 
mă-tù-t ̪ù̬-myá-ʔá dìmòkărèsìyé […] ʔăcʰɛʔ 3-c̬ʰɛʔ pàwìɴ-t ̪ì̬. 
not-same-person-PL-ACC democracy […] factor 3-CLF include-vs.RLS 
[前述の状況において PR (Permanent Residency)でだれを呼ぶかという問題が出された。
それぞれのグループが一つになって 12 月 18 日に見解を発表した。] そこでは自分と
政治的な意見や信念が異なる人たちに民主主義 [や平和と人権の問題に関わること
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を制限しないよう、しっかりとした基本原則を立案することを] 含む 3 つの条件が含
まれている。 
The Voice Weekly: 2014/12/22-28, p.11 
 
(140) […] sʰàiɴ-k̬ʰáɴ tɔd̀ɔ-̀myámyá tăyouʔlùmyó-myá pàiɴsʰàiɴ-p̬í 
[…] shop-room quite-numerous Chinese-PL own-SEQ 
lăɡáuɴ-tô̬-tʰàɴ-hmâ tăsʰîɴ pyàɴlɛ+̀hŋáyáɴ-yâ-c̬áuɴ […] 
those-PL-place-ABL through return+rent-AUX-fact […] 
[2000年に開いたマハーアウンミェ宝石販売所では]大部分の店舗は中国人が所有して、
その人ら（／彼ら）からまた借りることになっているし、[店舗の価格は 7 千万チャッ
トで、賃貸は 10 万チャット以上もすると翡翠商人たちに聞いた。] 











位置指示代名詞にはʔì、tʰò、yíɴ、lăɡáuɴ という形式があり、そのうちの yíɴ と lăɡáuɴ は物
や事柄を指す場合にも人間あるいは人間相当の名詞句や動物を指す場合にも用いられる。






(141) “houʔ-lá, kʰɛʔ-pì. bɛĥnɛ ̀ càɴ-mă-lɛ.́ bɛ-̀lò dă̪díɴ yâ-t ̪ă̬-lɛ.́” 
right-Q difficult-vs.INC how plan-vs.IRR-Q how-as news get-vs.RLS-Q 
ʔì-ká̬ màuɴlùʔé-ʔî ʔătà̪ɴ pʰyiʔ-ʔî. 













(142) […] ʔì-k̬á cʰwètàyé ʔăsiʔ-tí̬. 
[…] this-DIS.csubj saving real-EMPH 
[一方のチームは裸。もう一方のチームも何もない。でも一方のチームは石炭を溶かし
て体に塗ってある。] これは本当の節約である。 











(143) tăcʰá níláɴ càɴzì-ʔî tʰò-lɛ ́ mă-houʔ-pyàɴ-Ø. 
other way think-vs.RLS that-DIS.also not-right-again-vs.NEG 
別な方法を考え出した。それもまた違う。 
 
4.6.2.3.3. 非位置指示代名詞として物名詞句の文脈を対象とする場合の yíɴ 
非位置指示代名詞としての yíɴ（と lăɡáuɴ）は、ʔì と tʰòのような後続助詞の制限がなく、
先行文脈内の物や事柄を指す場合に用いることができる。 
 
(144) […] yíɴ-hmà pyìdwíɴ-cwémyì pʰyiʔ-tì̪. 











4.6.2.3.4. 非位置指示代名詞として物名詞句の文脈を対象とする場合の lăɡáuɴ 
非位置指示代名詞としての lăɡáuɴ は yíɴ と同様に、ʔì と tʰòのような後続助詞の制限がな
く、先行文脈内の物や前に述べた事柄全体を指す場合に用いることができる。以下(145)は
インダー族の人たちが浮き畑に穀物を育てること全体を lăɡáuɴ が指示している。 
 
(145) ʔíɴd̪á-tô̬-t ̪ì̬ cúɴmyɔ-́c̬í-myá-p̬ɔ-̀tw̬ìɴ ʔătí̪ʔăhnàɴ saiʔpyó-c̬â-t ̪ì̬. 
Intha-PL-DIS floating.island-AUG-PL-above-LOC grain plant-mutual-vs.RLS 
lăɡáuɴ-tô̬-k̬ò yècʰàɴ-louʔŋáɴ-hû kʰɔ-̀t ̪ì̬. 
that-PL-ACC hydroponic.culture-work-QUOT call-vs.RLS 
インダー族の人たちは浮き畑に穀物を育てる。それを水耕栽培業と呼ぶ。 
Grade-7: Lessson-4, p.14 
 
例(145)の lăɡáuɴ は「インダー族の人たちが浮き畑に穀物を育てること」を指している。 
 









(146) cáuɴd̪á-myá-ʔî seiʔ-kò cʰouʔcʰɛ-̀c̬ʰíɴ mă-pyû-Ø. yíɴ-tô̬-ʔá luʔlaʔ-swà tʰá-ʔî. 
student-PL-GEN mind-ACC control-NMLZ not-do-vs.NEG those-PL-ACC free-NMLZ put-vs.RLS 
学生たちの心を拘束しない。その人たちを自由にさせる。 
キッサン文学集: Minthuwun, p.82 
 
(147) pàtì-tô̬ tìsʰauʔ-cʰíɴ ʔàuɴmyìɴ-s̬è-lò-t ̪ì̬. 
party-PL establish-NMLZ success-vs.IMP-want-vs.RLS 
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yíɴ-tô̬-k̬ô cʰiʔ-tɔ̪1́12 móuɴ-t ̪ɔ̬-́câ̬uɴ mă-houʔ-Ø. 
those-PL-ACC love-attr.RLS hate-attr.RLS-CAUS not-right-vs.NEG 
政党の設立が成功してほしい。その人ら（／彼ら）が好きだからとか、嫌いだからと
かではない。 










(148) ʔànàbàiɴ-myá-k̬â lăɡáuɴ-tô̬ ʔăcʰèiɴhmì mă-tî̪hyî-c̬ʰíɴ-c̬âuɴ-hû tôuɴpyàɴ-t ̪ì̬. 
authority-PL-NOM those-PL in.time not-know-NMLZ-CAUS-QUOT respond-vs.RLS 
権力者たちは彼ら(／自分たち)が事前に知らなかったからだと応えた。 
The Irrawaddy: 2015/03/29, p.10 
 
(149) hŋɛʔtɔ-̀k̬ò tì̪ɴ myìɴ-p̬ʰú-p̬à-t ̪ă̬-lá. lăɡáuɴ-ʔî ʔăhmwé-t ̪ì̬ mɛńɛʔ+tauʔpyàuɴ-ʔî. 
drongo-ACC [2] see-EXP-PLT-vs-Q that-GEN feather-DIS black+bright-vs.RLS 
lăɡáuɴ-hnaiʔ hyèhlyá-t ̪ɔ̬ ́ ʔăhmí-hnăkʰwâ-lɛ ́ pà-ʔî. 
that-LOC long-attr.RLS tail-fork-DIS.also include-vs.RLS 
あなたはオウチュウという鳥を見たことがありますか。そのオウチュウの羽は真っ黒
で艶がある。そのオウチュウに長い二股の尻尾もある。 
Grade-4: Lessson-15, p.22 
 
例(148)での lăɡáuɴ は先行名詞句の「権力者たち」を指し、(149)での lăɡáuɴ は「オウチュ
ウという鳥」を指している。 
 
従って、文語体指示詞を以下の表 25 のように分類することができる。 
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表 25 文語体指示詞の分類 
語類 用法 指示対象 
指示詞 



































































4.7. ʔì, tʰò, yíɴ, lăɡáuɴのそれぞれの使用 
ʔì, tʰò, yíɴ, lăɡáuɴ は以下のようにそれぞれ異なる特徴を持っている。 
 




(150) hyélùɴlèpídɔ̪ʔ́ăkʰà tɔ-́c̬í-ʔătwíɴ-hyî yèʔàiɴ tă-kʰû-hnaiʔ leiʔ tă̬-kà̬uɴ 
long.long.ago jungle-AUG-inside-exist pond one-CLF-LOC tortoise one-CLF 
nè-ʔî. tʰò ʔàiɴ ʔăní-hnaiʔ tă̪mìɴ tă̬-kà̬uɴ nè-ʔî. 
stay-vs.RLS that.DET pond near-LOC deer one-CLF stay-vs.RLS 
tʰò ʔàiɴ-ʔî ʔăní ti̪ʔpìɴ-hnaiʔ kʰauʔhyàhŋɛʔ tă̬-kà̬uɴ nè-ʔî. 
that.DET pond-GEN near tree-LOC woodpecker one-CLF stay-vs.RLS 
tʰò ta̪ʔtăwà tó̪uɴ-ʔú-tô̬-t ̪ì̬ ʔăsʰwèkʰìɴbúɴ pʰyiʔ-câ-ywê 
that.DET living.beings three-CLF-PL-DIS friend COP-mutual-SEQ 
tă-ʔú-hnîɴ tă-ʔú cʰiʔkʰìɴ-sw̬à nè-câ̬-t ̪ì̬. tă-nê-tɔ̪ʔ́ăkʰà 
one-CLF-COM one-CLF friendly-AUX stay-mutual-vs.RLS one-day-when 
tɔ-́laiʔ-mouʔsʰó tă-yauʔ-tì̪ yèʔàiɴ ʔăní-tw̬ìɴ tă̪mìɴ cʰɛ-̀yà-kò̬ myìɴ-ywê 
jungle-follow-hunter one-CLF-NOM pond near-LOC deer foot-print-ACC see-SEQ 
 88 
tó̪uɴlúɴtîɴ tă̪yè-cɔɡ̂wíɴ-kò̬ tʰàuɴ+tʰá-k̬ʰ ɛ-̂ʔî. […] 
three.ply leather-trap-ACC set+put-PAST-vs.RLS. […] 
ʔì-t ̪ô̬-ʔápʰyîɴ tăreiʔsʰàɴ-c̬ʰ íɴ-p̬ìɴ tă-ʔú-kò̬ tă-ʔú kùnyì+sâuɴhyauʔ-câ-pʰú-lè-t ̪ì̬. 













4.7.2. 指示代名詞 yíɴと lăɡáuɴの使用 
論文などで文献を引用する場合、引用箇所の末尾に「作者名(年代)」というように記すが、
同じ論文の中で同じ文献を 2 回以上連続して引用する場合には 2 回以降の引用に‘ibid.’「同
(書)」という意味で「yíɴ」で記す。 
 
(151) 1 nàiɴ páɴ hlâ(dauʔtà-), 1997, 84.113 1Nai Pan Hla (Doctor-), 1997, 84. 
2yíɴ, 84. 2(ibid.: 84) 
Cho ChoTint (2011:.262) 
 
例(151)の「yíɴ, 84.」の yíɴ は直前の Nai Pan Hla (1997: 84)を受けており、「同書: 84」とい
う意味である。 
 
yíɴ に対して lăɡáuɴ は前に述べたもの、あるいは記したものと同様であることを表す時の
目次などに用いられる。次に続く作者名がその直前に挙げた作者名と同じである場合や、時
代名が直前に書いた時代名と同じである場合に lăɡáuɴ が用いられる。つまり、lăɡáuɴ は日 
本語の「同上」という意味で用いられる。Okell and Allott (2001: 219)では、‘၎င်ျား⇒ditto, as above; 
in columns and lists; sentence. ’と記述され、その例として‘မြ င်ဆုရ  န်၊ ၁၅/-။ မြ င်တင်လ ၊ ၎င်ျား။ 





1) ヤーザクマーラ碑文 バガン時代 
2) ティンジーアタビナンダトゥー碑文 lăɡáuɴ 
3) タウングーニーバゴダ碑文 lăɡáuɴ 
Burmese Literature Collection Vol. 5 (1992) 一部改変 
 
例(152)では、2)と 3)の碑文が 1)と同じく、バガン時代の碑文であることを lăɡáuɴ で示さ
れている。 
 
以上、それぞれ文献を引用する際や目次などにみられる yíɴ と lăɡáuɴ の実例を挙げたが、
その 2 語の使いわけについてはまだ不明である。この点については、更なる調査が必要であ









・ 文語体指示詞のʔì と tʰò は文脈指示のみならず現場指示相当用法でも用いられる。これ
に対し、yíɴとlăɡáuɴ は文脈指示の表現のみとして用いられることが分かった。 
・ 非位置指示代名詞としてのyíɴとlăɡáuɴ は物を代替して表現する場合のみならず、直接
に人間や動物を代替する場合にも用いられるのに対し、ʔì と tʰò にはこのような使用が
みられなかった。 
・ yíɴとlăɡáuɴ は「同上」という意味で上に述べたことを指し示す機能を持っているが、




4.9. 文語体ʔìと tʰòの口語体との対応関係 
本節では、文語体ʔì と tʰò の口語体との対応関係について若干触れておきたい。 
ビルマ語の歴史をみると、記年のあるビルマ語碑文の中で最も古いとされる 12 世紀初頭
のヤーザクマーラ碑文にはʔì と tʰò の使用が観察される114。この碑文ではʔì の使用回数が 11
回、tʰò が 15 回であった115。これらの指示詞について、母語話者への調査で、口語体でどう
いう形式に対応するかを調べたところ、ʔì は全て dì となるが、tʰò は hò とはならず全てʔɛd́ì
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であった。つまり、文語体の tʰò を口語体の hò だけに対応させるという記述は不充分だ、
ということである。ビルマ語の口語体において、ʔɛd́ì は重要な役割を果たしており、文語体




従って、第 3 章と第 4 章の記述より、ビルマ語の口語体と文語体の指示詞の対応関係を
以下表 26 のようにまとめることができる。 
 
表 26 ビルマ語の口語体・文語体の指示詞 
口語体  文語体 
限定 位置 非位置  限定 位置 非位置 
dì- dì dà (/ dìhà)  ʔì- ʔì ʔì (ʔăyà) 
















とは言え、第 3 章と第 4 章での考察結果から類推するに、両者の形式の持つ現場指示、文
脈指示といった「中心的」な用法には相当程度の重なりが見られるという点を考慮すれば、
不完全ではあるものの、表 26 のような対応関係を示すことには妥当性があると考える。 
また、指示詞の場合は、口語体では位置指示名詞と非位置名詞の形式がそれぞれ dì, ʔɛd́ì, 














従って、ビルマ語の指示の全体像を以下表 27 のように整理することができる。 
 







ʔì- tʰò- yíɴ-/ lăɡáuɴ- 
dì- hò-/ ʔɛd́ì- ʔɛd́ì- 








ʔì tʰò yíɴ/ lăɡáuɴ 
dì hò/ ʔɛd́ì ʔɛd́ì 
「ここ」 「(あ)そこ」 「そこ」 
非位置指示代名詞 
「指示詞 (+ CM)」 
ʔì (ʔăyà) tʰò (ʔăyà) yíɴ (ʔăyà)/ lăɡáuɴ (ʔăyà) 
dà (/dìhà) hohà/ ʔɛd́à (/ʔɛd́ìhà) ʔɛd́à (/ʔɛd́ìhà) 
「これ」 「あれ/それ」 「それ」 












あることを強く示唆する。岡野 (2011: 80)は「拡張形式 hɔ́ の起源である間投詞は驚きの感




(153) hɔ-́dì-hmà yáuɴ+pé+nè-p̬ì yáuɴ+pé+nè-p̬ì 












(154) sʰăyà-yè cămâ-k̬ò kʰû ʔănèʔătʰá-ʔătáiɴ dăbòuɴzàɴdɛ ́ tù-ʔàuɴ 
teacher-VOC [1f]-ACC now condition-just.like absolutely same-PURP 
sʰwɛ+́pé-p̬à-Ø-nɔ ̀ cămâ-myɛʔhnà-k̬â ʔăyéʔăcáuɴ-tw̬è-yɔ ́
draw+give-PLT-vs.IMP-FP [1f]-face-LOC wrinkle-PL-DIS.also 
hɔ-̂dì pá-tʰɛʔ-k̬â hmɛ-̂lé-yɔ ́
INTERJ.OBL-this.DET cheek-upon-LOC mole-DIM-DIS.also 
先生…私を現在のありのまま状態にまったく同じく描いて下さいね。私の顔のしわも、
この頬にあるほくろも 
(‘ʔăcàɴɡáuɴ’, http://www.myanmarnewszone.com/jokes/8012-a-good-idea.html, 2013.12.04 取得) 
 
(155) ...hɔ-́dà-k̬â cɛʔtá̪ hɔ-́dà-k̬â wɛʔtá̪ hɔ-́dà-k̬â băzùɴdouʔ-cí-lè tă̪mí-yɛ.̂ 






の(156)は hɔ-́hò が遠くの場所を指す場合の例である。 
 
(156) ní-p̬à-p̬ì-kwà, hɔ-́hò-hyê-k̬â ʔămó-nìnì-nɛ ̂ hmòuɴkouʔkouʔ-ʔeìɴ-p̬ɛ.́ 




また、以下(157)のような hɔ́ と hò の間にポーズが入る例もある。hɔ́ が単に間投詞として
の意味を持つことがこの例からも明らかである。 
 
(157) hɔ ́ ．．． hò-hmà ʔúkáuɴ-tà̬uɴ pyàɴ+là-p̬ì. 







(158) myàɴmà-zăɡá-hmâ kărîyàdauʔ sʰò-yà-hmà kărîyà-k̬ò ʔătʰauʔăkù+pyû-tɛ ̀
Myanmar-language-ABL auxiliary.verb say-while-LOC verb-ACC assist+do-vs.RLS 
sʰò-k̬àhmyâ-nɛ ̂ mă-pí-p̬à-p̬ʰú. hɔ-́dì-lò ʔìɴɡàyaʔ-twè 





(2) 動詞との接続は閉じた連結 (close juncture)となる。(3) 動詞と助動詞の間に否定辞















時間名詞に前接する hó は表面的には指示詞ဟ ု /hò/と入れ替わっているようにみえる。 
 
(159) hó hyéhyé-tó̬uɴɡâ-tɛ̬ ̂ bàyànătì̪-pyì-c̬í-yɛ ̂ ʔăsùɴ-ʔăpʰyá-hmà 
very.distant.DET long.ago-while-HS NAME.place-country-AUG-GEN end-tip-LOC 
kouʔkò-p̬ìɴ-c̬í tă̬-p̬ìɴ hyî-t ̪ă̬-tɛ̬ ̂
NAME.tree-tree-AUG one-CLF exist-vs.RLS-HS 
ずっと昔のことだとさ．．．バーヤーナティ国の辺境にビルマネム (Albizia lebbeck)の
木が 1 本あったんだそうだが。 
(MSD2012: 171) 
 
(160) hó kʰiʔ-tóuɴɡâ ʔăyɛʔtă̪má sʰò-tà̬-k̬ò lɛʔhnyó+tʰó+pyâ-k̬ʰ ɛ-̂yâ-tɛ̬.̀ 
very.distant.DET era-while drinker say-nc.RLS-ACC finger+point+show-AUX-AUX-vs.RLS 
dì kʰiʔ-hmà ʔăyɛʔ mă-ta̪uʔ-taʔ-tɛ ̂ lù-kò 






(159)と(160)の hó は hò と置き換えることが可能であるが、ニュアンスが異なる場合があ
る。一般に前者を使う方が後者を使うのに比べ、現在からより離れているニュアンスを持つ。
また、以下(161)のように、hó と hò が共起することもある。 
 
(161) hó-hò-tó̬uɴɡâ ʔèyàwădì-myiʔ-cí bé-kâ̬ nyàuɴtò sʰò-tɛ̬ ̂
very.distant.DET-that1.DET-while.HS NAME.thing-river-AUG beside-LOC NAME.person say-attr.RLS 
ywà-k̬ălé tă-ywà-hmà kòcauʔkʰɛ ́ sʰò-tɛ̬ ̂ lù tă-yauʔ hyî-tɛ̬ ̀









(162) a. hò-kâ̬/ hò lù b. hó-kâ̬/ *hó lù 
 there-ABL/ that1.DET person  very.distant-ABL/very.distant person 
 あそこの人／あの人 ずっと向こうの人／（ずっと向こうの人） 
 
(163) a. hò-kâ̬/ hò ti̪ʔpìɴ b. hó-kâ̬/ hó ti̪ʔpìɴ 
 there-ABL/ that1.DET tree  very.distant-ABL/very.distant tree 







5.1.3. dìと hòの特別な用法 





ʔă-が脱落した形式である。ʔăkàuɴ はまた動物類という意味もある。以下の(164)は dì を用い
た例であり、(165)と(166)は hò を用いた例である。 
 
(164) dì kàuɴ-kâ̬ ʔămyɛ ́ mă-yòuɴ-yâ-p̬ʰú. 
this.DET fellow-NOM always not-trust-AUX-vs.NEG 
こいつはいつも信用できない。 
 
(165) hê hò ʔăkàuɴ lɛʔ mă-sʰé-p̬ɛ ́ bɛ ̀ tʰâ+pyé-tà̬-lɛ ́




(166) sà nɛńɛ ́ taʔ-tɛ ̂ hò ʔăkàuɴ nè-k̬ʰ ê-Ø. càɴ-tɛ̬ ̂ lù-tw̬è 








場合であり、dì との入れ替えが可能な例である。(168)で dì を用いると、dì kàuɴ「こいつ」
という読みになるが、話し手が知らない第三者を指すことに変わりはない。 
 
(167) kɛ ́ bɛ-̀mă-lɛ ́ hò kàuɴ 
INTERJ where-LOC-Q that1.DET fellow 
{keiʔsâweiʔsâ-tw̬è hyíɴ-p̬í-t ̪ɔ̬ ̀ tìɴtʰúɴʔaùɴ-k̬ò mé-yâ-t ̪ì̬} 
sundry.matters-PL solve-finish-while NAME.person-ACC ask-AUX-vs.RLS 
「さあ、どこだ？あいつは．．．．．．」 
一件落着すると、ティントゥンアウンのことを尋ねなければならない。 
(MTT1995: 43), (MDM1983: 30)一部改変 
 
(168) hò kàuɴ-k̬â míɴ-nɛ ̂ ywɛd̀ù-lá 
that1.DET fellow-NOM [2m]-COM the.same.age-Q 
そいつは君と同い年かい？ 
(MTT1995: 51), (MDM1983: 39) 
 
また、hò は遠い過去を指すのに対し、dì は現在を含む近い過去と現在を含む近い未来を
指す。(169)の hò は「過去」という意味のʔăyìɴ に言い換えられ、(169)と(170)の dì は「現在」
という意味のʔăɡû、ɡû に言い換えられる。過去のことを hòʔăyìɴ「あの過去」、現在のこと
を dìʔăɡû/ dìɡû「この現在」という表現もある。 
 
(169) hò tălɔ-́kâ̬ tɔt̀ɔ ̀ pù-p̬èmɛ ̂ dì tălɔ ́ nɛńɛ ́ pyàɴ+ʔé+là-tɛ̬.̀ 
that1.DET interval-PAST quite hot-although this.DET interval little return+cool+come-vs.RLS 
この間は結構暑かったけど、最近少し涼しくなってきた。 
 
(170) dì tă-yɛʔ hnă-yɛʔ-ʔătwíɴ louʔŋáɴ myàɴmyàɴ sâ-hmâ pʰyiʔ-mɛ.̀ 




(169)の hò と dì は具体的な遠さではなく、現在から離れる心理的な遠さを表す。hò は遠
い過去のことを表し、dì は現在を含む近い過去を表す。(170)は dì が現在を含む近い未来を
指す例である。この 2 例からは、dì が現在を含む近い過去と現在を含む近い未来を指すの
に対し、hò は遠い過去を指すことが分かる。 




(171) dì-hmà tà̪ɴjáuɴ ŋâ ʔăcáuɴ-k̬ò míɴ cá-p̬ʰú-tɛ̬ ̀ mă-houʔ-lá 
here-LOC NAME.person [1].OBL case-ACC [2m] hear-EXP-vs.RLS not-right-Q 
ね、タンジャウン。わしのことはわかっておるだろう。 
(MTT1995: 76), (MDM1983: 66)一部改変 
 
5.1.4. hòdíɴ/ hăwà (hăhwà)の用法 
hòhà と同様の意味を表す形式として hăwà (hăhwà)、hòʔouʔsà、hòdíɴ がある。hăwà (hăhwà)
は hòhà が音変化して初頭音節が弱音節になった形式、ʔouʔsà は「もの」という自立形態素、
díɴ または t ̪í̬ɴ は三人称代名詞である。 
Khin Min (2007: 34)は、「hòhàという使用からhăwàの使用に変わる場合も多くある。hòdíɴ、
hòʔouʔsà として使用すると名前を表現してはいけないもの、あるいは、名前を表現したくな
いものを指すことになる」と述べている。Myanmar Language Commission によるビルマ語辞
典 (1978-1980)には hòdíɴ を 1.「やや遠いところにある、とあるものについて表す言葉(口語
表現のみに使用する)」、2.「名前を覚えていない、言い表すことができないものについて表
す言葉」(vol. 4: p.243)と記述されている。 
hò が接続する名詞の元々の意味から、hăwà (hăhwà)、hòʔouʔsà は物名詞、hòdíɴ は人間名
詞であることが多いが、実際には hăwà (hăhwà)と hòdíɴ は名前を表現したくない、あるいは
知らない物ものであってもそのような人間であっても指すことができる。 
 
(172) ʔèiɴ-wâ-hmâ nè-p̬í mâ-hòdíɴ-yè… bà cʰɛʔ-lɛ{́-hû mé-k̬à 
house-entrance-ABL stay-SEQ HON.F-that1.thing-VOC… what cook-Q-QUOT ask-SEQ 
míbòjàuɴ-t ̬ʰ ɛ-́ʔătʰî táɴ-p̬í wìɴ+t ̪w̬á-nàiɴ-t ̪î̬ ʔăyât ̪à̬-myó-k̬ò wìɴdàmìyà 
kitchen-inside-TER straight-SEQ enter+go-can-attr.RLS taste-kind-ACC NAME.place 
yăkʰû tà̪ɴlwìɴ-láɴ-tw̬ìɴ yâ-nàiɴ-myì mă-houʔ-pè-Ø.} 






(173) hà ʔú-hăhwà bɛ-̀k̬â hlɛ+̂là-k̬ʰɛ-̂t ̪ă̬-lɛ ́













hò hò myíɴ-kò̬ hmì-ʔàuɴ mă-laiʔ-nàiɴ-lô-p̬à myíɴ-kâ̬ cʰè 
INTERJ INTERJ horse-ACC cash.up-PURP not-chase-can-because.of-PLT horse-NOM legs 
lé-c̬ʰáuɴ cănɔ-̀kâ̬ hnă-cʰáuɴ-mô-p̬à. 
four-CLF [1m]-NOM two-CLF-because.of-PLT 




hò ʔeìɴ-hyê-kâ̬ myíɴ tă̬-sí̬-nɛ ̂ pʰyaʔpʰyaʔ tw̪á-tó̬uɴɡâ-pɔ.̂ 





hò hò hlè pɔ-̀hmà kòuɴ-tw̬è-nɛ ̂ pyê-nè-lô dì kʰălé-kò̬ 
INTERJ INTERJ boat above-LOC goods-PL-COM full-stay-because this.DET child-ACC 
dì ná-hmà-p̬ɛ ́ kʰănâ te̪iʔ+tʰá-laiʔ-yìɴ káuɴ-mă-lá 
this.DET near-LOC-FOC awhile put.to.bed+put-AUX-COND good-vs.RLS-Q 
síɴsá-nè-lô-p̬à dì kʰălé-kâ̬ te̪iʔ sʰó-tà-hyîɴ. tù̪ nó+là-yìɴ 
think-stay-because-PLT this.DET child-NOM very bad-nc.RLS-FP.F [3] wake up+come-COND 
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ʔălouʔ káuɴ louʔ-yâ-hmà mă-houʔ-pʰú 







“cănɔ-̀tô̬ hò ʔɛ ́ kòʔú-nɛ ̂ kàɴkáuɴ-kò̬-yɔ ́ kʰɔ-̀lô yâ-mălá-byâ.” 
[1m]-PL INTERJ INTERJ NAME.person-COM NAME.person-ACC-DIS.also call-CNSQ no.matter-vs.IRR-Q-FP.M 
{kòtó-kâ̬ măyɛt́ăyɛ ́ mé-t ̪ì̬.} 






hò hò nèyà tîtîcâcâ-lé hɔ+́pé-p̬à-Ø-lá sʰăyà-yɛ.̀ 





hò hò dăbyɛʔsí+hlɛ-́tà̬-tô̬ ʔăwuʔ+hyɔ-̀tà̬-tô̬. 





hò-lè ʔăpʰó-cí̬ tă-yauʔ-nɛ ̂ nè-tà̬-lè. 














(a)A: bɛ ̀ ná-hma ̀-lɛ.́ bɛ ̀ hɔt̀ɛ-̀lɛ.̀ hɛ ̂ ŋà pyɔ-́mɛ.̀ hò nèyà-lè 
which.DET near-LOC-Q which.DET hotel-Q INTERJ [1] say-vs.IRR that1.DET place-FP 
hò bɛ ̀ nèyà-lɛ.́ hò ʔìtălì sáta̪uʔsʰàiɴ hyî-tɛ̬ ̀ tî̪-lá. 
INTERJ which.DET place-Q that1.DET Italy restaurant exist-vs.RLS know-Q 
ʔăɡû hòhà-lè mákɛʔpălê ʔɛ ̂ nèyà tî̪-lá. 
now INTERJ-FP NAME.place that2.DET place know-Q 
sìɴɡăpù tà̪ɴyóuɴ hò bɛʔ nɛńɛ ́ tw̪á-yìɴ yauʔ-pì-lè 





(b)B: tù̪ ʔăyìɴ-tó̬uɴɡâ ʔaiʔ119 ná-kâ̬ hɔt̀ɛ-̀hmà nè-tà̬ 





(c)A: ʔɔ ̀ dànɛ ̂ nyămâ-k̬ò môuɴ-tà̬uɴ mă-cwé-yâ-t ̪é̬-p̬ʰú. 
INTERJ by.the.way sister-ACC snack-even not-feed-AUX-still-vs.NEG 
hò ʔăná-hmà yàɴɡíɴ dì ná-hmà hòhà yáuɴ-tɛ̬ ̀ sʰò-tà̬-nɔ ̀
that1.DET near-LOC NAME.place this.DET near-LOC INTERJ sell-vs.RLS say-attr.RLS-FP 
pyɔ+́tʰá-t ̪é̬-tɛ̬-̀nɔ.̀ myíhyè myíhyè. 








(a)A: ʔăɡû bɛh̀nă-yɛʔ cà-hmà-lɛ.̀ 
now how.many-day long-LOC-Q 
今回、何日間いるの？ 
 




(c)A: càd̪àbădé. ʔɛ ̀ myàɴ-t ̪ă̬lò-p̬ɛ ́
Thursday? INTERJ early-as-FOC 
木曜日？えぇ、早いね。 
 
(d)B: kʰănà-p̬ɛ.́ dì tă-kʰauʔ-kâ hò, cáuɴ keiʔsâ-nɛ ̂ là-tà̬ sʰò-tɔ̬ ̂





ビルマ語の慣用表現にဟ ု /hò/と ဒီ/dì/の組み合わせがある。ဟ ု /hò/と ဒီ/dì/は以下(183)と(184)
のように「hò V dì V」や「dì V hò V」の形で現れる場合もあれば、(185)と(186)のように「hò 
N dì N」や「dì N hò N」の形で現れる場合もある。このとき hò をʔɛd́ì に置き換えることは
不可能である。一般に hò-N/ V が先に現れるパターンが自然である。 
この慣用表現における hò や dì には具体的な指示対象があるとは考えづらい。hò や dì は
格助詞も名詞も伴わない場合は位置名詞であり、例文(183)で hò や dì は mé「尋ねる」の対
象ではあり得ないことになる。 
 
・ hò V dì V 
(183) hò mé dì mé mé-t̬ɛ.̀ 
that ask this ask ask-vs.RLS 
あれこれ尋ねる。 
 
(184) hò tw̪á dì là louʔ-tɛ.́ 




・ hò N dì N 
(185) “bà tó̪uɴ-hmà-lɛ.́” 
what use-nc.attr-Q 
「何に使うのかの？」 
“hòhà-lé dìhà-lé wɛ-̀yâ-tà̬-pɔ.̂” 
that-DIM this-DIM buy-AUX-nc.RLS-FP 
「あれやこれや買うのにさ。」 
(MTT1995: 115), (MDM1983: 105) 
 
(186) hò-ʔătwɛʔ dì-ʔătwɛʔ hòdíɴ dìdíɴ lɛʔsʰàuɴ-pyiʔsí-tw̬è-pɔ-̂lô tă̬k̬ătɛ̬.́ 




ဟ ု ဟ ု ဒီဒီ/hòhòdìdì/「あちこち」もこのような慣用表現の一種とみなしていいだろう。 
ここで指摘しておきたいのは、これらの慣用表現と同様に、下の(187)と(188)でみられる
hòbɛʔという表現が dìbɛʔ「こちら」に対立する「あちら」として使われていることである。




(187) …hòbɛʔ ná-hmà cănɔ ̀ ti̪ʔkáiɴ-lé-tw̬è cʰó-pí saiʔ+tʰá-tɛ̬.̀ 
…that.side near-LOC [1m] branch-DIM-PL break-SEQ stand+put-vs.RLS 
…あっちに木の枝を折って立ててある。 
(MTT1995: 145), (MDM1983: 135) 
 
(188) sáɴbauʔ-kâdɔ ̂ tă-màiɴ-lauʔ wé-t ̪é̬-tɛ̬.̀ cănɔ ̀ ʔeiʔ-tɛ ̂ nèyà-k̬âdɔ ̂













散文などにはဤဤ/ʔìʔì/やထ ု ထ ု /tʰòtʰò/などの指示表現の重複がみられ、現代の文献などに
もこのような重複の使用が使われている。この場合、ဤ/ʔì/や ထ ု /tʰò/などのように単独で使
われる形式の複数形のようなものとしてみなすことができ、「これ」「ここ」に対する「これ
ら」「ここら」、「それ」「そこ」に対する「それら」「そこら」の意味で使用される。Myanmar 






(189) ʔì-ʔì lézá-pùzɔ-̀tʰeiʔ-tɔ̪ ́ pouʔɡò-t̬ô-ʔá lɛʔ sʰɛ-̀pʰyà mó 





(190) […] myá-t ̪ɔ̬-́ʔápʰyîɴ tʰò-tʰò-t ̪ɔ̬ ́ cáɴ sʰăyà-tô̬-tw̬ìɴ pàlî daʔkʰàɴ 







Grade-10: Lessson-17, p.86 
 
(191) sìɴziʔ-tɔ̪k̀á ʔăcìɴ naʔ-tô-tì̪ ʔăcìɴ-ʔăcìɴ ʔăyaʔ-hnaiʔ-tà̪hlyìɴ 









(192) tʰò-tʰò-t ̪ɔ̬ ́ sàʔouʔ-myá-hnaiʔ myàɴmà-pyì ʔăcáuɴ pà-t ̪ì̬ 
that.DET-that.DET-attr.RLS book-PL-LOC Myanmar-country case include-vs.RLS 
There is something about Burma in all those various books. 
Okell (2001: 101) 
 
(193) tʰò-tʰò-t̪̬ɔ ́ keiʔsâ cí-ŋɛ-̀tô̬-k̬â cănouʔ-tô-ʔá címá-kʰàiɴkʰâɴ-t ̪ɔ̬ ́
that.DET-that-attr.RLS matter big-small-PL-NOM [1]-PL-ACC large-strong-nc.attr 
ʔăcó-k̬ò pé+swáɴ+nàiɴ-myì mă-houʔ-Ø. 
benefit-ACC give+able+can-vs.IRR not-right-vs.NEG 
そのようなことは我らに多大な利益を与えてくれるわけがない。 
 
(194) ʔăkʰáɴ-t ̬ʰ ɛ ́ wìɴ-ywê tʰò-tʰò ʔì-ʔì cî-t ̪ì̬ 
room-inside enter-SEQ that-that this-this look-vs.RLS 
I entered the room and looked here and there. 
Okell (2001: 101) 
 
(195) lâ-t ̪ì̬ nyâ-ʔăkʰà tʰúɴlíɴ-tauʔpâ-ʔî. tʰòhmâtă̬p̬á 
moon-NOM night-time shine-bright-vs.RLS furthermore 
mí-t ̪ì̬ nê-yɔ ́ nyâ-p̬à tʰò-tʰò ʔăyaʔ-hniʔ tʰúɴlíɴ+tauʔpâ-ʔî. 
fire-NOM day-DIS.also night-DIS.also that.DET-that.DET place-LOC shine+bright-vs.RLS 
月は夜に輝く。そして、炎は昼も夜もそちらの場所で輝く。 
https://kshan.files.wordpress.com/2010/02/01_sagatha-sam_e1809ee180b6e1809ae180afe18090e181b1e18094e180a
de18080e180ace1809ae180b9-e1809ee18082e180abe18091e180ace18180e18082e181a2.pdf (2018/07/07 取得) 
 
また、1367 年(緬暦 729)以前の文献であるアシンマハーシラウンサ(အရ င်ြဟ သီလဝ သ)や
シングナーリンガーヤ(ရ င်ဂုဏ လကက   )による四行詩「ピョ」（「四行詩、詩的韻文」(大野 2000,
ビルマ語辞典))という形式で詠まれた「祈り節のピョ」において、指示表現の重複形式
(ဤယင်ျား/ʔìyíɴ/、ထ ု ယင်ျား/tʰòyíɴ/、ထ ု ထ ု /tʰòtʰò/など)123がみられるが、リズムを取るための韻文で
あるからと考え、本論では考察の対象外とする。 
 
5.5. ʔɛd́ì/ ʔɛd́àの異形態 
自然に会話する場合は、ʔɛd́ì/ʔɛd́àの異形態がみられる。以下の自然会話にみられるように
အ ု က်/ʔaiʔ/とအ ့် /ʔɛ/̂はအ ဒီ/ʔɛd́ì/と同じ意味を表し、အ ့် /ʔâ/はအ ဒါ/ʔɛd́à/と同じ意味を表す。しか
し、その由来については未考察である。 
 
(196) (a)A のʔaiʔは位置指示代名詞ʔɛd́ì、(197) (c)A は指示限定詞ʔɛd́ì の変化した形式であ
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り、(196) (e)C のʔâは非位置指示代名詞ʔɛd́àの変化した形式である。そして、(197) (d)B と(e)A
のʔɛ̂も非位置指示代名詞ʔɛd́àの変化した形式である。 
 
また、ʔɛd́ì はအ /ʔɛ-́/のみで使われる場合があり、(196) (d)B のအ လ ု /ʔɛ ́lò/はその例である。




(a)A: ʔaiʔ ná-k̬â kùɴdò pʰyiʔ+tw̪á-yìɴ dì bɛʔ-kâ-lɛ ́ ʔăyáɴ 
that2.DET near-LOC condominium COP+go-COND this.DET side-LOC-DIS.also very 
sì+là-mɛ ̀ tî̪-lá. dì nèyà-k̬ò-lɛ ́ ʔăhyɛ-̂k̬ɔ ́ ʔănauʔ-kɔ ́






(b)B: tʰì pauʔ-yìɴ sʰauʔ-mɛ ̀
lottery win-COND construct-vs.IRR 
宝くじが当たったら建てる。 
 
(c)A: kàɴtʰăraiʔ-tɔ ̂ lóuɴwâ mă-pé-nɛ ̂





(d)B: ʔɛ-́lò keiʔsâ-tw̬è ʔăyáɴ hyouʔ-tɛ ̀
that2.DET-as matter-PL very complicate-vs.RLS 
そういう問題、すごく面倒くさいよね。 
 
(e)C: ʔâ ʔăɡû d̪ădíɴzà-t ̬ʰ ɛ-́hmà ʔɛd́à-tw̬è 
that2 now newspapers-inside-LOC that2-PL 
ʔɛd́à-tw̬è myè-hyìɴ-tw̬è-nɛ ̂ kàɴtʰăyeiʔ-twè-nɛ ̂
that2-PL land-owner-PL-COM construction-PL-COM 
tɔc̀à mă-pí mă-sʰauʔ 
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(a)A: ADS-hmà yáuɴ-tà̬ ADS-hmà 
ADS-LOC sell-nc.RLS ADS-LOC 
ADS で売ってるの、ADS で。 
 
(b)B: ADS sʰò-tà̬ bà-lɛ ̀
ADS say-nc.RLS what-Q 
ADS というのは何？ 
 
(c)A: ADS sʰò-tà̬ ʔaiʔ dà dà-myó yáuɴ dà-myó pyiʔsí-tw̬è 
ADS say-nc.RLS that this this-kind sell this-kind goods-PL 
yáuɴ-t̬ɛ ̂ wɛʔsʰaiʔ hyî-tɛ̬ ̀
sell-attr.RLS website exist-vs.RLS 
ADS というのはこれ、こういう売る、こういうものを売るウェブサイトがあるの。 
 




(e)A: ʔé ʔɛ-̂p̬ɔ ̀ tìɴ-laiʔ-tà 












れる指示限定詞 dì には日本語の「この」と「今の」にあたる意味があることを示し、6.2 で
は、文脈指示に現れる「指示限定詞+N」の表現について検討した。 
 



























































































































(203)のように ɡûnâ「先」を用いて ɡûnâ ʔămâ「先ほどの姉さん・今の姉さん」という表現を
用いる。また、例(198)と(201)でみられるように、それぞれの dì yătʰá と dì ʔămâ が「今の電
車」「今の姉さん」の意味で目の前に存在しない指示対象を指す場合など、現場指示とは解















6.1.3.1. ドキュメンタリーのシーンで現れた dì 













dì ʔăkʰáɴ pʰyɛʔ-Ø. dì ʔăkʰáɴ pʰyɛʔ-Ø. 
this.DET scene ban-vs.IMP. this.DET scene ban-vs.IMP. 
dà nàiɴŋàɴdɔ-̀k̬ò sɔɡ̀á+nè-tà̬. 
this State-ACC insult+stay-nc.RLS 
dà nàiɴŋàɴdɔ-̀k̬ò te̪iʔkʰà+câ-ʔàuɴ louʔ+nè-tà̬. bɛĥnɛ-̂kwà. 
this State-ACC dignity+fall-PURP do+stay-nc.RLS. how.OBL-FP.M 
今のシーンをカット！今のシーンをカット！ 
これは国を侮辱しているのだ。これは国の名誉を汚しているのだ。チェッ。 
BAN THAT SCENE! 7:15/18:42 
 
6.1.3.2. 自然会話に現れた dì 
次に自然会話に現れた指示限定詞 dì の例を取り上げる。 
今回扱う自然会話は、同じ大学に留学しているミャンマー人女子留学生 4 人にまつわる 2
人の話者の会話である。この会話に現れる女子留学生 4 人を仮に「A:留学生 1、B:留学生 2、
C：留学生 3、D:留学生 4」とする。 
まず、この 4 人の関係を概観する。A と B は同級で、C と D は A・B の先輩である。そ
して、C は A・B と同じ学生寮に住んでいる仲のいい先輩であり、D は別のところに住んで
いるあまり親しくない先輩である。 
この自然会話の場面設定は、とある教室に同級の A・B があまり親しくない D と会う機
会があって、D が席を離れている間に成立した会話である。A と B の会話が成立した時に
は D はもう視界内にはない。C も発話現場に現れない。この会話では、特に C と D を区別
する必要がない限り、A・B は C と D に対してʔămâ(姉さん)という語を使用し、区別をす
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るときは直接名前を出すか、指示詞を用いるか、の形でお互いに会話の理解を得ている。 






会話に取り入れる。(j)A も(i)B が dì を用いて新しく導入した人物がどのʔămâ(姉さん)のこ
とを指しているのかをすぐに理解し、二人の会話がスムーズに進行している。 
 
(a)A: lăpʰɛʔ pà-tɛ̬-̀lè pyàɴ-yìɴ kòuɴbíɴnì tw̪á-p̬í-tɔ̬ ̂








(b)B: ʔé. nyâ câ-yìɴ to̪uʔ+sá-mɛ.̀ nyâ câ-yìɴ to̪uʔ+sá-mɛ.̀ 
INTERJ night fall-COND toss+eat-vs.IRR night fall-COND toss+eat-vs.IRR 
うん、夜作って食べる。夜作って食べる。 
 
(c)A: pyàɴ-yìɴ. nîɴ-hmà kʰăyáɴjìɴdí̪-tw̬è bà-tw̬è hyî-lá. 







(e)A: kʰănâ nè tw̪á+wɛ-̀laiʔ-mɛ.̀ 









(g)B: ɡɔb̀ì-yɛ ̀ kʰăyáɴjìɴ-yɛ ̀ to̪uʔ+sá-mɛ.̀ 
cabbage-COM tomato-COM toss+eat-vs.IRR 
キャベツと、トマトと、作って食べよう。 
 










dì ʔămâ-k̬â…ʔălouʔ-twè bà-tw̬è… 






(j)A: ʔălouʔ-nɛ ̂ sʰò-tɔ̬ ̂ ʔíɴ… 
work-COM say-while INTERJ 
仕事があるから…うーん。 
 
(k)B: ʔămâ-pʰyópʰyó-k̬ò kʰɔ-̀laiʔ-Ø. 
sister-NAME.person-ACC call-AUX-vs.IMP 
nyâ câ-yìɴ to̪uʔ+sá-mɛ.̀ 
night fall-COND toss+eat-vs.IRR 
ピョーピョー姉さんを呼んで、夜作って食べよう。 
 
(l)A: nyâ câ-yìɴ to̪uʔ+sá-mɛ.̀ 
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この自然発話で前提となっているのは、dì を用いて指し示された対象の D は今回の会話
が成立する少し前までは A と B がいる発話現場の空間内にいたことが確認できることであ
る。D は会話が成立したとき指示対象は既に発話現場を離れているが、(i)B は、D がまだ近
くにいるかのように近称の現場指示 dì を用いてどの人物であるかを限定し、聞き手である

























Bühler(1934); Lyons(1975; 1977; 1979)などの「文脈指示(照応)は現場指示(直示)から派生し
た」とは一概には言えないのではないかと思われる。 
 
6.1.4. 指示限定詞 dìの解釈を決定する条件 
本節では、現場指示として用いられる指示限定詞 dì の解釈を決定する条件を整理する。 
 
6.1.4.1. 「この」の意味として解釈できる場合の dì 
指示限定詞 dì が「この」の意味として解釈されるとき、指示対象が話し手/聞き手の視界
内の空間である発話現場に存在し、空間的位置に物理的距離があることが確認できること
が前提になる。いわゆる現場指示用法で使われる dì の場合である。 
 








以上 6.1.4.1 と 6.1.4.2 で述べた指示限定詞 dì の解釈を決定する条件を表 28 でまとめる。 
 
表 28 指示限定詞 dì の解釈を決定する条件 
条件 dì「この」 dì「今の」 
指示対象が発話現
場に存在する 
空間的位置 物理的距離あり ○ × 
指示対象が発話現
場に存在してよい 






















2）「今の」の意味として解釈される場合に時間のズレが生じること(6.1.2 と 6.1.3 を参照) 
3）「今の」の意味として解釈される場合に旧情報や共有知識といった暗示的な文脈情報(照
応)が付け足されること(6.1.2 と 6.1.3 を参照) 
4）以上の 1)~3)のような近い過去を指す場合、時間のズレが生じる場合と、暗示的な文脈















ビルマ語には指示限定詞に数詞を含む量化詞が付く表現がある。Jenny and San San Hnin 
Tun (2016:143-144)では‘The demonstratives can also be used with classifier phrases without a head 
noun.’という記述があり、次のような 3 つの例を挙げている。 
 
ဒီတစ်မယ က် dì tă-yauʔ ‘this person’ 
ဟ ု သ ု ျားအုပ် hò tó̪uɴ-ʔouʔ ‘those three books’ 
အ ဒီန စ်မယ က် ʔɛd́ì hnă-yauʔ ‘those two people (we are talking about)’ 
 
事実、Jenny and San San Hnin Tun (2016)の例である ဒီတစ်မယ က် /dì tă-yauʔ/は‘this person’




Myanmar Language Commission (2005: 46-48)によるとミャンマーの学校文法では、ビルマ
語の指示代名詞に数量代名詞というのを設けており、数量代名詞というのは「1 人, 2 人, 3
匹, 4 つ, 全部, 幾つ, 少し, 半分など」のような「数の少ないことや多いこと、と量を表す
代名詞」127のことを呼ぶと定義している。 
 
(205) (i) ʔúmyâ-hmà tá̪ hnă-yauʔ hyî-t ̪ì̬. 
NAME.person-GEN son two-CLF exist-vs.RLS 
(ii) tă-yauʔ-tì̪ yàɴɡòɴ-myô-tw̬ìɴ nè-t ̪ì̬. 
one-CLF-DIS NAME.place-city-LOC stay-vs.RLS 
(iii) tă-yauʔ-tì̪ máɴdălé-myô-tw̬ìɴ nè-t ̪ì̬. 












(i) ʔúmyâ-hmà tá̪ hnă-yauʔ hyî-t ̪ì̬. 
NAME.person-GEN son two-CLF exist-vs.RLS 
(ii) tă-yauʔ-tì̪ yàɴɡòɴ-myô-tw̬ìɴ nè-t ̪ì̬. 
one-CLF-DIS NAME.place-city-LOC stay-vs.RLS 
 tʰò tă-yauʔ-tì̪ (/tá̪-t ̪ì̬) ʔăsóyâ-wùɴt ̬ʰ àɴ pʰyiʔ-tì̪. 
that.DET one-CLF-DIS (/son-DIS) government-employee COP-vs.RLS 
(iii) nauʔ tă-yauʔ-tì̪ máɴdălé-myô-tw̬ìɴ nè-t ̪ì̬. 
next one-CLF-DIS NAME.place-city-LOC stay-vs.RLS 
 tʰò tă-yauʔ-tì̪ (/tá̪-t ̪ì̬) tɛ̪ʔkătò̪-cáuɴt ̪á̬ pʰyiʔ-tì̪. 










(207) ʔɛ ́ tù̪-tô̬-hmà ʔăyé-keiʔsâ còuɴ-yìɴ ɡăbà-lɔḱâ-cí̬-hnîɴ128 
INTERJ [3]-PL-LOC emergency-matter meet-COND world-world-AUG-COM 
ʔăsʰɛʔʔătw̪ɛ ̀ louʔ-pʰô wàyàlɛʔ-sɛʔ tă-lóuɴ-tɔ̬ ̂ pà+tw̪á-tɛ̬.̀ 
contact do-PURP wireless-machine one-CLF-CNTR include+go-vs.RLS 
kʰiʔhmì-pyiʔsí sʰò-lô dì tă-kʰû-p̬ɛ ́ pà-tɛ̬ ̀
modern-goods say-QUOT this.DET one-CLF-FOC include-vs.RLS 
あ、そうだ。彼等は事故が起こった時に備えて世間と連絡できる無線機を持っていた
な。近代的道具と言やあ、それ一つだ。 
(MTT1973; 1995: 242), (MNM1983: 233) 
 
(208) pìɴlɛ-̀hmâ mízóuɴdaʔ-myá-t ̪ì̬ hò tă̬-k̬wɛʔ dì tă̬-k̬wɛʔ tʰâ-ywê 




(MTT1973; 1995: 153), (MNM1983: 144) 
 
(209) t ̪ì̬ tă-kʰauʔ pìɴlɛ ̀ tʰwɛʔ-yâ-t ̪ì̬-k̬ò tà̪ɴjáuɴ pò+pyɔ-̀t ̪ì̬ 
this.DET one-CLF sea go.out-AUX-nc.RLS-ACC NAME.person more+happy-vs.RLS 
今回の舟出は滅法楽しかった。心もはずむ。仕事もはかどる。ボタンにできる美しい
貝を拾った。 
(MTT1973; 1995: 184), (MNM1983: 174) 
 
(210) ʔóuɴ-s̬ʰàɴ-p̬ʰaʔ-tì̪ ʔăyè-lɛ ́ hywáɴ-t ̪ì̬. cʰò-lɛ ́ cʰò-tì̪ 
coconut-flesh-solid-NOM liquid-DIS.also plenty-vs.RLS sweet-DIS.also sweet-vs.RLS 
t ̪ì̬ tă-kʰà ʔóuɴd̪í sá-yâ-c̬ʰíɴ-lauʔ tă-kʰà-hmyâ ʔăyâd̪à 







(MTT1973; 1995: 112), (MNM1983: 101) 
 
(211) kʰănâ-p̬ɛ.̀ dì tă-kʰauʔ-kâ hò, cáuɴ keiʔsâ-nɛ ̂ là-tà̬ sʰò-tɔ̬ ̂






(212) 「島田さんが, また行かないと言っていますよ」 
「あの人は、いつもわがままばかり言って、困りますね。」129 
金水・他 1989: 40 
 
(213) “hyìmâdâsàɴ-kâ̬ mă-tw̪á-p̬ʰú-lô pyɔ-́nè-p̬yàɴ-tɛ̬”̀ 
NAME.person-NOM not-go-vs.NEG-QUOT say-stay-again-vs.RLS 
“ʔɛd́ì tă-yauʔ (/lù)-kâ ʔămyɛ ́ kô-ʔătwɛʔ-pɛ ́ cî-tɛ̬,̀ tɛ ̀ kʰɛʔ-tà-p̬ɛ”́ 
that.DET one-CLF(/person)-NOM always myself-PURP-FOC look-vs.RLS ADM difficult-nc.RLS-FOC 
「島田さんが、また行かないと言っています。」 
「あの人、いつも自分の（ための）ことばかりみて、本当こまります。」 




金水・他 1989: 43 
 
(215) tàsʰùʔô măhniʔ-tóuɴɡâ ŋá-hniʔ-lauʔ twɛ+́là-tɛ̬ ̂ ʔămyódă̪mí-nɛ ̂
NAME.person last.year-while five-year-about pair+come-nc.RLS woman-COM 
láɴ+kwɛ+́tw̪á-tɛ̬ ̀
street+separate+go-vs.RLS 
dàbèmɛ ̂ ʔăɡû-tʰî ʔɛd́ì tă-yauʔ (/ʔămyódă̪mí)-kò chiʔ+nè-tó̬uɴ-p̬ɛ ́
however now-TER that2.DET one-CLF (/woman)-NOM love+stay-while-FOC 
達夫は去年、五年間ほどつき合ってきた女性と別れた。しかし、今でもその人（／
女性）を愛している。 














金水・他 1989: 38 
 
(217) “tɛ̪ʔkătò̪-cáuɴdá̪ mùrâkîsàɴ-kò̬ tî̪-tɛ̬ ̀ mălá. ” 
university-student NAME.person-ACC know-vs.RLS is.it? 
“ʔíɴ, tî̪-tɛ̬.̀ tù̪-nɛ-̂kâ̬ sʰɛ-̀hniʔ-cɔ-̀kă̬dɛḱâ̬ tă̪ŋɛj̀ʰíɴ.” 
INTERJ, know-vs.RLS [3]-COM-CNTR ten-year-over-since friend 
「大学院生の、村木さんをご存知ですよね。」 
「ええ、知っています。彼／彼女とは、10 年以上からの友達です。」 
金水・他 1989: 38 のビルマ語訳 
 
(218) 私の遠い親戚で中村という人がいますが、こんどその人が本を出したんです。 
金水・他 1989: 41 
 
(219) ŋà-nɛ ̂ sʰwèmyó te̪iʔ mă-kíɴ-tɛ̬ ̂ nàkâmùrà sʰò-tɛ̬ ̂ lù tă̪-yauʔ hyî-tɛ̬.̀ 
[1]-COM relative very not-free-nc.RLS NAME.person say-nc.RLS person one-CLF exist-vs.RLS 
tălɔ-́kâ̬ tù̪ sàʔouʔ tʰouʔ+tʰá-tɛ̬ ̀
recent-PAST [3] book publish+put-vs.RLS 
「私の遠い親戚で中村という人がいます。この間、彼／彼女は本を出したんです。」 




金水・他 1989: 39 
 
(221) “sʰăyà-yàmâdâ-sʰì-hmà tì̪ɴ-k̬ʰɛ-̂tɛ̬-̀sʰò tù̪-kâ̬ bɛĺò sʰăyà-myó-lɛ”́ 
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teacher-NAME.person-place-LOC learn-PAST-vs.RLS-HS [3]-NOM how teacher-kind-Q 
“(ʔɛd́ì) sʰăyà-kâ̬ ʔăyáɴ síɡáɴ+cí-tɛ̬.̀” 
(that2.DET) teacher-NOM very discipline+big-vs.RLS 
「山田先生に教えを受けられたそうですね。どんな先生でしたか。」 
「（あの）先生は、とても厳しいでした。」 




金水・他 1989: 40 
 
(223) “sàyésʰăyà-kàwa ̂bâtâyàsûnàrî-nɛ ̂ twê-p̬ʰú-tɛ̬-̀sʰò tù̪-kâ̬ bɛl̀ò sʰăyà-myó-lɛ”́ 
writer-NAME.person-COM meet-EXP-vs.RLS-HS [3]-NOM how teacher-kind-Q 
“ʔíɴ, (ʔɛd́ì) sʰăyà-kâ̬ ʔăyáɴ ʔé-tɛ̬.̀” 
INTERJ, (that2.DET) teacher-NOM very cool-vs.RLS 
「作家の川端康成さんにお会いになったことがあるそうですが、どんな方でしたか。」 
「ええ、(あの)先生は、とても物静かでした。」 
金水・他 1989: 40 のビルマ語訳 
 







(224) a. 会員はその家族とともに宿泊することができる。（代行指示可能） 
b. 会員はこの家族とともに宿泊することができる。（代行指示不可能） 
c. 会員はあの家族とともに宿泊することができる。（代行指示不可能） 









(225) méiɴmâ yauʔcá tʰò zăɡá 
women man that.DET language 
男女とその言葉 























察した結果、dì/ dà/は「近称」、ʔɛd́ì/ ʔɛd́à と hò/ hòhà は「遠称」であることが分かった。 
 
文脈指示には前方照応と後方照応があり、dì/ dàとʔɛd́ì/ ʔɛd́à の形式は近くにある先行文脈
を照応することが多いのに対し hò/ hòhà は固有名詞や母語話者にとっての世界知識によっ
て特定される特殊な場合を除けば、近くにある先行文脈に限らず、遠いところの先行文脈に




表 29 現場指示における遠近性 
遠近性 口語体 文語体 
近称 ဒီ/dì/, ဒီဟ /dìhà/, ဒါ/dà/ ဤ/ʔì/ 
遠称 
遠称② အ ဒီ/ʔɛd́ì/, အ ဒီဟ /ʔɛd́ìhà/, အဒဲါ/ʔɛd́à/ ထ ု /tʰò/ 
遠称① ဟ ု /hò/, ဟ ု ဟ /hòhà/, ဟဝါ/hăwà ထ ု /tʰò/ 
 
現場指示と文脈指示を関連づけると、現場指示の場合、それぞれ dì/ dàとhò/ hòhà が話し
手の近くにある対象と話し手の遠くにある対象を指すことから、文脈指示においても dì/dà
は近くや直前あるいは直後にある文脈を照応し、hò/ hòhà は遠いところの先行文脈にまで照
応することが可能だと考えることができる。心理的な要因が働く場合、dì/ dà とʔɛd́ì/ ʔɛd́à の
選択と現場指示の遠近と心理的な親疎とが並行していると考えられる。心理的要因が働か
ない場合は並行しないが、その理由については分からなかった。 




文脈指示として用いられる dì/ dà とʔɛd́ì/ ʔɛd́à の置き換え可能なことについてはまだ、不














となどを指摘した。ʔì と tʰò の特徴としては、ʔì は前に述べた説明や内容などをまとめる際
によく使われるに対し、tʰòは前に述べた物や事柄などを更に展開する場合に使われること
が多いことが分かった。 





用法について触れた。5.1.1 と 5.1.2 で指示詞に前接する hɔ́と hó について述べて、5.1.3 では
dìと hòの特別な用法について述べた。5.1.4 では呼びかけなどにみられる hòdíɴ/ hăwà (hăhwà)
について述べた。その次の 5.2 では hò がフィラーとして使われることと、5.3 と 5.4 ではそ
れぞれ慣用表現や指示表現の重複について述べた。5.5 にはʔɛd́ì/ʔɛd́àの異形態について述べ
た。この 5 章で述べた 5.1~5.5 の周辺用法のうち 5.4 と 5.5 については更に考察する必要が
あるが、今後の課題にしたい。 
 






本章では、今後の研究に向けて述べる。第 3 章の 3.2 では、物理的距離が関与する場合の
近称と遠称の使い分けと、遠称①と遠称②の使い分けを明らかにしたが、3.3 での文脈指示
として用いられる dì 系とʔɛd́ì 系の置き換え可能の場合についてはまだ十分な考察まで至ら
なかった。dì 系とʔɛd́ì 系の置き換えについてはある程度調査を進めたが、現在のところは dì
系が物語や内容の締めくくりに用いられることが多く、ʔɛd́ì 系は物語の内容を展開する場合
に用いられることが多いことしかわかっておらず、前方照応用法として使われる場合の dì
系とʔɛd́ì 系の選択基準については更なる調査をする必要がある。第 4 章においては、文語体
の文脈指示として用いられるʔì と tʰò の使い分けが十分に説明できず、その問題を解明する
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Yadanar Publishing 
 
‘တကကသ ု လ်မြန်ြ စက ျားမမပမက က်နုတ်ခ က်’၊ ထုတ်မဝ-စ မပဗ ြ န်၊ ပ ု န  ပ်-တကကသ ု လ်ြ  ျားပ ု န  ပ်တ ု က်၊ ၁၉၆၅ခု 
မအ က်တ ု ဘ ။ 
Selection of Burmese Prose for University (1965), Sapebeikman, Thekkatomya Publishing 
 
‘မြန်ြ မက  က်စ ြ  ျား၊တတ ယန စ်’၊ ဒုတ ယအက  ြ်ပ ု န  ပ်မခင်ျား၊ တကကသ ု လ်ပ ု ့်ခ စ စဉ်၅၉၊ အထက်တန်ျားပည ဦျားစီျားဌ န၊ 
ဘ သ မပန်န င့်် စ အုပ်ထုတ်မဝမ ျားဌ န၊ ၁၉၈၆ခုန စ်။ 
Burmese Inscription for 3rd Year Student『3 年次ミャンマー碑文』(1986) pp.5-10, 2nd Edition, 
University Education-59(大学教材シリーズ 59), Higher Education, Translation Society Press 
 
‘မြန်ြ စ ည န့််မပါင်ျားက ြ်ျား’၊ပထြတ  ၊မြန်ြ စ ဌ န၊ န်ကုန်တကကသ ု လ်၊၁၉၉၁ခုန စ်န ု ဝင်ဘ လ။ 
Burmese Literature Collection Volume 1 (1991), Department of Burmese, University of Yangon 
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‘မြန်ြ စ အမ ျားအသ ျား’၊ စ တ်က ျားခ  ခ  ပ ု န  ပ်တ ု က်၊ ၂၀၁၄ခုန စ်။ 
Literary style of Burmese (2014), Seikku Cho Cho Publishing 
 
‘မြန်ြ သဒဒါ’၊မြန်ြ စ အ   ့်န စ်သ ု ျားဆယ်မပည့်် ’ (၁၉၇၅-၂၀၀၅) အထ ြ်ျားအြ တ်၊ တကကသ ု လ်ြ  ျားပ ု န  ပ်တ ု က်၊ ၂၀၀၅ခုန စ် 
Myanmar Language Commission (2005) 、『ミャンマー文法』、 Myanmar Language 
Commission 三十周年記(1975-2005)、Tekkatomya出版 
 
‘မြန်ြ အဘ ဓ န်အက ဉ်ျားခ  ပ်’၊ မြန်ြ စ အ   ့်၊ စ မပဗ ြ န်၊ ၁၉၇၈-၁၉၈၀ခုန စ်။ 
Myanmar Language Commission (1978-1980) myàɴmàʔăbîdàɴʔăcíɴjouʔ 『ビルマ語辞典（簡
約版）』, Sapebeikman Publishing 
 
‘မြန်ြ -အဂကလ ပ်အဘ ဓ န်’၊ ဆဋ္ဌြအက  ြ်ပ ု န  ပ်မခင်ျား၊ မြန်ြ စ အ   ့်၊ တကကသ ု လ်ြ  ျားပ ု န  ပ်တ ု က်၊ ၂၀၀၁ခုန စ်။ 






BAN THAT SCENE!（အ ဒီအခန်ျားမ တ်/ʔɛd́ìʔăkʰáɴpʰyɛʔ/） 
https://www.youtube.com/watch?v=gckHgn2a7fg 7:15/18:42 (2018/7/31 最終閲覧) 
 
・ 自然会話録音データ 
自然会話録音データは、筆者が 2016 年 3 月にヤンゴンで収録したものである。ただし、
第 6 章で扱った用例のみ、岡野賢二氏(2016 年 3 月 14 日収集)に音声データを提供していた








ခင်မြ င်မထ ျား၊ဦျား။(ထုတ်မဝသ )၊ ‘စ ပယ်မတ ြယ်န င့် ်ဂ ပန်ဘ သ မပန်မြန်ြ ဝတထ  တ ု ြ  ျား’၊ ဇ န်၂၀၀၄၊ ြ တ စ အုပ် 
တ ု က်（Khin Maung Twe 編(2004)『ジャスミンはいかがと和訳ミャンマー短編小説』、Martar
書房） 〈KMT2004〉 
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ြစနဒ ၊ ‘ဘ၀အ ပ်ြက်ပန်ျားအ ပ်ြက်’၊ ဇ န်,ဇ လ ု င်၁၉၉၄၊ မရွှေသြင်စ မပ（Ma Sandar (1994)『人生の夢、花の
夢』、Shwe Tamin 出版） 〈MSD1994〉 
ြစနဒ ၊ ‘ြစနဒ -၀တထ  တ ု ြ  ျား(၈)’၊ ဇ န်၂၀၁၂၊ ပါ ြီစ မပ（Ma Sandar(2012)『マ・サンダー短編小説集₋8』、
Parami 出版） 〈MSD2012〉 
ြ ု ျားြ ု ျား(အင်ျားယ ျား)၊ ‘ခ တက်နုမလျားမတ ညှု ျားခ  န်တန်မတ ့် ’၊ ဧပ ီ၁၉၈၇၊စ မပမလ က（Moe Moe. Inya (1987) 『カ
テッの若葉が枯れる頃には』、Sapeloka 出版） 〈MM1987〉 
မြ င်ခင်ြင်(ဓနုမ ြူ)၊ ‘လ တ ု င်ျားအတ က်အသ ု ျားခ မြန်ြ စ ’၊ ၂၀၁၀၊ ဇင် တန စ မပ（Khin Min. Danubyu (2010)、
『みんなの実践ビルマ語』、Zinyadanar 出版） 〈KM2010〉 
မြ င်သ န ု ျား၊‘မြန်ြ စက ျားန ့်စ မပ’၊ဇ န်၂၀၀၉၊မက  က်မဆ က်စ အုပ်တ ု က်（Maung Thar Noe (2009)『ミャン
マー語と文学』、Kyauksauk 書房） 〈MTN2009〉 
မြသန်ျားတင့် ်၊ ‘ဓ ျားမတ င်က ု မက  ်၍ြီျားပင်လယ်က ု မ တ်ြည်’၁၉၇၃(ပ)၊ န ု ဝင်ဘ ၁၉၉၅(သ)၊ ဘဝတကကသ ု လ်စ မပ။
（Mya Than Thint(1995)『剣の山を越え火の海を渡る』、第 7 版、BawaTekkato 出版）
 〈MTT1995〉 
မြန်စ မမြသ န်ျားလ င်၊ ‘စက ျားမတ င်ျားစ ျား၏စက ျားပည ’၊ ဇ လ ု င်၂၀၀၅၊ ြ ု ျားမြင့် ်စ မပ（ Myansarmyae.Thein 
Lwin(2005)『ザガータウンザーの話術』、Moe Myint 出版） 〈MTL2005〉 
လ ထုမဒေါ်အြ ၊ ‘အမြ့် မရ ျားစက ျား(ဒုတ ယတ  )’၊ န ု ဝင်ဘ ၂၀၀၀၊ က ီ ျားပ ျားမ ျားစ အုပ်တ ု က်（ Luthu. Daw 
Ahmar(2000)『お母さんの昔話-2』、Kyiibwaye 書房） 〈DAM2000〉 
လ ထုဦျားလ ၊ ‘မြန်ြ ပ ု မပင်ြ  ျား’၊ ၂၀၀၅၊ က ီ ျားပ ျားမ ျားစ အုပ်တ ု က်（Luthu. U Hla(2005)『ミャンマーの物語』、
Kyiibwaye 出版） 〈UH2005〉 
မသ ်တ မဆ ၊ ‘ပတတ မြ ျားဝင်ျားထ န်’၊ မ မ ေါ်ဝါ ီ၂၀၀၁၊ စစ်သည်မတ ်စ မပ（Thawdar Swe (2001)『ルビー・
ウィンテイン』、Sittidaw 出版） 〈TDS2001〉 
မသ ်တ မဆ ၊ ‘ဟ သ၀တတ   ု ြ  ျား၁+၂’၊ စ တ်က ျားခ  ခ  စ မပ၊ ြတ်လ၂၀၁၂（Thawdar Swe (2012)『お笑い短
編小説集 1＋2』、Seikku Cho Cho 出版） 〈TDS2012〉 
သ န်ျားမ မြင့် ်၊ ‘သ န်ျားမ မြင့် ်ဝတထ  တ ု မပါင်ျားခ  ပ်သစ်’၊ ၁ဩဂုတ်၁၉၉၈၊   မပည့် ်စ အုပ်တ ု က်（Thein Pe Myint (1998)











ခ  ခ  တင့်် (၂၀၁၁) ၊ ‘မြန်ြ စ သုမတသနစ တြ်ျားြ  ျား’၊ စ ၂၅၃-၂၇၈၊  န်ကုန်၊ Wisdom Houseစ မပ။ 
Cho Cho Tint (2011), myàɴmàtû̪tè̪tă̪nâsàtá̬ɴmyá『ビルマ語研究論文集』pp.253-278, Yangon, 
Wisdom House Publishing 
 
  ု ျားက  ျား(၁၉၃၈) ၊ ‘က ု ယ်မတ ့်ဝတထ  မက က်နုတ်ခ က်ြ  ျား’၊ မြန်ြ ့် ဂုဏ် ည်ပ ု န  ပ်တ ု က်။ (“ဦျား  ု ျားက  ျားက ု ယ်မတ ့်
ဝတထ  ြ  ျား”သတတြအက  ြ်၊ ၂၀၁၄ခုန စ် ဇန်နဝါ ီလ။ ပါ ြီစ မပ။  န်ကုန်။) 
Po Kya (1938) Excerpt of the stories based on Personal Experience『個人経験による小説の
抜粋』, Myanma Gonye Publishing[Reprinted as The stories based on Personal Experience by 
U. Po Kya『U Po Kya の個人経験による小説』(2014), seventh Edition, Parami Publishing] 
 
‘မြန်ြ စ ည န့််မပါင်ျားက ြ်ျား’၊ပထြတ  ၊မြန်ြ စ ဌ န၊ န်ကုန်တကကသ ု လ်၊၁၉၉၁ခုန စ်န ု ဝင်ဘ လ။ 
Burmese Literature Collection Volume 1 (1991), Department of Burmese, University of Yangon 
 
‘မြန်ြ စ ည န့််မပါင်ျားက ြ်ျား’၊ပဉစြတ  ၊မြန်ြ စ ဌ န၊ န်ကုန်တကကသ ု လ်၊၁၉၉၂ခုန စ်ဇ န်လ။ 
Burmese Literature Collection Volume 5 (1992), Department of Burmese, University of Yangon 
 
‘မြန်ြ  တ်စ ’(၂၀၁၄-၂၀၁၅)၊ သ ငယ်တန်ျားြ ဒသြတန်ျားအထ ၊ မပည်မထ င်စုသြမတမြန်ြ န ု င်င မတ ်အစ ု ျား ၊ 
ပည မ ျားဝန်က ီ ျားဌ န၊ အမမခခ ပည သင်ရ ု ျားညွှေန်ျားတြ်ျား၊ သင်ရ ု ျားြ တ က န င့်် မက  င်ျားသ ု ျားစ အုပ်မက ်ြတီ ၂၀၁၄-
၂၀၁၅ပည သင်န စ်။ 
Burmese Readers for Basic Education (2014-2015), Grade-1~Grade-11, Ministry of Education, 
The Government of the Republic of the Union of Myanmar, Basic Education Curriculum, 
Syllabus and Textbook Committee 2014-2015 
 
‘မြန်ြ သဒဒါ’၊ မြန်ြ စ အ   ့်န စ်သ ု ျားဆယ်မပည့်် (၁၉၇၅-၂၀၀၅) အထ ြ်ျားအြ တ်၊ တကကသ ု လ်ြ  ျားပ ု န  ပ်တ ု က်၊ ၂၀၀၅ခုန စ်။ 




Kyaymon (မက ျားြ ု ), 2016 年 4 月 1 日刊 
Myanma Alinn Daily (မြန်ြ အလင်ျား), 2016 年 4 月 1 日刊 
Myanmar Time (မြန်ြ တ ု င်ျားြ်), 2015 年 12 月 31 日-2016 年 1 月 6 日刊 
The Voice Weekly, 2014 年 12 月 22 日-2014 年 12 月 28 日刊 
The Irrawaddy (ဧ  ဝတီ), 2015 年 03 月 29 日刊 
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・ 文学作品 
‘မခတ်စြ်ျားပ ု မပင်ြ  ျား(မခေါ်)မခတ်စြ်ျားဝတထ  ြ  ျား’၊ အတ  ၁န င့််အတ  ၂၊ တတ ယအက  ြ်ပ ု န  ပ်မခင်ျား၊   မပည့်် ပ ု န  ပ်တ ု က်၊ 
၂၀၀၄ခုန စ်။ 
Khitsann Ponbyin mya (or) Khitsann wutthu mya『キッサン文学集』Volume 1-2(2004), Third 
Edition, Yapyae Publishing House 
 
Khitsann Ponbyin mya (or) Khitsann wutthu mya『キッサン文学集』Volume 1-2(2004)は以下
の 2 巻をまとめて出版したものである。 
 
Theippan Maung Wa and others (1936), Pe Maung Tin edited, Khitsann Ponbyin Volume 1. 
Modern Literature Series No.2, Fourth Edition, The Burma Education Extension 
Association[Reprinted as Khitsann Ponbyin mya (or) Khitsann wutthu mya『キッサン文学集』
Volume 1 (2004), Third Edition, Yapyae Publishing House] 
 
Theippan Maung Wa (1936), Pe Maung Tin edited, Khitsann Ponbyin Volume 2. Modern 
Literature Series No.2, Fourth Edition, Pyigyimandai Pidakat press[Reprinted as Khitsann 
Ponbyin mya (or) Khitsann wutthu mya『キッサン文学集』Volume 2 (2004), Third Edition, 




使いわけの要因 dì 系 ʔɛd́ì 系 hò 系 用
法 
身体動作の有無 





































































lè や pɔ̂ を伴わない場
合 × 〇 × 
lè や pɔ̂ を伴う場合 

































〇 ×   
遠称（対象が話し
手から遠い場合） 







〇 〇 〇 〇 
前述の説明や内容の締めくくりを示す場合 使用の傾向がある 確認できず 
  




















材シリーズ 59 (1986) pp.5-10 より引用したものである。 
 
  ဇကုြ  ်မက  က်စ  
ヤーザクマーラ碑文(ラージャクマール) 
ပ ီ။နမြ ဗုဒဓ ယ။ဘု  ျားသခင်သ သန အန စ်တ 
栄えあれ！仏を敬え！仏暦で 
မထ င်မမခ က်  န စ်ဆယ်ရ စ်န စ်လ န် 
1628 年が過ぎ 
မလပ ီျား က ျား။ဤအ  ြဒဒနပု ်ြည်မသ မပည် 
去った後、このアリマッダナプルという名の都 
နှု က်အ ျား။ပ ီကတ ဘုဝန ဒ တ ဓြမ  ဇ်ြည်မသ ြ 
に、聖ティブヴァナーディッチャ仏法王という名の（人が） 
င်ျားမ စ်၏။ထ ု ြင်ျား၏ပယ်ြယ ျားတ 
王となった。その王の寵妃の 
မယ က်မသ က ျားကတ မလ ကဝဋ သက မဒဝီ 
一人はティローカヴァタムサカーデーヴィー 
ြည်၏။ထ ု ပယ်ြယ ျားသ ျားတြုမလျား  ဇ 
という名であった。その寵妃の息子は、ラージャ 
ကုြ  ်ြည်၏။ထ ု ြင်ျားက ျားကျွန်သ ု ျားရ  
クマールという名であった。その王は奴隷３ヵ村 
မတျားပယ်ြယ ျားအ ျားမပျား၏။ထ ု ပယ်ြ 
を寵妃に与えた。その寵妃 
ယ ျားမသခ ့် က ျား။ထ ု ပယ်ြယ ျားတန်ဆ န င့် ်ထ ု
が死んだ時、王妃の装飾品と、その 
ကျွန်သ ု ျားရ မသ န င့် ်မတျားထ ု ပယ်ြယ ျား 
奴隷 3 ヵ村とを、その寵妃の 
သ ျားအသ ျား  ဇကုြ  ်ြည်မသ အ ျားြင်ျားမပျားတ ု  
子、ラージャクマールという名（の人）に王が与え 
၏။ထ ု ြင်ျားအန စ်န စ်ဆယ်ရ စ်န စ်ြင်ျားြ ပ ီ ျားမရ ့် 
た。その王は 28 年間統治を行ったのち、 
၏မသခ ့် ြ ျားန သမ  နှု က်မတျား။ထ ု  ဇကု 
致死の病に罹った際、そのラージャク 
 136 
ြ  ်ြည်မသ ပယ်ြယ ျားသ ျားြ ြ က ု မြ ျားမသ ြင်ျား 
マールという名の寵妃の息子は、自らを養ってくれた 
က ီ ျားမက ျားဇ ျားမအ က်မြ့်  က ျား။မရွှေအတ မသ ဘု  ျားသခင်အ 
大王の恩を思い起こし、純金の仏 
ဆင်ျားပ မရ ့်၏န ပ်မလသမ  မတျားဤသ ု ့်
像を拵えさせ、王の側に寄った際、こう 
ြ န့််၏ဤမရွှေဘု  ျားက ျားငါ့်သခင်အ  ု ့်အတ ု ့်ကျွ 
のたまった。「この黄金の仏像は、我が主（国王）のために 
န်ပ မသ မတျား။ကျွန်သ ု ျားရ အတ ု ့်ကျွ 
私が拵えたのです。奴隷 3 ヵ村、私 
န်ငါ့်သခင်မပျားမသ သည်က ျားဤမရွှေဘု  ျားအ ျားအတ ု ့်ကျွ 
に我が王が下されたものは、この黄金の仏像に私 
န်မပျားမယ့် ။ထ ု မ  မတျားြင်ျားန စ်လ ု က ျားမက င်ျား 
が捧げます。」その際、王は喜んで「善き 
လျှင့်် မတျားမက င်ျားလျှင့် ်မတျားြ န့််မရ ့်၏သင်က ီျား 
かな、善きかな」とのたまい、 
ြဟ မထ ်။သင်က ီျားြုဂဂလ ပုတတ  ဿမထ ်။သင်က ီျားသု 
大長老、ムッガリプッタカ長老、 
မြဓပဏ္ဍ တ်။သင်က ီျားမဗဟမပ လ်။သင်က ီျားမဗဟမဒ 
賢者スメダ、ブラフマパーラ、ブラフマデー 
ဝ်။သင်က ီျားမသ န်။သင်က ီျားသင်္ကမသနဝ ပဏ္ဍ 
ヴァ、ソーナ、賢者サンガセナ。 
တ်။ထ ု သခင်တ ု ့်အမြ  က်မတျားြင်ျားမ သ န်ျား၏ 
その僧侶たちの面前で王は水を地面に注いだ。 
။ထ ု ပ ီ ျား က ျားထ ု  ဇကုြ  ်ြည်မသ ပယ်ြယ ျားအသ ျား 
それから、そのラージャクマールという名の寵妃の息子は 
ထ ု မရွှေဘု  ျားထ ပန မရ ့်၏ဤမရွှေအထ တ်ြ မသ  
その黄金の仏像を安置し、この黄金の尖塔を持った 
ဂ ပ ၏။ပ ပ ီ ျား က ျားဤဂ ဘု  ျားလွှေတ် 
寺院を作らせた。作り終えて、この窟院に奉納を行う 
သမ  နှု က်မတျား။သက်ြုနမလ န်တရ ။ ပါ 
際に、サクムナロン 1 村、ラパー 
ယ်တရ ။မဟန်ဗ ု ဝ်တရ ။ဤကျွန် 
イ 1 村、ヘンボー１村、この奴隷 
သ ု ျားရ ယ မရ ့်၏။ထ ု  ဇကုြ  ်ြည်မသ ပယ် 
3 ヵ村を取り、そのラージャクマールという名の寵 
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ြယ ့်သ ျားဤဂ ဘု  ျားအ ျားမ သ န်ျားမရ ့်၏ဤသ ု ့်
妃の息子は、この寺院に水を注いで次のように 
ြ န့််၏။ဤငါ့်အြှုက ျားသပပါညုတည  
言った。「この、我が行いが、全知 
ဏ်မပဇည  အ ့် မသ အမက  င်ျားမ စ်မစ့် မတျား။ငါ့် 
を得る因となりますよう。我が 
မန င်အ ျားငါ့်သ ျားလည်ျားမက င်ျား။ငါ့်မမြျားလည်ျားမက င်ျား။ငါ့်အမဆ 
後に、我が子であろうと、我が孫であろうと、我が親族 
လည်ျားမက င်ျား။သ တထ ျားလည်ျားမက င်ျား။ဤဘု  ျား 
であろうと、他人であろうと、この仏像 
အ ျားင လှူခ ့် မသ ကျွန်အန  ပ်အစက်မတျားြ ြ  
に我が寄進した奴隷を虐げる 









付録 4：指示代名詞 yíɴと lăɡáuɴの用例 
4.7.2 の「指示代名詞 yíɴ と lăɡáuɴ の使用」で触れたそれぞれの原文についての付録を記
す。 
 
・ yíɴ の用例 
yíɴ の用例は、Cho Cho Tint (2011)の『ビルマ語研究論文集』pp.253-278 より選定したもので
ある。 
(မဒါက်တ ခ  ခ  တင့််  ‘မြန်ြ စ သုမတသနစ တြ်ျားြ  ျား’၊  န်ကုန်၊ ၂၀၁၁ခုန စ်ဇ လ ု င်လ၊ Wisdom House စ မပ၊ 
စ ြ က်န  ၂၆၂ြ  က ျားယ မ  ်မပသည်။) 
 
အမက  င်ျားအ  -ရာဇာဓိရာဇ်အရရေးရတာ်ပ ုံ ကျမ်ေးတွင်ရတွ ွေ့ရရ ာပဲခ ေးမမိ ွေ့ရုံ ပ်ပ ုံ လ ာ 
...၎င်ျားအမပင် ဗည ျားန  ့်သည် ရ င်သ ြမဏတစ်ပါျား၏ စက ျားထ ျားစက ျားဆန်ျားက ု မမ ဆ ု န ု င် န် အဓ ဋ္ဌ န်ပ ပ ု က ု လည်ျား- 
ထ ု စက ျားက ု ဗည ျားန  ့်က  ျား ပ ီျားလျှင် မရွှေမြ ်မဓ ဘု  ျားသ ု ့်သ ျား၍ ရ  ခ ု ျားဝတ်ပ က ..၁ 
ဟ ၍ မ  ်မပထ ျား   ပ ခ ျားမြ ့်၏အထင်က မစတီတစ်ဆ မ စ်မသ  မရွှေမြ ်မဓ ဘု  ျား၏ပ ု  ပ်က ု မတ ့်မြင် မပသည်။ 
တစ် န်- 
နတ်ပ  သဘင်က ု တစ်မန့်န င့််တစ်ညြျှက  မအ င် ကက  ြည်။၂ 
ဟုမ  ်မပထ ျား   ပ ခ ျားသ ျားတ ု ့်၏ က ု ျားက ယ်ယ ု က ည်ြှုပ ု  ပ်က ု လည်ျား ြ န်ျားဆသ မြင် မပသည်။ 
ထ ု ့်မပင်   ဇ ဓ  ဇ်အမ ျားမတ ်ပ ု တ င် ’တမဘ င်တနည်ျားန ’မသ  ဓမလ့်က ု မ  ်မပ  ၌ ပ ခ ျားမြ ့်၏ တ ခါျားြ  ျားက ု
မ  ်မပသက ့်သ ု ့်ရ  မနပါသည်။ ယင်ျားတ ခါျားတ ု ့်ြ   မြ တရုတ်၊ မြ မဓ ၊ စ တမလျား၊ ဒမငေါ်ဒုန်၊ ြလ ယ်၊    ျားနန်ျားတ ု ့် မ စ်သည်။ 
ပ ခ ျားမြ ့်ပ ု  ပ်သည် စနစ်က မက  င်ျားမတ ့် ပါသည်။ ၎င်ျားအမပင် ပ ခ ျားမြ ့်၏ ခ မြ ့်ြ  ျားဟု ဆ ု န ု င်မသ  မြ ့်အြည်ြ  ျားက ု
မတ ့် ပါသည်။ ဒန်ဝန်ျား၊ ြုတတြ၊ လဂ န်ဗ ည်ျား၊ သ မြ င်၊ တ ည်ျား၊ မြ  ်ဘီ၊ လ ု င်၊ ဒဂုန်၊ တ ု က်က လ ျား၊ ဒလ၊ မမြ င်ျားမြ၊ 
တ ည်ျားတ ု ့်မ စ်သည်။ ပ ခ ျားသည် ခ မြ ့်ြ  ျားန င့််  တင့််တယ်မနမသ  မြ ့်တစ်မြ ့်ပင် မ စ်သည်။ 
ဤသ ု ့်မ င့််  သကက  ဇ်၆၄၉ခုန စ်တ င် ဝါ ီရ ြင်ျားဘ  ့်ခ  ြ န်ြင်ျားြဂဒ ျားသည် ပုဂ က ု ပုန်ျားစ ျား၍ ြုတတြထီျားနန်ျားက ု
တည်မထ င်ခ ့် မလသည်။ ဗည ျားဦျားသည် သကက  ဇ်၇၁၀ခုန စ်တ င် ြုတတြထီျားနန်ျားက ု တည်မထ င်ခ ့် မလသည်။ 
သကက  ဇ်၇၃၁ခုန စ်တ င် ဟ သ ဝတီပ ခ ျားသ ု ့် မမပ င်ျားမရွှေ ့်ခ ့် သည်။ ထ ု အခါြ စ၍   ဇ ဓ  ဇ်အမ ျားမတ ်ပ ု က ြ်ျားတ င် 
ဟ သ ဝတီပ ခ ျားပ ု  ပ်တ ု ့်က ု က  က  ျားက  က  ျားမတ ့်မြင်လ  ပါသည်။ ထ ု သ ု ့်မတ ့်မြင် မသ  ပ ု  ပ်တ ု ့်က ု မပန်လည်သ ု ျားသပ် 
က ည့််လျှင် ပ ခ ျားပတ်ဝန်ျားက င်ရ  ဘု  ျားြ  ျား၊ မစတီပုထ ု ျားြ  ျား၊ နတ်ပ  ြ  ျား၊ စနည်ျားတမဘ င် ယ ု က ည်ြှုြ  ျား၊ ဗည ျားဦျားန င့််  
ဗည ျားန  ့်လက်ထက် ပ ခ ျားမြ ့်မပန င့်် မြ ့်တ ခါျားအြည်ြ  ျားက ု မတ ့်မြင် ပါသည်။ 
၁ န ု င်ပန်ျားလ  (မဒါက်တ -)၁၉၉၇၊၈၄။ 
၂ ယင်ျား၊၈၄။ 
 
က ြ်ျားက ု ျားစ  င်ျား 
န ု င်ပန်ျားလ ၊ မဒါက်တ ။ (၁၉၉၇)။  ဇ ဓ  ဇ်အမ ျားမတ ်ပ ု က ြ်ျား။ န်ကုန်၊မြဝတီစ မပတ ု က်။ 
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・ lăɡáuɴ の用例 
lăɡáuɴ の用例は、“Burmese Literature Collection Vol. 5 (1992)”より選定したものである。 
(‘မြန်ြ စ ည န့််မပါင်ျားက ြ်ျား၊ပဉစြတ  ၊မြန်ြ စ ဌ န၊ န်ကုန်တကကသ ု လ်၊၁၉၉၂ခုန စ်ဇ န်လ’ြ က ျားယ မ  ်မပသည်။) 
က 
မာတိကာ 
အမှတ်စဉ် အရ ကာင်ေးအရာ စာဆိုံ  စာမျက်နှာ 
-မြန်ြ စ ည န့််မပါင်ျားက ြ်ျားသစ်ြ  ျားအတ က်ဉမယ  ဇဉ် ဏ 





၁။ပုပပ ျားမတ င်သည်မရွှေမတ င်တည့် ်မလ-ခ ီ အြည်ြသ (ပုဂ မခတ်) ၁ 
(ခ)ကာချင်ေး 




၁။အမထ အမထ -ခ  ဆ ျားတ င်ျားပစ်ဆ  မတ ် ၅ 
၂။က  ြည်ြထင်-ခ ရ င်သ  ၆ 
၃။ခ စ် က်သက်လ  -ခ ၎င်ျား ၇ 
၄။ င့််က ြူျား င့််က ြူျား-ခ ီ ၎င်ျား ၈ 
၅။ တန ပ -ခ ီ ရ င်အုန်ျားည ု ၈ 
၆။ ည်ျားင မန၍-ခ  ရ င်ြဟ သီလဝ သ ၉ 
၇။မခတတသမ -ခ ီ ဝ မတ င်လယ်ဆ  မတ  ၁၀ 




အမှတ်စဉ် အရ ကာင်ေးအရာ စာဆိုံ  စာမျက်နှာ 
၉။မလမပင်ျားထန်၍-ခ  ဝ မတ င်လည်ဆ  မတ ် ၁၁ 
၁၀။အ ညကင်-ခ ီ ၎င်ျား ၁၂ 
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၁၁။က  ထ က်ဆ၍-ခ ီ ရ င်ြဟ  ဋ္ဌသ   ၁၄ 
၁၂။က  အင်မမြ င်၍-ခ ီ ၎င်ျား ၁၅ 
၁၃။ခ စ်စ ု ြက်၍-ခ  ၎င်ျား ၁၅ 
၁၄။ငါျားဆ မရွှေက  -ခ ီ ၎င်ျား ၁၆ 
၁၅။ဆင်ျားလ ဆင်ျားထ တ်-ခ ီ ၎င်ျား ၁၆ 
၁၆။နန်ျားမမြမအ င်ခ  -ခ ီ ၎င်ျား ၁၇ 
၁၇။ပုမ န သင်-ခ ီ ၎င်ျား ၁၇ 
၁၈။မြသ ယ်မ  င်လျှ -ခ ီ ၎င်ျား ၁၈ 
၁၉။ြဇစ   ြတ ု က်-ခ ီ ၎င်ျား ၁၉ 
၂၀။မြတ်ြ  ျားမြင့်် ြ န်-ခ ီ ၎င်ျား ၁၉ 






2 トゥザライン (2016, 2018)では「文脈ありの現場指示」という用法を使用していた。 
3 外務省 HP: https://www.mofa.go.jp/mofaj/area/myanmar/data.html#section1 
4 原注 4: ‘locational’の日本語訳として「位置的」とするのは一般的ではないが、「場所的」とすると空間を
表す名詞のみであり、時間を表す場合が排除されてしまうため、あえて「位置的」とした(岡野 2010: 240)。 
5 原注 5: この他に副詞的な機能をもっぱら担う名詞類がある(岡野 2010: 240)。 
6 原注 6: なお“cáuɴ”「学校」は日本語とよく似て、非位置名詞の有生名詞相当にもなり得る。 
（e.g. cáuɴ-k̬â ʔɛ-́lò pyɔ-́tɛ̬.̀「学校がそのように言った」）(岡野 2010: 240) 
7 WrB は Written Burmese のことである。 
8 a) 付属語（助詞）などの使い分けについて、口語と文語を対照して例示すると、次のようになる。文語
は、ビルマ語の正書法に代表される形式を上げる。V+, N+, S+は、それぞれ、動詞類、名詞類、文（動詞
文、名詞文ともに）に接続することを示す(藪 1992: 593-594)。 
ⅰ）法の助詞 
口語 文語 
V+tɛ ̀ V+tì̪ 
V+tɛ（̂関係助詞） V+tî̪, V+tɔ̪ ́











V+mă+lɛ ́ V+myìní 
N+lá N+lɔ ́
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dì「この」 tì̪, ʔì 
hò「あの」 tʰò 
ʔɛd́ì「その」 tʰò, yíɴ,  
 lăkáuɴ (lɛḱáuɴ) 





                                                                                                                                                     
また、2 音節語に、さらに、その意味を補う、あるいは、関連した意味を添える 2 音節語を付加し、全
















10 原文: အမမပ စက ျားြ  ြ မန့်စဉ်မမပ ဆ ု မနက မသ စက ျားမမပ ပ ု ဆ ု ပ ု အတ ု င်ျားမမပမပစ်မအ င်စီစဉ်မ ျားသ ျားထ ျားမခင်ျားမ စ်သည့််  
အတ က်အမမပ န င့်် နီျားစပ်ပ ီ ျားမပါ့်ပါျားသ က်လက်သည်။ထ ု ့်မက  င့်် စက ျားမမပ ပ ု အတ ု င်ျားမ ျားမသ မပျားစ ြ  ျား၊မမပ စက ျားြ  ျားက ု
အမမပ စက ျားမမပမ င့်် မ ျားမလ့် ရ  က သည်။ (Khin Min 2010:69) 
11 原文: အမ ျားစက ျားမမပသည်စ ဟန်မပဟန်မ င့်် အစဉ်အဆက်မ ျားသ ျားလ မသ စက ျားမမပြ  ျားမ စ်သည့််အတ က် စ သ မပသ ပါပ ီ ျား 
မလျားနက်ခ ့်ည ျားသည်ဟုယ ဆက သည်။ထ ု ့်မက  င့်် လ က ီျား၊ြ ဘ၊အထက်အ  ရ  စသည်တ ု ့်ထ မ ျားမသ မပျားစ ြ  ျား၊အစီ င်ခ စ ြ  ျား၊ 
လုပ်ငန်ျားသမဘ အ မ ျားမသ စ ြ  ျား၊ြ တ်တြ်ျားြ  ျား၊စ မပက ြ်ျားဂန်ြ  ျားက ု အမ ျားစက ျားမ င့်် မ ျားမလ့် ရ  က သည်။ (Khin Min 2010: 
69) 
12 (引用節)や(名詞節)など、それぞれ括弧内の説明は筆者によるものである。 
13 原文: မြန်ြ စ အခန့််မ ျား  ၌‘လ ု ့်, တ ့် , ဒီ, ဒါ, ...’စမသ တ ု က်ရ ု က်စက ျားတ ု ့်က ု ထည့််သ င်ျား၍မ  မန  သ ု ျားလ ု က်မသ ် မြန်ြ စ ၏ 
တန်  ု ျားက ု ထ ခ ု က်မလသည်။   ု ျားက  ျား၊၁၂၉၉ခု၊ကဆုန်လ။ (Po Kya 1938) 
14 データ量は音節数で示す。ビルマ語ではデータ量を測る基準が決まっておらず、文字数だけでは有効に
語としてカウントすることが原理的に困難であるため、音節ごとに数えることにした。ビルマ語の書記
体系では文字と音節が一対一に対応せず、1 音節は 1 字から 7 字 (မက  င်ျား/cáuɴ/, မက  င့် ်/câuɴ/)、まれに 8
字 (မမြ  င်ျား/hmyáuɴ/, မမြ  င့် ်/hmyâuɴ/)まで表記される。重ね文字の場合、末子音の母音削除記号（vowel killer）
が表記されない。例えば、အတထ ပပတတ  /ʔătʰouʔpaʔtî/のような重ね文字は、表記上は 9 字だが、実質は 12 字
である。このような理由で、必ずしも正確な数え方とは言えないが、今回のデータは使用回数が多い音




ギリス領植民地時代の行政官ファーニバル J. S. Furnivall の助言に基づき、一九ニ八年「ビルマ教育普及
 144 





礎が確立したといわれる。代表的作家に、テイッパン・マウン・ワ Theippan Maung Wa(一八九九―一九
四ニ)、テッカトウ・マウン・タン・シン Tetkatto Maung Thant Sin(一九〇五― )、ゾー・ジーZawgyi(一
九〇八―九〇)、クタ Kutha(一九〇八―七六)、ミン・トゥ・ウン Minthuwun(一九〇九― )らがいる。
(奥平龍二 1985: 587) 
16 原注 1.「現場指示」「場面指示」とも言う。 
17 原注 2. anaphoric とは、本来「前方照応」のことである。文脈指示は前方照応が基本であるが、後述のよ
うに一部「後方照応」(cataphoric)もある。 
18 吉田 (2004: 41)によれば「談話とは二人の人間が交互に話を交わすことであり、ここでは『聞く』という
作業の中で指示活動がなされる。直示領域が空間系列にあったのに対し、談話文脈領域は時間系列にあ
る。語られた音声は片端から時間の中に消えていき、残るのは音声言語によって触発された表象である」。 




20 1975 年頃に設立された Myanmar Language Commission(မြန်ြ စ အ   ့်・ビルマ語委員会)は最も権威がある
ミャンマーの公的機関の一つで、ビルマ語の辞書やビルマ語教科書などを作成している。 
21 原文：ဒီ-ဤ။သည်။ (Vol.: 2; ဆ-န) p.172 
22 原文：သည်-အနီျားရ  တစ ု တ  က ု ညွှေန်ျားမသ စက ျားလ ု ျား။ (Vol. 4: ရ-ဠ) p.218 
23 原文：ဤ-နီျားကပ်သည့််အခ  န်က လန င့်် အနီျား၌ရ  သည့််သက်ရ  သက်ြ ့်တ ု ့်က ု ညွှေန်မပမသ စက ျားလ ု ျား။ (Vol. 5: အ) p.198 
24 原文：အ သည်- ည်ညွှေန်ျားမမပ ဆ ု လ ု မသ အမက  င်ျားအ  ၊ပစစည်ျားစသည်က ု လည်ျားမက င်ျားမမပ ဆ ု မ  ်မပခ ့် ပ ီ ျားမသ  
အမက  င်ျားအ  ပစစည်ျားစသည်တ ု ့်က ု လည်ျားမက င်ျားညွှေန်မပ  တ င်သ ု ျားမသ စက ျားလ ု ျား။ (Vol. 5: အ) p.165 
25 原文：ထ ု -က လအ ျားမ င့်် လည်ျားမက င်ျား၊မဒသအ ျားမ င့်် လည်ျားမက င်ျားက လ ြ်ျားသည့််သက်ရ  သက်ြ ့်တ ု ့်က ု ညွှေန်မပမသ စက ျားလ ု ျား။ 
-သက်ရ  သက်ြ ့်တ ု ့်က ု ညွှေန်မပမသ စက ျားလ ု ျား။ (Vol. 2: ဆ-န) p.146 
26 原文：ယင်ျား-တစ ု တ  က ု ထပ်ဆင့်် မပန်လည်၍ညွှေန်မပ  ၌သ ု ျားမသ စက ျားလ ု ျား။၎င်ျား။ထ ု ။ 
-ထ ု အ  ။၎င်ျားအ  ။ (Vol. 3: ပ-ယ) p.222 
27 原文：၎င်ျား-...အတ ု မ ျားသည့််အခါအညွှေန်ျားန ြဝ မသသနမ စ်မသ ‘ယင်ျား’အစ ျား‘၎င်ျား’က ု ပင်သ ု ျားစ  လ ခ ့် က သည်။ 
-ယင်ျားန င့််အတ တ ။ (Vol. 4:  -ဠ) p.155 
28 原文：ဟ ု -၁၊ ညွှေန်မပသည့်် ြလ ြ်ျားြကြ်ျားမန  ၌ရ  မသ ။ထ ု ။ 
၂၊ လ န်မလပ ီျားမသ က လ၌ရ  မသ ၊မ စ်မသ ။ (Vol. 4:  -ဠ) p.243 
29 原文：(က) ပုဂဂလန ြ်စ ျား-သ ဓက။  ။ကျွန်မတ ်၊ကျွန်ြ၊ငါ၊ကျွန်ု ပ်၊ြ ြ ၊ြင်ျား၊နင်၊ရ င်၊သ ။ 
(ခ) အညွှေန်ျားန ြ်စ ျား-သ ဓက။  ။ဤ၊သည်၊ထ ု ၊၎င်ျား။ 
(ဂ) အမြျားန ြ်စ ျား-သ ဓက။   ။ဘယ်၊ဘ ၊ြည်သ ။ 
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(င်္) သခက   န ြ်စ ျား-သ ဓက။  ။တစ်ပါျား၊န စ်မယ က်၊သ ု ျားမက င်၊မလျားခု၊အခ  ့်၊အ ျားလ ု ျား၊အနည်ျားငယ်၊တစ်ဝက်။ 
Myanmar Language Commission (2005: 45-46) 
30 原文：အညွှေန်ျားန ြ်စ ျား။  ။န ြ်ပုဒ်တစ်ခုက ု ညွှေန်မပသည့်် န ြ်စ ျားက ု အညွှေန်ျားန ြ်စ ျားဟုမခေါ်သည်။ 
Myanmar Language Commission (2005: 46) 
31 原文： (က)ဂုဏ် ည်မပန ြဝ မသသန-သ ဓက။  ။လ ြမ မသ ၊မက င်ျားမသ ၊ြ ု က်မသ ၊ခ  မသ ၊ခါျားမသ ။ 
(ခ)အညွှေန်ျားန ြဝ မသသန-သ ဓက။  ။ဤ၊သည်၊ထ ု ၊၎င်ျား၊တစ်စ ု တစ်ခု၊တစ်ပါျား၊အမခ ျား။ 
(ဂ) သခက   န ြဝ မသသန-သ ဓက။  ။တစ်၊န စ်၊သ ု ျား။ပထြ၊ဒုတ ယ၊တတ ယ။အခ  ့်၊အ ျားလ ု ျား၊အလ ု ျားစ ု ။ 
(င်္) အမြျားန ြဝ မသသန-သ ဓက။  ။ြည်ြျှ၊ြည်သည့်် ၊ြည်သ ု ့်မသ ၊ဘယ်၊အဘယ်၊ဘယ်မလ က်။ 
Myanmar Language Commission (2005: 58-59) 
32 原文：အညွှေန်ျားန ြဝ မသသန။  ။န ြ်က ု ညွှေန်မပမခင်ျားမ င့်် အထ ျားပ သည့်် ပုဒ်က ု အညွှေန်ျားန ြဝ မသသနဟုမခေါ်သည်။ 
Myanmar Language Commission (2005: 59) 
33 原文： (က)ဤ၊သည်တ ု ့်သည်အနီျားတ င်ရ  မသ တစ်စ ု တစ်ခုက ု ညွှေန်မပမသ အညွှေန်ျားန ြဝ မသသနြ  ျားမ စ်က သည်။ 
(ခ) ထ ု သည်အမဝျားတ င်ရ  မသ တစ်စ ု တစ်ခုက ု ညွှေန်မပသည် ။ 
(ဂ) ထ ု ၊၎င်ျား၊ယင်ျား၊ဤသ ု ့်မသ ၊ထ ု သ ု ့်မသ တ ု ့်သည်မ  ်မပခ ့် ပ ီ ျားမသ န ြ်က ု ညွှေန်မပသည်။ 
Myanmar Language Commission (2005: 168) 
34 原文：‘ဟ ု ’န င့်် ‘သည်’က ု မရ ျားက‘ထ ု ’န င့်် ‘ဤ’ဟုသ ု ျားပါသည်။ယခုလည်ျားစ သ ု ျားအမ စ်သ ု ျားမနဆ မ စ်ပါသည်။ အမမပ  အသ ု ျားြ  ြ ‘ဟ ု ’ 
‘ဒီ’မ စ်သ ျားပါပ ီ ။မမပ သ န င့်် မဝျားသည့််အ  က ု ထ ု (ဟ ု )ဟု  ည်ညွှေန်ျားပ ီ ျား နီျားသည့်် မန  က ု ဤ(ဒီ)ဟု  ည်ညွှေန်ျားမက  င်ျား 
အြ  ျားအသ ပင်မ စ်ပါသည်။ (Khin Min 2007: 34) 
35 Myanmar Language Commission (2001: 615)によると/ʔɛ/́の起源は‘[colloq]word interposed when groping for 
words’、言葉を模索する際に挿入する口語表現である。 
36 引用文献内の音韻表記は本論の方式に統一した。 
37 藪 (1992)は「#」をゼロを表す記号として用いている（例えば 570r）。 
38 「ここはどこですか？」をビルマ語で‘ဒီမန  (/ဒါ)ဘယ်မန  လ ။/dì nèyà(/dà) bɛ ̀nèyà lɛ/́’「この場所(・これ)
はどの場所ですか？」と言う。 
39 ‘The proximate demonstrative is /di/, the distal /hou/.(Wheatley 1982: 101-102)’ 
40 ‘Demonstratives precede attributive nouns and verbs. The proximate demonstrative is di, the distal hou.(Myint Soe 
1999: 44-45)’ 
41 Gundel (1993: 276)では、Referential について‘The speaker intends to refer to a particular object or objects’「話
し手が特定 (specific)の参照物を指示 (referential)していることを意図している」という意味で使われてい
る。 
42 なお、大野 (1983)と加藤 (2015)は、日本語で書かれた一般向け学習者用の書籍における記述であり、日
本人に理解しやすいように「教育的配慮」がなされていた可能性もあるとも考えられる。 




                                                                                                                                                     
45 本稿では助動詞-câ にはそれが表す意味の差異を問わず、mutual としている。助動詞-câ は相互的動作の
とき副詞的要素(/ʔăcʰíɴjíɴ/「互いに」など)がない場合はほぼ必須だが、ただ単に複数の主語である場合
に随意的に現れることがある。 
46 ここでの+記号は NV 型動詞における N と V との境界を示す。岡野 (2017: 134)によれば、NV 型動詞と
は「動詞要素のみでは意味的に成り立たない、あるいは少なくとも完全とは言えない組み合わせである。
名詞要素と動詞要素とが、全体の意味に対して構成的である場合もあれば、そうでない場合もある」。
Okell (1969: 36)の verb with tied noun もしくは tied-noun verb、藪 (1992: 576l)の成句動詞とよく似た概念で
あるが、岡野の言う NV 型動詞は構成的なものまでも含んでいる点が異なると思われる。澤田 (1999: 10)
の「動詞＋名詞の組み合わせ」(「なじみのペア」「NV イディオム」)とほぼ同じ。 
47 アンティーク雑貨屋での自然会話は 2016 年 3 月 7 日に収録したデータであり、店員(A)が店に遊びに来
た友人(B)とその友達(C と D)に店内の品物について案内している場面である。A と B はビルマ人であ




49 ここでの「世界知識」は加藤 (2004)の用法である。加藤 (2004:15)は、「世界知識は、個人ごとの違い
がかなりありそうです」と述べている。 








51 林 (2003:291-292)では「直示用法にはしばしば代名詞、指示詞、副詞が直示的表現」(deictic terms) とし
て使われるが、このような表現がすべて直示の用法になるわけではない (Levinson 1983)。例えば、You 
can never tell that in advance.や We are not naturally bad.では、直示的表現である you, we はいずれも一般的
な人を指し、直示の用法ではない。また、Marry went to the store but she did not buy anything there.における




う指摘がある (Lyons 1977: 676)。 
53 例えば、以下のような例である。 
(79)' dà-lè/ pɔ.̂ pʰyɛʔ-yâ-tɛ̬ ̂ bɔṕìɴ sʰò-tà̬. 
this-FP erase-AUX-attr.RLS ball.point.pen say-nc.RLS 
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これだよ。消せるボールペンというのは。 
(82)' hò-lè/pɔ.̂ pʰyɛʔ-yâ-tɛ̬ ̂ bɔṕìɴ sʰò-tà̬. 
that1-FP erase-AUX-attr.RLS ball.point.pen say-nc.RLS 
あれだよ。消せるボールペンというのは。 
(85)' ʔɛd́à-lè/pɔ.̂ pʰyɛʔ-yâ-tɛ̬ ̂ bɔṕìɴ sʰò-tà̬. 
that2-FP erase-AUX-attr.RLS ball.point.pen say-nc.RLS 
それだよ。消せるボールペンというのは。 
54 旧情報とは、話し手が聞き手に情報を伝達する際に、聞き手がすでに有していると考える世界観のこと





があり、同様にထ ု /tʰò/の意味の表現にအ သည်/ʔɛt́ ̪ì̬/があるが、形態的振る舞いが話し言葉の ဒီ/dì/に近いた
め、本論ではこれらသည်/t ̪ì̬/とအ သည်/ʔɛt́ ̪ì̬/を口語表現に分類することにした。 
57 国語教科書は 2014-2015 学年用のものだが、Japan International Cooperation Agencyの“Data Collection Survey 
on Education Sector in Myanmar, Final Report, February 2013” pp.62-3 によれば 1999-2000 年に改訂されたと
いう。http://open_jicareport.jica.go.jp/pdf/12113635.pdf (2016/07/07 閲覧)。ただし、筆者の記憶ではこの教
科書が初めて導入されたのは 1984-1985 年頃である。 
58 キッサン文学集 Vol.1 と Vol.2 のデータ量はおおよそ 151,000 音節相当である。 
59 括弧内の数字は「接続表現の内数」である。 
60 国語教科書ではおおよそ 280,000 音節を分析対象とした。 
61 新聞(全 5 紙)のデータ量はおおよそ 300,000 音節相当である。 
62 原文: ြည်သည့်် ပုဂဂ  လ်အ  ဝတထ  က ု ဆ ု လ ု သည်ဟုညွှေန်မပ န်သ ု ျားမသ န ြဝ မသသနက ု အညွှေန်ျားန ြဝ မသသနဟု မခေါ်သည်။ 
န ြ်မရ ့်ကကပ်ထ ျား သည်။ (Pe Maung Tin 1953: 39) 
63 原文: အနီျားရ  န ြ်က ု ညွှေန်မပလ ု လျှင်‘ဤ’‘သည်’တ ု ့်က ု အသ ု ျားပ သည်။ (Pe Maung Tin 1953: 40) 
64 原注―ウー・カラー: タニンガンヌエ王の時代にウー・カラーが書いた大王統史―ピィジマンダイ 1926
年 
65 原注―マニコンダラ: アナウベッルン王時代ワヤビティンガナー僧が書いたマニコンダラ小説―ツダマ
ワディ 1928 年 
66 原注―ダマウィラーサ: バガン時代ダマウィラータテーが書いたダマウィラーサダマサッ(Pe Maung Tin
が選び出した高校ビルマ語散文選出－オックスフォード 1937 にある) 
67 原注―ウィザヤ: ミンドン王時代にウー・ポンニャが書いたウィザヤ劇の脚本―スダマワディ 1946 年 
68 原文: မ  ်မပပ ီ ျားမသ န ြ်က ု ညွှေန်မပလ ု လျှင်‘ထ ု ’က ု အသ ု ျားပ သည်။ (Pe Maung Tin 1953: 39-40) 
69 原注―マハーピンニャーチョー: 915-955 年にミャウー町のパヤウン王時代にマハーピィンニャーチョー
大臣の申し上げ方。散文選出にある。(Pe Maung Tin が選び出した高校ビルマ語散文選出－オックスフ
ォード 1937 にある。) 
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70 原注―ヴェッサンタラ: 1145 年にウー・オーバーサが書いたヴェッサンタラ本生譚―ラキンサンマンダ
レー1941 年 
71 原注―マハーザナカ: 1147 年にウー・オーバーサが書いたマハーザナカ本生譚―スダマワディ 1947 年 
72 原文: ‘ယင်ျား’သည်‘ထ ု ’န င့်် အသ ု ျားတ ၏။ (Pe Maung Tin 1953: 42) 
73 原注―ヤーザーディリ: ヤーザーディリアイェード－ボン。アイェード－ボン 5 巻本にある。アラウン
ミンタヤー王時代までのことを書いたアイェード－ボン 5 巻本（ダニャワディ、ヤーザーディリ、ハン
ターワディシンピューシン、ニャウンヤン王、アラウンミンタヤー）―スダマワディ 1923 にある。 
74 原注―ピィンティッナインガントァー：ミンドン王時代キンウンミンジーのフランス旅行日記―政府
1939 年 
75 原文: ‘၎င်ျား’သည်‘ထ ု ’န င့်် အသ ု ျားတ သည်။ (Pe Maung Tin 1953: 41-42) 
76 原注―ランダンミョトァー: ミンドン王時代キンウンミンジーのロンドン旅行日記―政府 1927-8 年 
77 ပ [pɛ]́(名)① アンナ(英領時代の補助貨幣の単位、1 ルピーの 16 分の 1)(大野 2000:376l) 
78 原注―イェーテー：ミンドン王時代ウー・ポンニャが書いたイェーテー劇の脚本―スダマワディ 1947 
79 原文: ညွှေန်မပထ ျားမသ န ြ်က ု မသခ  စ ြမ  ်မပလျှင်‘အက င်’က ု အသ ု ျားပ သည်။အြ  ျားအ ျားမ င့်် ‘အက င်’ ဝါက က ု ‘ထ ု ’ဝါက မ င့််  
ဟပ်၍အဆ ု ျားသတ်သည်။ (Pe Maung Tin 1953: 42-43) 
80 原注―マヌチェー: 1115 年にチョンウンボンナゼヤが書いたマヌチェーダマタッーハンターワディ 1903 
81 原注―ダマウィラー: バガン時代ダマウィラータテーが書いたダマウィラータダマタッ(Pe Maung Tin
が選び出した高校ビルマ語散文選出－オックスフォード 1937 にある) 
82 原注―スェゾンチョーティン: 1227 年にチーテェーレータッ僧が書いたスェゾンチョーティン本―ピダ
カッドー 
83 原注―マニコンダラ：マニコンダラ: アナウベッルン王時代ワヤビティンガナー僧が書いたマニコンダ
ラ小説―ツダマワディ 1928 年 
84 原文: ‘လည်ျား’သည်စုမပါင်ျားပါဝင်သည့််သမဘ က ု မပသည်။ (Pe Maung Tin 1959: 76) 
85 緬暦 593 年（西暦 1231 年）成立。 
86 原注―碑文: バガン碑文集―ブリティシュバーマ―1928 年 
87 Pe Maung Tin and G.H.Luce (1928: 41)著のソーミンラッパヤー碑文 19 行目には မယ က်ယ မလမက င် 




88 原文: ‘၎င်ျား’သည် ‘လည်ျား’က ု ‘မက င်ျား’မ င့််  မလျားနက်မစမသ  ‘လည်ျားမက င်ျား’ မ စ်သည်။ ‘လည်ျားမက င်ျား’က ု မရ ျားအခါက 
‘မလျားမက င်ျား’ဟုမ ျားက ၏။ မစ ြင်ျားလတ်ဘု  ျားမက  က်စ တ င် ‘မယ က်  ျားမလျားမက င်ျား ြ န်ျားြမလျားမက င်ျား’ (မက  က်စ -၄၁) 
ဟုမ ျားသည်က ု မထ က်မလ။ ဤသ ု ့်မ ျားက ည့််   ၌‘မလျား’အစ ျား ဂဏန်ျား၄မ ျား၍ ‘မက င်ျား’အစ ျား အဆ ု ျားသတ် ‘င်ျား’မ ျားမခင်ျားအ ျားမ င့််  
‘၎င်ျား’မ စ်လ ၏။ (Pe Maung Tin 1959:77) 
89 原注―パラ: 864 年にマハーティラウンが書いたパーラーヤナ小説―トゥリヤ 1914 年 
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90 原注―マニラ：アナウッベッルン王時代にウィヤービティンガナータ僧が書いたマニコンダラ小説―ス
ダマワディ 1928 年 
91 原文: ‘၎င်ျား’တစ်က  ြ်မ စ်မစ၊တစ်က  ြ်ြကမ စ်မစသ ု ျား  ၌ဆ ု င်  စက ျားမန က်၌ထ ျားမက  င်ျားသတ ပ   ၏။ (Pe Maung Tin 
1959: 81) 
92 原注―マニポン：インワ時代ウィンジンミンヤーザーの申し上げ方であるマニヤダナーポン―ハンター
ワディ 1901 年 
93 原文: မရ ျားမက  က်စ ြ  ျားတ င်‘၎င်ျား’က ု န ြဝ မသသနအမ စ်ြသ ု ျားက မခ ။‘ထ ု ’က ု က ျားမရ ျားမခတ်ကစ၍သ ု ျားသည်က ု မတ ့် ၏။ (Pe 
Maung Tin 1959: 82) 




95 日本語の訳は澤田英夫 (2002-2006)による「ラージャクマール(ミャ＝ゼーディー)碑文 A 柱、ビルマ語
面」東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所
http://www.aa.tufs.ac.jp/~sawadah/ODSEAS/bagan/rkamrtxt.html を参考した (2016/07/07 閲覧)。 
96 ウー・カラーのマハーヤーザウンジー(ウー・カラーの大王統史)の例 
wɛʔ-cí-lɛ ́ tè̪-ʔâɴ-tɔ̪ ́ bé-kò cauʔ-ywê tàuɴjá-tô̪ wìɴ-ywê pyɛ-́lè-ʔî 
pig-AUG-DIS.also die-vs.IRR-attr harm-ACC afraid-SEQ valley-ALL enter-SEQ run-AUX-vs.RLS 
tʰò wɛʔ wìɴ-ywê pyɛ-́lè-tɔ̪ ́ ʔăyaʔ-kò wɛʔwìɴ-hù-ywê yăkʰû-taìɴʔàuɴ 
that.DET pig enter-SEQ run-AUX-attr.RLS place-ACC pig.enter-QUOT-SEQ now-till 
twìɴ-ʔî 
call-vs.RLS 
tʰò ʔăyaʔ-hmâ-t ̪ì̬ ʔăsìɴʔătaíɴ ʔănauʔtàuɴ ʔăyaʔ-tô̪ pyɛ-́lè-ʔî 
that.DET place-ABL-DIS in.order southwest place-ALL run-AUX-vs.RLS 
豚も死ぬということを恐れて谷間に入って逃げる。その豚が入って逃げた場所は豚入りと現在にまで
呼ばれている。その場所から順番に南西方向へ走る。ウー・カラー：116 
97 ウー・ヌ (1907-1995)による「ミャンマー百科事典」(1954-76)のまえがき 
န ု င်င မတ ်ဝန်က ီျားခ  ပ်ဦျားနု၏မြန်ြ ့် စ ယ်စ ု က ြ်ျားက ီျား၏ဉမယ  ဇဉ် 
လ တ်လပ်မ ျား ၍ကျွန်မတ ်တ ု ့်လက်တ င်ျားသ ု ့်အခ  ပ်အခ  အ ဏ မ  က်သည်န င့် ်တစ်မပ င်နက်ကျွန်မတ ်တ ု ့်၏ပထြဆ ု ျားလုပ်ငန်ျားသည် 
အမြ  င်ခ င်ျား၍အလင်ျားမဆ င် ြည့် ်လုပ်ငန်ျားပင်မ စ်သည်။ထိုံအမြ  င်တည်ျားဟ မသ ကျွန်မတ ်တ ု ့်၏ န်သ န ပါတ်၁က ု မ  ခ င်ျားမခ ြှုန်ျား န် 
ကျွန်မတ ်တ ု ့်၏တပ်ြဟ ြ  ျားသည်အမခ ျားြဟုတ်၊ဘဝသစ်ပည မ ျားတပ်ြဟ ၊လ ထုပည မ ျားတပ်ြဟ ၊စ မပဗ ြ န်တပ်ြဟ ြ  ျားမ စ် 
၍ဤစ ယ်စ ု က ြ်ျားက ီျားသည်က ျားကျွန်မတ ်တ ု ့်အသ ု ျားပ  ြည့် ်လက်နက်မက င်ျားက ီျားတစ်ခုမ စ်သည်။ 
luʔlaʔyé yâ-ywê cănɔ-̀tô̬ lɛʔ-twíɴ-t ̪ô̬ ʔăcʰouʔʔăcʰàʔànà yauʔ-tì̪-hnîɴ 
independent get-SEQ [1m]-PL hands-inside-ALL sovereignty arrive-nc.RLS-COM 
dăp̬yàiɴnɛʔ cănɔ-̀tô̬-ʔî pătʰămâsʰóuɴ louʔŋáɴ-t ̪ì̬ ʔăhmàuɴ+kʰwíɴ-ywê 
at.the.same.time [1m]-PL-GEN the.first task-DIS dark+penetrate-SEQ 
ʔălíɴ+sʰàuɴ-yâ-myî louʔŋáɴ-p̬ìɴ pʰyiʔ-tì̪. tʰò ʔăhmàuɴ-tí hù-tɔ̪ ́
light+bring-AUX-attr.IRR task-EMPH COP-vs.RLS that.DET darkness-EXCL say-attr.RLS 
cănɔ-̀tô̬-ʔì yàɴt ̪ù̬ nàɴp̬aʔ-tiʔ-kò pʰyòkʰwíɴ-cʰɛh̀móuɴ-yàɴ cănɔ-̀tô̬-ʔî 
[1m]-PL-GEN enemy number-one-ACC annihilate-crush-PURP [1m]-PL-GEN 
taʔmăhà-myá-tì̪ ʔăcʰá mă-houʔ băwâ-ti̪ʔ-pyìɴnyàyé-taʔmăhà lùdû-pyìɴnyàyé-taʔmăhà 
brigade-PL-DIS other not-right life-new-education-brigade people-education-brigade 
sàpè-beiʔmàɴ-taʔmăhà-myá pʰyiʔ-ywê ʔì swès̬òuɴcáɴ-cí-t ̪ì̬-ká cănɔ-̀tô̬ 
literature-palace-brigade-PL COP-SEQ this.DET encyclopedia-AUG-NOM-DIS.csubj [1m]-PL 
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ʔătó̪uɴ+pyû-yâ-myî lɛʔnɛʔ-káuɴ-c̬í tă-kʰû pʰyiʔ-tì̪. 





ဤသ ု ့်က  ျားစ ျားသ ၏အမြ  င်ဓ တ်သည်ြည်ြျှပင်က ီျားြ ျားမစက ြ ဤစ ယ်စ ု က ြ်ျားက ီျားသည်ထိုံအမြ  င်ဓ တ်က ု ခ င်ျား၍အလင်ျားက ု
မဆ င်ကုန်လတတ ့်။ 
ʔì-t ̪ô̬ cózá-t ̪ù̬-ʔî ʔăhmàuɴdaʔ-tì̪ myìhmyâ-p̬ìɴ címá-s̬èɡàmù 
this-as strive-person-GEN darkness-NOM how.much-EMPH huge-although 
ʔì swèzòuɴcáɴ-cí-t ̪ì̬ tʰò ʔăhmàuɴdaʔ-kò kʰwíɴ-ywê ʔălíɴ-k̬ò sʰàuɴ-k̬òuɴ-lătâɴ. 
this.DET encyclopedia-AUG-NOM that.DET darkness-ACC penetrate-SEQ light-ACC bring-AUX-vs.IRR 
このように努力する人の暗闇がどんなに大きくとも、本百科事典はその暗闇を貫き、光を照らすであろう。 
ထိုံသ သည်  ု ျားသုညပင်မ စ်မစက ြ ဤစ ယ်စ ု က ြ်ျားက ီျားသည်ထိုံ   ု ျားသုညက ု  ု ျား  ဇ အမ စ်သ ု ့်မမပ င်ျားလ မပျားကုန်လတတ ့်။ 
tʰò t ̪ù̬-t ̪ì̬ pʰótòuɴnyâ-p̬ìɴ pʰyiʔ-sèɡàmù ʔì swèzouɴcáɴ-cí-t ̪ì̬ 
that.DET person-DIS M.zero-FOC COP-although this.DET encyclopedia-AUG-NOM 
tʰò pʰótòuɴnyâ-k̬ò pʰóyàzà-ʔăpʰyiʔ-tô̪ pyáuɴlɛ+́p̬é-k̬òuɴ-lătâɴ 
that.DET M.zero-ACC M.King-as-ALL change+give-AUX-vs.IRR 
その人がポー・トンニャ(無知蒙昧な輩)であるにせよ、本百科事典はそのポー・トンニャ(無知蒙昧な
輩)をポー・ヤーザー(王様)に変えてあげるであろう。 
အလင်ျားဓ တ်ခ ရ  ပ ီ ျားမသ ်လည်ျားထိုံအလင်ျားဓ တ်က ု ဆထက်ထြ်ျားပ ု ျားတ ု ျား၍အလ ု ရ  မသ သ ြ  ျားအ  ု ့်ြ  လည်ျားထိုံသ တ ု ့်၏ 
လ ု အင်ဆနဒဟ သြျှသည်တစ်လ ု ျားတစ်၀တည်ျားမပည့် ်စ ု က ကုန်လတတ ့်။ 
ʔălíɴ-daʔkʰàɴ hyî-pí-tɔ̪l̀ɛ ́ tʰò ʔălíɴdaʔ-kò sʰâtʰɛʔ-t ̬ʰ ăbó  
light-predisposition exist-finish-although that.DET light-ACC double.more-double.amount 
tó-ywê ʔălò+hyî-t ̪ɔ̬ ́ tù̪-myá-ʔăpʰô-hmà-lɛ ́ tʰò tù̪-tô̬-ʔî 
increase-SEQ need+exist-attr.RLS person-PL-sake-DIS-DIS.also that.DET [3]-PL-GEN 
lòʔìɴ-sàɴdâ-hùtă̪hmyâ-t ̪ì̬ tălóuɴtăwâ-tí̬ pyêzòuɴ-c̬â-k̬òuɴ-lătâɴ. 
desire-wish-every-NOM completely-EXCL full-mutual-AUX-vs.IRR 
元々光があってその光を更に何倍にも増やしたいという人たちのためには、その人たちの希望がすべて
みたされるのであろう。 
Pe Maung Tin (1959: 82) 
98 原注―マハーウン：1240 年にチーテーレータッ僧が書いたマハーウン小説ミンガラータイン―1929 
99 Pe Maung Tin (1959)では、古文体期/hyésàháuɴkʰiʔ/がどの時期を指しているかは明示されていない。ヤン
ゴン大学のビルマ語学科の教授 2 名に尋ねたが、意見が一致せず、どの時代を指すかは明らかでなかっ
た。 
100 原文: န ြ်စ ျားအမ စ်သ ု ျားမသ ‘၎င်ျား’ကမရ ျားစ မဟ င်ျားမခတ်တ င်ြမတ ့် ။ (Pe Maung Tin 1959: 83) 
101 原文: န ြဝ မသသနအမ စ်သ ု ျားသည်မ စ်မစ၊န ြ်စ ျားအမ စ်သ ု ျားသည်မ စ်မစ‘ထ ု ’သည်‘၎င်ျား’ထက်မရ ျားက မက  င်ျားသ ၏။ (Pe 
Maung Tin 1959: 83) 
102 原文: အကယ်၍‘ထ ု ’က ု အသ ု ျားြပ လ ု ြ ‘ယင်ျား’က ု သ ု ျားန ု င်သည်။ (Pe Maung Tin 1959: 84) 
103 原文: ၆၂၃ခုန စ်အမဇ လတ်မက  က်စ တ င်‘အဝ ြ်ျားလယ်၁၀၀အယင်ေးလယ်က ျားြခ  ခ င်အဝ ြ်ျားြည်မသ ရ နှု က်၅၀၊  တပုထ ု ျား 
မ ြူြည်မသ ရ အ ပ်၌၅၀၊ဤအ ပ်န စ်စ ု က ု အဝ ြ်ျား၁၀၀ဟ ၍ြ န့််သတည်ျား’(မက  က်စ -၉၁)ဟုဆ ု  ၌‘အယင်ျားလယ်’သည်မရ ့်၌ရ  
မသ အဝ ြ်ျားလယ်၁၀၀က ု ဆ ု သည်။‘အယင်ျား’သည်ယခု‘အ’မက မသ ‘ယင်ျား’မ စ်၏။ ‘ထ ု ’အစ ျားသ ု ျားမသ န ြဝ မသသနမ စ်သည်။ 
(Pe Maung Tin 1959: 83) 
104 原文: ‘ယင်ျား’သည်‘အမက  င်ျား’ကက ု ညွှေန်ျားမသ န ြဝ မသသနမ စ်သည်။ (Pe Maung Tin 1959: 83) 
105 本論でも Myanmar Language Commission (2005)と似たような考えではあるが、基本的には岡野 (2011: 77)
の口語体ビルマ語における「指示語の分類」に従ったものである。 
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106 ウー・ヌ (1907-1995)の မြန်ြ ့် စ ယ်စ ု က ြ်ျား「ミャンマー百科事典」(1954-76)のまえがきは注 97 をみられた
い。 
107 dăbèkălá sʰò-t ̪ɔ̬ ́ zăɡá-ʔî ʔădeiʔbɛ-̀k̬ò hyíɴlíɴ-pí-tì̪-ʔî ʔăcʰámɛ-̂hnaiʔ 
NAME.place say-attr.RLS word-GEN meaning-ACC explain-finish-nc.RLS-GEN other.side-LOC 
dăbèkălá hù-t ̪ɔ̬ ́ ʔăcìɴ tăŋɡà-ywà-k̬ălé-ʔî tì-yà ʔăcʰɛ-̀hnaiʔ tà̪yà-p̬òuɴ-k̬ò 
NAME.place say-attr.RLS some.DET fishermen-village-DIM-GEN exist-place base-LOC pleasant-sence-ACC 
yétá̪-ʔóuɴ-ʔâɴ. yíɴ ywà-k̬ălé-k̬á ʔălùɴ nauʔcî-ywê hyûɴ-ʔătî+pí-tɔ̪ ́
write-AUX-vs.IRR that.DET village-DIM-DIS.csubj very dirty-SEQ mud-whole+finish-attr.RLS 
dăbèkălá-cʰáuɴ-k̬ălé-ʔî bé-tw̬ìɴ hyî-lè-t ̪ì̬. 
NAME.place-river-DIM-GEN beside-LOC exist-AUX-vs.RLS 
ダベカラーという言葉の意味を説明した後、一方ではダベカラーというこの魚介村がある背景の美し
さをまた書く。その村はとても汚く泥だらけのダベカラー川の横にある。 




110 指示代名詞 t ̪ì̬ が空間的位置を対象とする例 
... ည်တ င်မရွှေမြ ့်၊ ည်သ ု ့်မရွှေမပည်၊ ည်ဆီမရွှေနန်ျား၊မမ  င့်် တန်ျားမတ ့် ြည်၊စ တ်က ည်သည်၊မရွှေမပည်ဌ နမဝျားမသ မက  င့်် ။ 
လက်ဝ သုနဒ အြတ်က ီျား (၁၇၂၃-၁၇၉၉ခန့််)၏ြ ဇ မတ င်မမခ၊ပ ု ဒ်စ ု တုြ  
111 -káや-lɛ ́は主語・主題や対比を表す副助詞である。 
112 この後に câuɴ ‘CAUS’が脱落している。 
113 原文: န ု င်ပန်ျားလ ၊မဒါက်တ ၊၁၉၉၇-၈၄။ 
ယင်ျား၊၈၄။ 
114 碑文の綴りは、本論ではすべて現代ビルマ語の正書法に統一してある。 
115 ヤーザクマーラ碑文については澤田英夫 (2002-2006)「ラージャクマール（ミャ＝ゼーディー）碑文 A
柱、ビルマ語面」、東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所の下記↓のリンクを参照されたい。
http://www.aa.tufs.ac.jp/~sawadah/ODSEAS/bagan/rkamrtxt.html 
116 原文: (၁)က  ယ   ့်မန က်ကကပ်မနပ ီ ျား၊က  ယ   ့်အဓ ပပ ယ်က ု ထ ျားမခ ျားသ ျားမစတယ်။(၂)က  ယ   ့်မန က်ကမန  ြ  အပ တ်စပ်
(close juncture)န ့်မနတ မ စ်တယ်။(၃)က  ယ န ့်က  ယ မထ က်က  ျားြ  ‘ြ’အပါအဝင်တမခ ျားစက ျားလ ု ျားြဝင်မ  က်န ု င်ဘ ျား။... 以
下、該当箇所は pp.85-88 の約 3 ページに渡っている。 
117 ဟ ု ျား /hó/は遠称①ဟ ု /hò/と声調だけが異なる形式であり、前者を強調した形式が後者であるという見方
ができるかもしれない。この「遠さ」を強調するためか、ဟ ု ျား /hó/はしばしば長く発音される。 
118 -mɛ̀は恐らく所格助詞-hmà の異形態と思われる。 
119 ʔaiʔはʔɛd́ì の異形態。5.5 を参照のこと。 
120 お米屋での用例は 2016 年 3 月 7 日に収録した 30 代の女性 2 名の自然会話データであり、店員(A)と店
に遊びに行った友人(B)との会話である。データを本論の用例として掲載するにあたり、会話協力者の
承諾をいただいている。 
121 原文: ထ ု ထ ု -ညွှေန်မပအပ်မသ သက်ရ  သက်ြ ့်တ ု ့်၏ြ  ျားမသ အမ စ်က ု မပမသ စက ျားလ ု ျား။ (Vol. 2: ဆ-န)p.146 
122 原文: ထ ု ထ ု ဤဤ-အမထ မထ အြ  ျားြ  ျား။အဘက်ဘက်။အ  ခပ်သ ြ်ျား။ (Vol. 2: ဆ-န)p.146 
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123 ဤယင်ျား /ʔìyíɴ/の例 
၄၆။အက င်သြှု၊(ခ န်)မယ က်  ျားန င့်် ကန်၊ဤဆ ု ဟန်၌၊ခ ြ်ျားမြ က်အ ု င်ြင်ျား၊အမပစ်ကင်ျား၏၊ရ င်ျားရ င်ျားခ  ျားတ န်ျား၊စ န်ျားစ န်ျား  ျား  ျား၊ 
ြမဆျားမင ျားသည်၊မယ က်  ျားသ နုပ်၊ထ ု ကျွန်ပုပ်လျှင်၊ရှု ပ်ြျှအမပစ်၊တင်  မ စ်၏၊စင်စစ်ဤယင်ေး၊ပြ ခင်ျားသ ု ့်၊ဘင်တ င်ျားဟ သည်၊ 
လ တ ု ့်တဏ  ၊ က မလသ ၌၊(ခ န်)အ လုပ်လ စ်သည်၊    ၊အမပစ်တစ်ပ ု ြက ီျားတည်ျား။ 
အရ င်ြဟ သီလဝ သဆ ု ၊ဆုမတ င်ျားခန်ျားပ  ့်ြ ထုတ်နုတ်သည့််သ မဝဂန ဗဗ နဒစ န တ ခန်ျားြ  
Burmese Literature Collection Vol. 1 (1991:138)より 
・ ထ ု ယင်ျား /tʰòyíɴ/の例 
၄၉။(ခ န်)ထိုံယင်ေးအန သည်ျားမလ  ၏၊က ြမ လည်ျားတ ၊မယ က်  ျားန န င့်် ၊သက်က မဇ ်ဂီ၊န စ်ပါျားဤတ င်၊မပစ်လျှင်တင်မ ျား၊မဝျားသည်ပင်
က ု ၊ဝ ဇဇ ဓ ု ်၌၊အြ ု က်ရ င်ျားရ င်ျား၊   င်ျားကင်ျား၏၊ထိုံယင်ေးသ မလ  င်၊အန မလ င်အ ျား၊    ၊မပစ်ြ  ျားက  ျားန ယ်လမခ တည်ျား။ 
အရ င်ြဟ သီလဝ သဆ ု ၊ဆုမတ င်ျားခန်ျားပ  ့်ြ ထုတ်နုတ်သည့််သ မဝဂန ဗဗ နဒစ န တ ခန်ျားြ  
Burmese Literature Collection Vol. 1 (1991:138)より 
・ ထ ု ထ ု /tʰòtʰò/の例 
ထိုံ ထိုံက  က်က  က်၊ထ န့််ထ န့််ရ ု က်ြျှ၊မသ င်ျားသ ု က်စက  ဝဠ ၊ရ  မသ ခါ၌၊ဗ  ပါစ ု ့်ြ န်၊ရ င်အ နန်ြ ၊အက  ြက  ၊နုရုဒဓ က ု ၊ 
လ င်စ ြမန ျား၊ဤသ ု ့်မြျား၏၊မန င်မထ ျားမန င် င်ျား၊မန င်စ ု ျားြင်ျား၊(ခ န်)၊အဆင်ျားမရွှေလ ျား၊မန င်ဘု  ျားသည်၊စက ျားြမပန်၊ 
(ခ န်)၊အ နနဒ အ ျား၊သ ယ မလ  မလ  ၊ဤသ ု ့်မမပ ၏။ညီမစ ညီလ ၊ညီမြ ျားဘမက  င့် ်၊မက  င့် ်က ပ မပင်ျား၊စ ု ျား  ြ်မခင်ျားက ု ၊ 
မ ည့် ်တင်ျားခ  ပ်ရုပ်၊(ခ န်)၊ကျွန့််ဘု  ျားဟု၊သန ျား  ယ်သ ၊င ု မ ကျားရ  သည်၊    ၊ဦျားခ  န လ ု ျားပ ၏တည်ျား။ 
မည င် ြ်ျားမခတ်ဟ သ ဝတီမ  က်ြင်ျားလက်ထက်သကက  ဇ်၁၁၀၄ခုန စ်တ င်ရ င်ဂုဏ လကက   မ ျား   ့်မသ မရွှေမပည်ဝင်ပ  ့်ြ  
Burmese Literature Collection Vol. 1 (1991:285)より 
124 下線部は本論で付したものである。 
125 なお、本論での研究対象は日本語の「この」と「今の」の両方の意味に対応するビルマ語の現場指示と





127 原文: အမ အတ က်အနည်ျားအြ  ျား၊ပြ ဏက ု မပမသ န ြ်စ ျားက ု သခက   န ြ်စ ျားဟုမခေါ်သည်။ (Myanmar Language 
Commission 2005: 46-48) 
128 hnîɴ は文語体の形式。この引用箇所はセリフであり、全体としては口語体で書かれている。いくつか
の助詞については、口語形式と文語形式との発音が非常に近い場合に、口語体であっても文語の綴り
で書くことがしばしばある。 
129 金水・他 (1989)からの例文は、本論で引用するにあたり、読点や句読点など本論の方式に変更し、振り
仮名は外した。以下同様。 
